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都市武装促進委員曾記録刊行設費 ノ件

昨夏近畿防空大演習の奉行せらるるや我協舎は都市武装促進

委員舎を組織して演習に参加するご共に都市の武装即も防空

防火耐震建築の促進運動を大々的に決行し今回其の綜合記録

を上梓して関係各官公街諸圏鵠其他に寄贈致しました就ては

倫残本が多少あります ので特に御希望の方は御申込みにより

左記寅費に て頒布するこさに致しましたから御希望の方は本

協曾事務所( 製 品 諸) へ御申込みあり fこし

都市武装促進委員舎記録( ぷ. . . . . 殺害) 安 部

賓 費 金 壷 圃 穴 拾 銭 ( 送 料 費 費 )

0 0  0 0 0  0 0 0 0 0  0 0  

但本協合曾員、賛助員の方には一部に限 り特に金萱固也( 迭料は協曾負措) にて

御頒ち致します。

ε').... ｾ ｾ＠

量士 圃

法 人

昭 和 10 年 8 月

日 本 建 築 協 曾



曾 告

都市防空建築トーキー脚本懸賞募集

昨夏 近畿 地 方 に 行 はれた大規模の防定演習 に参加 し仁 日本建築協舎は、都市防

空 計 董のますます 必 要なるを痛戚し仁 o それには 防護 |却の組織、燈火管制 、空 射

施 設の完成も 肝 要ではあるが、不燃焼都市の出現を j却する理想 のも とに建築物の

改善が必 要であり 、 ま仁枝令全部の耐震|耐火建 築、避 難 帯の設置等に つい て も 緊

急考慮 の要が あ るo か?こ が? ここれらを 一般大衆に弧く 印象づけ我 が 都市 を 自ら防

術 する機運の到 来 を促 す7こめ 、次 の規定に より トーキー| 吠番 の脚 本 を募集する o

奮って ｝ ｊｾ 募され んことを切望する ｯ

一、上掲の主旨に適合せるトーキー映書脚本 一 篇

( 脚本は読物夙のシナ リオ?こること 、約 3 :1P 千 5 百吠程度)

一 、 締 切 来る 9 月5 日

一、審査員

日 本 建 築 11J J 合 合 長 岡 安 氏

向者11市武接促進委員舎委員長 池 田 3主 氏

衣 笠 貞 之 助 氏

一 、 入 選

1 等賞金牌 副賞金3 0 0園 1 人

2 等同銀牌 同 1 0 0圃 1 人

3 等同銅牌 同 5 0固 2 人

係件 ( イ) 入選脚本の]tlJ( t桜そ の他一切の機利は日本建築協合の所有に蹄す( 口) 舷券脚本

は--j ; /J返却せす( ハ)森査の結果に封し異議を lドH' ，づることを得すく二) 入選洲本を

訂正加除することあるべし( ホ) この募集については一切問合せ に際ぜす'

一、脚本迭付先 大阪朝日新聞社内「週刊朝日編輯局」宛

昭 和 10 年 8 月
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「新」 と云ふ字は果してあてはまるかとうか分らぬが . 将来の構法の進で行〈ぺき一つ

の寸詮は 自分丈けの考へでは次の様である。

(  1  ) 建物を車t以治ること。

(  2  )  材料の稜達と撰搾3

(  3  )  建物は必守、しも線、てが氷久であるべきではな〈容易に改鑓移動出来ること。

(  4  )  天災に封し安全なること。

( 5 ) 建設に昔をにてぬ事。

この線、てを満足するも の又は幾っかを満足する必要があるものと思はれる。

(  1  )  建物を軽〈遺ること。

建物は遁例自分の目方が支ふべき荷重に封し非常に大事 い、鍛筋コンクリート迭に於て

殊に甚しいc 今普通の事務所建築で見るに、積載荷重 0370 t f m包に封し建物の目方は1 . 5

- 2  t/m' 位にな る. 即もそ の比は 1 :  5で l のものを支へる 5 の自重を必要とすることに

なる木造で云へば 0・37 t/m包に封し約 0.25 t/m 2 で( l : 0. 7) 即ち木造建築に比較すれば

1 の ものを支へる矯め の コンクリ{ ト撞建物の目方が約 7 傍となる。 強度から云って木

E織と Concr et e ｾ比較しでも 例へば翠に墜縮力丈り考へでも .

木 裁 コンクリート

強

重

i 5.  1，200 

7.8 

民パ

v

q

u

只

U

4

2

 

度

さ 0.5 

i の ものを 支」、る材の目方

であってコンクリートでは同じものを支へる のに約 8 傍の 目方を必要とする( 短材で考へ

穴場合〉梁その他を考へれば一般にはこれが 5 程度かも安nれぬが兎に角現在のコンク リー

ト叉は鎖骨鎖筋コンクリート迭は、そのも の白樫を支へる矯めに大なる 寸法とし. 従って

基礎も大とせねばならぬ。 Concr et e が耐火耐久である利黙はあるとしても一酉誠に不都

合の材料であると云ふ事が出来る。これを軒〈造ると云ふ事に頭を轄換させて行き Tこいも

のである

(  2・) 材 料 の 撰 接 。

その方法は 一つ にはｾＳｩし、材料を用ふることでＮ第 ｬ コンクリートなど ＴＵ k g/cm" の代り

1  ¥( 111 



に 50 とか 55 にすれば l 割とか 2 割を軽減出来よう 。

鍛にし て もニッケル鋼とか クロ ーム鋼が用ひられ〉ば、3 ｾ引 ｬ 乃至 Ｕ 割も強 〈 従って軽〈

出来る 。

米園では識 とガラスとテラコツグで高居建築密造ると云は れて居る 、これがエンパ イヤ

{ 、ス テ ート な どでは更に外装に金属板金用ひ て、 戦 <. e. つ施工を迅速ならしめて居る。

材料の許容強度にしても . 臨時のものとか . 料徴のもの重要でないものと建物の性質を

考へでもっと大き〈出来? こら 都合が良いと思ふ。

・もう 1 つは軽工笠塑を尉ふると 云ふ事も重要の事柄である。

セロテック ス ・トマテックス の類は艇 〈て壁や天井の仕上げ材料( 場合tこよっては主鵠)

とな L 然も防音防熱の作用があ る。

コンク リー トでも報量の ものが出来る様にならうし . 現に我閣でも i在日夕リ{ トの如 〈軽

石の様な モ ルタルブ ロ ックを製 作 するものもあれば Ｎ 又は大 小 無数の宰気の泡ｾ含ませに

断熱 フ、 ロックの如きがある 、何れも比重 0.5 位にする事容易である 。

鏑倖より作つにミネラルフェル トの如 きも防熱 、防音で然も耐火的で、夫々その目的に

際じて善用することが出来ょう。

銑梁の代 b に「パージョイスト J ( トラス形になった軽い梁) 、コ ンク リート 床の代りに

I フ・レ ート ( 薄鍛仮に I 形の波ぞつりにもの) . 生子板等が用ひられようし 、外壁ならば

アスペス トスレー トの類も森易に用ひられる。

銭類でもアルミ= ウ ムの類でもその冶金が設建しにら錆びない鞄い金属が安〈手に 入 る

嫌になるに相違ない 、叉この金属板の接合も電気鈴接に依って容易に 出来ること になれば

ライト コシス p ラ今，司 > ドラ ，f ｾ ＡＭ ストラ今ショシ

所 謂 こ れ ま で 云 は れ て 居 っ た 極 構 造 と か 乾 式 構 造 と か 云 ふ も の が 従 来 よ り 以

上の完全さ と耐久さとをもって造ることが出来ょう 。

換言すればこの践には船とか汽車を縦にし1こと同様の建築に することは困難の事ではあ

るまい。

第] に聴くて防熱 . 防音 、耐震で然も不燃に基礎も緋浩主腫も極めて小さ〈巡ることが

出来る 、 そし て これら の材料は解悼して組、て再用が出来るとすれば建物の原伯は十っ と引

下げ得る こと になる 。

現代の如〈 急: 速のテ ンポで制;舎相が蟹って行く際又は建物 も設備もすぐ時代後れがして

来て中味を取りかへ? こり 、外装を更へ7こり、プランを更へ? こり叉全然作 り餐へる必要も起

って来るにらうし。

こう云」、事を考へれば料〈って安 〈早〈出来ることにな らねばならぬ 、 これは建築を企

業 kから 見て最も大切の ことで あらう と思はれる。

(  3  )  建物lま必ずしも総て来久的である必要はない 。

紀念的の祉寺 とか殿堂及これに類するものは別として事務所建築、住居 . 料理屈等の如

VI I I  2  



きも のは時代の進運、時勢の推移、日書好の時 機等に依り時 k 改蟹を必要 とする 、ことに 最

近の設備の進歩は この感を深 くす るものがある 、叉ー商事業のテンポが念なる矯め安〈早

〈遣って投資の時四を早からしなるの必要なる こと既設の通りである 、自 然永久性をもっ

建築と云ふ所は寧ろ調度品とか撚具とか云つにものと同じに考へて良い様である。

ぞうすればコンク リート の様に模様替が困難のものより 、叉つぶしのきかぬも の よりは

部分的に取外して、材料として皆再用の出来る様な材料と楠滋と が堅 ましいも のであ る。

(  4  )  天災地建に射して安全なること 。

事事. い接骨・に金属板等を? 用 ひて構造すれば縦にし? こ舶や汽車と同じでその耐 力は容易に想

像力: っし暴風に 逢つ fこり、波に打? これ? こり、非常の早さで走つ7こり 、Jr.つ7こりしても容

易に壊れない本営に安全の建物が出来ることになる。

(  5  )  都曾地の建設に無雷、無振動なること 。

都合地の建築では杭打ち. コンク リート打 ち. リ ベッ ト打ち等の爆音は最 も嫌起きるべ

きも ので. 昔の景策の良い「建設の青」 と云って喜ばれに時代は直J f ; I こ去って 、須ら 〈無脅

ｾｮ｜ 振動でなければならぬ。都合 地に於て は杭を打つと云ふ様な事は将来は取除かれ何れか

他の方法で行』まれなりればな らぬ . 米閣のプレテストパイルは建物を上下作ると同時にそ

の重 さをパランスにして杭を下にジャッキで押し込み. 織ぎ乍 ら深〈 入れて行 し 上 部が

出来ると 同時に基礎が完成すると云ふ商白い工夫もある。杭の先に螺旋をつげて捻込み織

ぎ乍ら深〈入れて行〈のも 一笑 ＿ごらうしＮ叉潜ｾとか西式 の 如 苦労ニ戸掘 地形で 基礎を巡る

も一法であらうし、地下 Ｑ 政府に 建 築する様な場合には 深 居建築木田氏 の ｾｮ き便法があ Ｗ 、

これは井戸の様に取り各紅の基礎を深〈 作りこれに佐を建て、先づ l 階をつぎて床を逃り

下には根切し乍 ら地階 1，2、3 ， と逐芸大に行を進め 、一方上には 1，2， 3、階と同時に行

〈ことが出来る、頗 る便法である。

コンクリート打の際にもミキ サー の音色が相営騒しい 、これもポンプク リート の如き叉

はもっと簡便のものも考案し得られると考へられる。

叉鎖骨造の如きも現場から金〈リベットの音を消すことも岡難のことでないと思ふ、現

に回端の陸橋江戸橋のスパン54米世界記録の橋も会館接で出来るのを見ても、鎖骨建築の

現場からリベットの音を消すのは必す・近い将来のこと〉思ふ、某所では現賞にこれを行っ

て居る、鎖骨の工場作業主? 出来る丈り多〈し現場作業を減じて . ポール トとか鋳接とかに

よって簡翠に庭理することが出来れば、音無しで知らぬ聞に高居の建築も 出来上ると云ふ

事になる。自分はポールトと館接の組合せの強度試験を試み相営の成績を牧めて居るが更

に研究を重ねて見? こいと思ふ。

現場で音も立てす振動も興へする作業竣工すると云ふ事は都合地に必要であって. これは

叉必す・賞地すべきもの? ごと思ふ。

以上雑然乍ら建築の種々相から将来の新構造に射する予見を述べ? 二次第である 。

3
v 川



理 窟 か ら 産 れ ?乙 構

ｾｬ￫＠

3巳

坂 青宇 雄

建築物の起源が容であらうし天地根元の宮迭であらう e . 共の時代から今 回迄の建築

構造は大部分が経験に基〈構遣である とし、へる。 ゴ シック時代のポールト等は構造力感的

には今日 の智識を以 ても解析困難なも のがあり 、推力 に闘する理論等は構造が産れ? こ後に

出来? こも のに相違ない。理摘は後からつり? こも のである 。今日 の鍛筋 コンク リート構造の

理論でも、構造が先きに護れて理燃はあとから出来てゐる。

凡 そ80年・ほど前に Moni er が餓筋 コンクリ ー トの特許を得てゐるが 、コンク リー ト中に

銀筋を入 れる経験はこれより先既に得てゐるし . アーチや梁が作 られ膝用され1: 後 、1886

年に Koenen によって銭筋コン クリ ー トの理論がは じめ て蛮表され1: 。無梁版構造は舎

つては新しい構造であって其の最初の ものは 1902 年で あ る。此の却.滴 らしい理澗の出た

のは10数年も後れてゐる。

地には流線型の高速度列車が走 れ 室 に は 飛 行 機が飛ぶ時代で あ る。機械工易保方面を見

ゃう。ど こに経験から出? こ構造が巾 をきかしてゐる 飲態が あるか。飛行機ほ ど1l 1'. J荷の勝 つ

にものはあるまい。 人類の醒史あって以来幾千年. 大丞征服の夢を拙いて夢に終つに者は

多からう 。然し乍ら現賞に昼そ飛んで見せにライ ト兄弟は飛べる迎!潤 . 共 の理痛に あっ た

機械を瑳明して蹄かしい征空のスタ ート を切っ? こ 張線の一本、これき八盟問にあ っ7こ流

線型断面をもっ。素晴 らしい理問っぽさである。

電策工撃を l現ゃう。電話、電信 . ラヂオ. テレピジョ ン. すべて無経験の境地を理窟に

よって征服しにも のである。

斯〈 の如き理窟高能の時代で あ る。構造工撃fごりが ‘ 此の時代に遅れて ゐる答が ない。

理痛から 産れ? こ構造があっ て然 るべ きであ る。

rj  
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第 1 聞は米園 T exas 州 L ongvi e w に於ける 12，700 rn九の容量の油槽で . Chi cag- o  

第 1  問 Bri dge &  Iron  W orks の施工に

_-....-一一一-T..... .

なるものである。かかるものを雫

形泊憎といふ 。油槽としては表商

積の割合に内容の大 きいも のほど

効率が高い といへる 。即ち効率ーか

らいへば球形力 Eいいわげであ るが

カ皐的に見れば内墜に到して墜に



起 る陪力 が小 さ〈曲 げの起 らぬも のカヘ、ぃ。此の雫 l拶油柑は ある一定の内監 に劃しては壁

のどこにも曲 げ モーメント を生ぜす¥ 丁度表面張力によって形を保つE12 と同様の効果であ

る、 壁に起る 面 内の引張力 は水平方向に も、経線方向 に も互 に等し し E つ表商上 どこを

とっても 同 じ値であり得る。 斯 ういふ理窟から 生れに のが此の油槽の形であり 構造で あ る

現賓の問題としては 内の泊費Eが; 楠減する か ら、常 に以上に述べ1: カ星野的の利黙が充?こされ

てゐるといふわり ではないが 、泊料I として理繍にあっ?二形 とし 、ふ こと が出来ゃう 。

第 2 聞は シカゴの世紀の進歩博 s  叫 T. d吋叩dve叫 叫el .on出.d Tro悶o飢 tロ叫1

.  -A  Cent ury of  Pr'oq中t 目 ダ 。1巾i，仁叫 。 19ρ3.Uωiρ) 。肘rl凶d，ｾ匂 ､ￎ ｉγ

覧舎の交通簡である 。張間凡 そ60

m の卒な ドームを針金で釣り三角

形 に組立 て られ? こ柱と 按索で土中

に舵着してゐ る。原始的な考へ方

か ら出?こものではあるが . 一つの

理痛から 出?こ構造と いへる 。此の

ドームに室戸馳風が製つに とする

卒 な ドー ムは全面 に負肢を受げ る

か らこん な ドーム はーにまり もな ｾ Ｇ￬［＠ 2  I百l

〈主開か ら引外される に相違な し、。シ カゴは有名な 強風地で ある。然る べき 耐風上の手段

が誹ぜ られて ゐ ると思ふが 、詳し 〈は判ら ぬ。

シカゴの釣 b ドー ムか ら見ると 1924 年頃にJ enaに出来1: 張向 40 m扶矢 7.87 m. 殻 の

厚さ 6m とい ふおど ろ 〈べ 〈部 〈軒 いド ームはなほ摺かしい理痛の所産であ る 第 3 画。

シカゴの ドームが屋根を支へ る震

には釣 り上げ索、荘、 控索、綻 着

用の大塊 コンク リー ト、其の他 に

なほ耐風上の手段とい ふ道具建に

聖母 し. J ena の ドーム は共の すべ て

を屋根の スラ プ自力で掌って ゐる

宇球形の ドーム は納に 推力 が起

らぬ。設内 には経 、緋両方市の直

第 3 悶

ｾ ｴｾ＠ -

際カ のみが起 ト 曲げがカHはらぬから 薄〈出来る。 卒な ドー ムは掃に推力が起る から 、リ

ングを閤 らさなげれば耐へ得 られぬ。リ ング には推力によ って引張力 が起 り、 ドー ム怖の

闘周方向に は軍縮力 が起る。 つ まりリン グと の取付 に無理が出来 るから 、曲げな しで は釣

合が保てぬ。 その 矯めに薄い大ド ームは構造困難で あっ?こ。 J ena の薄いド ーム が成功 し

?このは ドームの裾 の方の曲面を合理的に撰定 すると 、リン グ との取付上の無理を除 き、曲

げなしに釣合をi呆?こしめ得 る。風力 が作用 しに場合も殻内の直感力及び努力によって釣合
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を保fごしめ得るとの理痛が判つに需である。

同じ理窟が新らしい水槽構造に適用され成功を見てゐる。第 4 闘 ( a) は奮来の水槽構

・ E  ・ ・ 迭である 、内摩の震め壁は周方向

、ｾ，Ｎ｟ J  ¥ 一 一 / い :  に引張力を受げて仲ぴんとする。

? 野汽 子ｾ〈 移 ダ 矧 底 は 卒 な ド ーム であるからリング

第 4 隠l 方向に鹿縮を受付る。 即ち壁と底

とは蓮絡上に無理主? 生「争る。ところが底の形を少し〈かへる と、底の周園ではリング方向

に引張カが作用するやうになし得る。 E つ厚さを適嘗に撰定すると臆カ費化の割合迄 . 壁

の裾と. 底の周閣で等し〈なし得る。かかる形及び構造を通用する と壁も底 も曲げを受り

すに作り得るから、出来? こも のは非常に薄〈且つ較し、。

理窟の産ん? こ建築構造として最も特殊のものは所謂 Zeiss- Dywi dac 屋根である。これ

は色 k の形式があるが . 根本にあるも のは 第 5 闘 ( a) のやうな蒲鉾献の薄い殻が聖母立し

1: 隔壁に張られfこもので、かかる

ものは四隅で支へて然も大きな荷

車に耐へる性質がある 。 それは曲

面の形を誼営に撰定すると 、此の

/  ¥ /  " 穀には曲げが起らぬ品薄〈て強

l a)  - ( 6)  ( 8) 千......._¥ん斗

f ヘヘ 〆 言げやJ い 構 造 と な 討 ち で カ ゆ る 力 の

"  /  ¥ / 受げ方をする震には隔壁が絶劉必

I  TUIlIlf! 隔 を ， v  v  

+- - - - ， ( ¥/ ー←「 日 n 月 要なものである c 此の構造は首時

1  ¥ Ｈｾ 引 ｉ ｾ ｉい の ｍ
{的FのJ 左 Ａ Ｏｾ ｊ 枇の技術長. 今の伯林工科大皐鰍敬

第 5 悶 授 Di凶sc凶hi n、g酢er 博士の工夫になる

もので 1926 年に舎粧の中庭に試験的に士迭宣つて見f仁この力が2最初である 。此の繕主治宣 これはポギ

- 車の屋棋位の大きさのものであるが、四本の佐で支へられ. こ れに載街試験をして理論

第 6 岡 の訣 り なきを ｾＱ こしかめ、共後はじ

めて賓際の工事にあ? こつに 。理論

構造計算の方法模型質験すべてを

終へてはじめて世に出? こ構造で 、

無梁版構造等とは産れ出る経躍が

異る 、此の稽鉾状屋根を? 賓際に使

用する時は 、桁上に隅壁を並べ .

桁行に直角に同じ構造を並 ・〈て虞

レ張向に屋根をかける、最近に出来?こBudapesl の市場〈第 6 圃) は張向 40m 蒲鉾形の張

間 ＱＲｭ 殻の厚ｾ 6 c m で、こんな蒲鉾屋根が18個並ペてかげであって、此の室に一本の

VI I I  6  



荘も建ってゐなし、。 蒲鉾形の代りに第 5 闘 ( b ) に示す逆形を使ふことも出来 . 第 フ闘は

押 一一一一一一… - 3J 7A ¥、

第

7  

間

この式にょっ? こ Ni r nber g の自働車庫で ある 。

雨妻の隔壁は短形平面の上に此の屋根を使用する時は並行して ゐるが 、 こ れ は 第 5 闘

(  C ) のやうに傾 斜 して作ること が出来 る。か〈 の如くして出来? こ屋根を組合すと矩形卒面

上に母衣小屋をかげ 、叉は 多角形 プラン の上に多角形ドームを作 b得る。此の場合隔壁は

決して屋根裏に ヒレ のや うに出て ゐるものでな 〈、曲面と曲面 との駿を 少し〈補強すると

これが隔壁の働き をな す。第 8 闘は L ei pzi g の市場で、これは雨閣の園技館の上に被せ

得る大きさをもち 、屋根のスラプは僅かに 9c m の厚きで、 これが稜から稜に殻 となって

J  

第

8  

間

張 られ . スラ ブに加はる荷重はすべ て共の商内に働〈熔力で稜に移し. ｾ 変 も亦草に直摩力

のみを受りるやうに 工夫されてゐる。 第 8 闘に於ては通常の リプ式ア ーチのやうに見える

けれ ど、総遁原羽! は上述の通りで決して奮時の屋根版. 母屋 、リ プ といつに版及び構材の

構造ではなし~こんな構造は全〈経験になかっ7こも ので、 四.痛から産れに構造の長もよい

例で ある。大張向 の銭筋 コンクリ ー ト構造はか〈して賓現し . 然も共の中には畿'骨構造と

経済的に競争し之に打勝つにも の さへある。曲面の宰間的釣合による構造、これは大い に

勝来のある tT年i生である。
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信武

ｾ＠ 塚 大 康t 場 復

鷲

飽
工 事

尾 九 夏R

本年 1 月 25 日燃えさかる建物を前にして 2 ヶ月復興 4 月 1 日開場といふ 小林一三氏の

諜表は賀塚大劇場の火災そのものよりも、ある意11取では世聞を更に総力・しにといへる o 1ご

からこの復興工事が果して 2 ヶ月の短時日を以て完成し得るや否やといふ慰に世間の奥日未

が惹きつけられにのは事賓である。

一般の人々は 言ふまでもないが建築専門家の聞に於てもその不可能なるべきを思ふもの

が多し最も同情ある見方をする人も、恐ら〈はパラック程度のものか. 精 k 接飾工事を?

後日に残して、所詮は 『未完成劇場』で開場するででもあらうといふ程度に考へてゐ Tこら

しい。中には Kobayashi i sm がどこまで物を 言ふかと 一宇の好奇心と 一宇の l態笑とをょ

せながら、これを 一流の宣俸にと見ようとするジャーナリス トすらあっ fこ。

事賞、この急: 工事の衝に営つ亡者としては、こんな世間の噂に耳営傾りて見ょうとする

No.  1  火 災 獄 況

"111 8  



徐裕すらなし背水の陣に立つてはこれを如何にして切り抜けるかに異常の緊張を集中せ

ねばなら なかっ? このである が、取鍛工事と新設工事とが入り組れて来る 臼も来る日も . 70 

0， 800 の工人達が不眠不休の作業をして ゐるのを見ては 、工程表に狂ひな 〈進行しつ〉

めることを雌めなが らも一抹の不安が心の底 に去来するのを どうす ることも出来なかった

こーとを告白せねばならない。時間は極寒時であり天候にも信頼を? をりない。依に取段工事

及主臨工事 に於て 5 日間の遅延が起つ 7ことすればそれは致命的で なげ れば ならな いからで

ある。

この工事に於て感情的に語り? ごい ものは少〈な い。叉この工事が世間大学の橡想を裏切

って期限内に 完了し得 fこ形而上の素因に就い て も語るべき こと の無いではないが、これは

筆者に興へられた問題外であるからこ〉では許 され そう にもない。そこでたず一般的な駐

に閥る〉に lトーめよう と思ふ。

1. 

大劇場が建築されにのは大 iE 13 年 7 月で ある 。

認で この大劇場の生れ? こ首時の こと を?少 し〈述べることは復興工事を理解する上 に多少

の参考となるで あ らうから無駄ではない と思ふ2

営時賓塚新温泉には 1新歌劇場J 及 『パラダイス劇場』と稿せられてゐ?こも のがあ った

りれども 、何れ も極め て小規模のもので定員は勿論 1，000 以内に過ぎなかった。最初温泉

場の徐輿として褒生しに唱歌隊が漸次蛮達して少女歌摩I j となし多数の生徒を擁して確賓

な地歩を占めつ〉あつにので ある。一方に於ては 、かねてから 小林一三氏の園民摩l鼠IJ 生九

の宿願 と、大劇場主義の具現との? こめに更に大規模な劇場を必要と し1=。劇界に関心を持

1=れに方は記憶にある こと 1-"と思ふが 、同氏が大劇場主義をふ りかぎして華々しい論陣を

はられにのは賞に この頃ピつにのである 。営時既に大劇場建設への準備は着次 進め られて

筆者も内 k その議にあづかりつ〉あっ?こ。

然るに大l E 12 年 1 月 22 目指t践 、火 を失して前記のご劇場は共に烏有に腸し7こから

大劇場賓現には誠に絶好の機舎と言はねばならなし、。然しながら全〈その時を奪はれに少

女歌劇国 の7こめにも 、歌劇愛好者の ?こめに も、叉地元費塚の ためにも多〈の日を昼過せし

むることが出来ない。そこで偲建築の意味で急: 速に木造の劇場が建築されて 3 月 20 日に

開場 しに。これが今の中劇場である 。

念場はこれで凌ぐことを得? こが、本建築の建設は益々念を要すること〉なり、廷に愈々

大劇場建築が具程化して 10 月起工、翌年 7 月竣工しにのである。

この大劇場 に於て特筆せらるべき もの〉第ーはその観客牧容カが営時の劇場建築として

有数であった黙にある。今日に於ても営時の定員数 3，388 ( 今回復興後の定員数は 3，122)

は我閣の劇場中には未 ＱｾＧ 見ぎるところである。これは勿論大劇場主義営然の腸結であって

悲にこの劇場が抽象的論議から一歩進んピ賓践的試錦、の前に立たされたわげである。従つ
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てこの劇場に於ける演劇j上の或は経替上の永い経験が基礎となって徐々に踏み固めちれに

歌劇園の遣が最近先づ東費の開壌によって東京に拓り. 以後主要都市に漸次その羽翼をは

もん 主して今日 t止の視聴を集めつ〉ある所謂東費チェ ーン の これが母睡であることによっ

、てもこ の劇場は注目さ れねばな らない。こ〉からは多〈 のスターが生れ、日本最初のレヴ

ユーが上演されて日本演劇史上からも重要なる役目を負はされfこもの と言はねばならない

2. 

舞皇室上の手地下室より裂し? こ火は直に舞蓋面に及び. 骨物吊物貼物等i : ' 燃料として舞基

一面に混! PJ ， a余勢は観覧席に溢れて3階展ー高部に向って吹きつり? こものと見られる。やがて

舞葺屋棋の擦り落もると共に 主 勢はこｾ Iこ導かれ fこが火を呼んに観覧席は猶も燃えつ Y け

たであらう。

営時恰も月末に近〈翠月公演の準備の? こめ前夜来舞翠に於ては徹宵作業がなされた〉め

に、防火幕が降下されてゐなかっ＿こ の が観覧席へ早〈火ｩＺＧ ｏ 乎ん ＱｾＧ 原因で あらう ｯ 1ことへこ

の防火幕が最後まで持ち こ?こえ得ないにしても 、5 分間なり 10 分間なりその効力を瑳揮

し?こhならば 、或は舞益屋根が焼り抜けるまで相官に働い? こならば観覧席の被害はあれほど

ではなかっ fこであ らう。

何れにしても劇場 としては最 も入手の薄い時間に出火しにことが不幸でもあり、同時に

一般公衆に迷惑をかげなかっ? こことが不幸中 の幸で もあっ? こ。

この被害欣況に就いては既に本誌 2 月披に災害強度委員に よって詳細報告されてゐるか

ら悲には省略すること〉して、これに洩れにと思はる〉黙につき若干の記述をなすに止め

よう 。

‘ 復興工事を前提主して の被害調奈に首っ て最も慎重を要子るものは 、再使用叉は補強の

上再使用せんとする残存架構部材の強度如何の黙に存する。これについては兵庫燃首局に

於ても詳細綿密なる調奈検按が行はれ?こが 、混競土の強度 に闘しでは現場に於げるフヱノ

ールフグラインのアルコール溶液による反感試験の結果、火熱を直接に被つに部分は多〈

再使用に培えぎることが判明し、鍛材の強度に闘しては紳戸高等工業率校材料試験所に依

頼して際力試験を行つに。 その結果の一部は衣の如〈で ある 。

符・ 蹴
No.  1  No . 2  NO. 3  

試験片の大サ φ mm 16. 0 18. 25 16. 20 

弾性限度 Kgj cm' 3035 3140 3031) 

抗 張 力 K gj c m' 4350 4560 4350 

標 軸 間 mm 200 200 200 

仲 張 互宗男4 28. 0 24. 0 ｾ＠ 8.0 

( N 0 1 は舞菱脇柱筋 . No.  2 及 N O. 3 は 臨)

ー地ア室の荘筋で何れ も 被 覆 の 残 存 せ し も の
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銭骨材 に於て最も問題となるべきは 2 階 3 階客席の床 トラスである 。

2 階は奥行 45 尺 、幅平均 108 尺であって前端より奥行の告の個所に 支柱が建っ てをる

3 階は奥行 37 尺幅平均 109 尺で支桂な〈全部措出しとなってをる。 何れも上端段床は混

磁土、下端天井はメタルラス張りモルタル塗りプラスター 仕上の ものであった。 2 階の分

は上端下端共火災を被ること 比較的僅少で . 構造上充分の耐力を有すること は明瞭であっ

?こが 、 3 階の分 は新築後間もな〈段剖が鑓更せられ? こ〉めに 、かなり多量の木材が使用さ

れて居? こ の と、観覧席の火勢力: 多〈こ〉に向って吹きつけた〉め に最も被害が大きかっ fこ

従ってこ の骨・材が再使用に堪ふるや否やはl宣ちに今 回の復興工事が期限内に完成し得るや

否やの重要なる鍵であつに。火災営日及翌日 の調谷. によって九分通 りの確信はあっ7こが .

なほ一分の不安がめつに 、 試験 ｊ Ｇ ｉ ｾ ｾ 切り取って前問機Ａ響力試験を し に結果は幸 にし て こ の

不安を一掃 しに。

3. 

本工事に於て必要 とすべき作業を極めて大づかみ に列禦す れば次の如 t にな るo

A 舞 華 部

周壁、床、屋根及舞益機構全部の取蛍及新設

B 楽 屋 部

床仕上の新設、内部仕上及造作の改修、外壁の改装

C. 客 席 部

木造床の耐火構造改造、外壁頂部 の取段及新設、大屋根大天井の取皇室及新設、内部

仕上及遺作の新設、外壁窓の改修、外壁の改装

D. 設 備

防火及消火設備の整備 、電祭設備の根本的改修及新設、援冷房設備の改修及新設、

観覧席椅子の改修及新設、家具敷物の新設等

以上の如〈 甚? ご多岐にわ? こるも のであるが 、 これを逆に残存建物から見ると 、要するに

舞事と屋根のない骨骸のみが越されて 、その不要部分の除却と 不足部分の新設とを 必要 と

する のであるから . 同規模の建築 を新築する場合の大約 8 0 % の工事量である 。

而して残存骨骸も休憩室遊歩場廻り の如きに於てはそ の仕上改修そ甚Tご容易ならしめ 1:

が. 観覧席大屋根天井の 如き或はプロセ ニアムア ーチの如 き、叉は 2，3 階客席ト ラスのtm

きは工事促進の上からは却っ て撞 k の支障 となる場合が多 し この念工事にも拘 ら十機械

カの利用が比較的制限せらる〉結果となった所以である。

設計上に ついて一言すれば前症の如〈 本劇場は大正 13 年の凌工で あって、今日 から見

れば甚だ幼稚な賠があっ? こわりである。時代につれて屡 k 内部の改修が行は れたけ れども

毎年 12 月のみを休場す る習慣であっ?こがにめ に. 大規模の改修 は殆ど不可能の紙態にあ

f '  1  V l H  



No. 2  夜 間 臨 時 燈

つ? こから 、照明設備に於ても舞妥機織に 於ても叉舞韮効果の鮎から も此際ー奉に根本的改

イt去を加へ ようとするのである 。

急ｾｾ要すれば念を要する ＱＺＧ け高金 の聾策を 細 微 に渉って建て〉 進 むべきである が 、こ の

場合、正直に言って その徐裕が殆どないのである。極めて大局的な線本方針を各指賞者が

脳中に描レて、これを臨機修. 蟹に組立てつ〉進行しにとしか 言へない。こ の原本計霊が最

後まで狂ひな〈暖朕せす・に進ん? ごことはこ の工事が最終 に 2 日間を舞益陪杏に残して完成

しにー原因である。

4. 

官鹿の調査或は保険闘係等か ら災後即時に取段もにか〉る わげにはいかなかった。然し

ながら各方面の非常な同情援助によって、保険闘係の如き が記銭的な敏速さを以て解決 し

?こご とはこの工事の第一歩に於て甚1': 幸とすることであっ? こ。 、

本工事は勿論聾夜不断に進めなげ れば ならな い。そのにめには完全なる照明を必要とす

るので 25 寓燭光の臨時燈が設備されて 、場内場外共作業に少しの不便や危険のないよう

になっ? こ 0

400 人を一組としてこれを 40 班に分ち各班にはIJ、頭をつりる。か〉る組を霊夜の 2 組

主して置の部は朝 T 時よりタ 6 時迄、夜の部はタ 7 時より朝 6 時迄、即 ち各部共 11 時間

作業である。原則としで蜜夜連続努働は禁 じに。これによって焼跡の取片附は 29 日に取

明 11 :12 



段は 2 月 15 日を以て大韓は完了しに。

本工事の異色の一つはその俄設足代に あるといってもよからうと思ふ。新築工事の場合

としても足代には飴程の考慮を要する舞益及観覧席の被害が最も甚しし特に観覧席には

大屋線が慶形のま〉原位置に残って居るから、これはどうしても取鍛にねばならなじふ而

も其の直下には再使用せんとする 2 階 3 階の客席 トラス があ る。屋根取鍛の際このトラス

に簡助をかlへることは絶封禁物である 。叉舞華脇の鍛筋混読土床版約 87 面坪は補強すーれ

ば何とかなる程度の被害ではあっ? こがこれを惜むことは高さ約 80 尺の舞肇周壁の取鍛作

業を甚ピ妨げる結果となるので( 周囲の空地が狭いから取段殻は全部場内に落さねばなら

なしつこの床版は捨てる こと〉しに。か〉る事情の下に於て場内場外共丸太足代一式を用

ひ、これに要し? こる 3 間乃至 7 聞の丸太材は総数 23，0 ' .1 本 に達しに。

取皇生用. 鎖骨工事用、鍛筋混凝土用. 天井及葡萄棚工事用、仕上工事用と逐次必要に感

じて組み替へて ゆ 〈時聞はとても無いから順次頂部を切り下げて ゆか ねばならなかった。

取段が一段落になると足代の上に約 500 坪の足代板を敷きつめ全面に捗って金網張りと

する。 屋根 トラス組立のために 20特 レールを縦績に敷設した。舞菱屋根トラスは一組 30

殖を超えるので以上の足代Tごりではなほ不安を感するから 、別 に トラス受用として米松の

12
'/

角材を以 て 18 組 の捨陣を設備した。

かくして鎖骨の初入場が 2 月 17 日で銃鋲完了が 3 月 5 日午前 5 時である。乙の内

舞事部の分は葡萄棚、吊物、電気設備等の工事に多〈の日教を要するので特に念速に進行

No. :3 舞翠鎖骨粗 ＾＾Ｎｊ 日足代 ｬｩ＼Ｎｾｾ 墓トラス，叉拾阿 Ｑ

何"，，，'



してその銃鋲完了は 2

月 27 日で あっ? こ。工

作圃着手から鎖骨工事

完了迄に要し?こる 日数

は 28 目、そ の敢量は

約 400 砲である。

屋線 トラ スの銃鋲を

遁っかけてア イプ レー

トを葺き込み、屋上屋

内の作業主? 同時に進行

せしめ ること〉しに。

混凝土工事の内の大

仕事は舞蓋の周壁であ

No. 4 鉾墓足代」士官日萄御l作業

る。高さ約8) 尺、椴枠面坪約2，100坪に及び多kに両側壁は二重壁である 3 下方約まの鎮筋

組立及恒枠が慎むとそれからは混磁土打込、識筋組立、f民枠の三つが卒行して上昇し、打

終りまで 10 日聞を要し? こ o 極寒の時期ではあれ急: 工事でもあるので混混土の品質及作

業に就いては細心の注意を梯はねばならなし、。夜間及厳寒時の作業には耐寒ロ ーグ スの 5

% を使用し? こ。牒技師立舎の上、標準試験法によるテストの結果は次の如〈で ある 。

No. 5 校郊足代( 舞裏側〉

Vt ll .  14 

符 蹴 No. 1 No. 2 
N o. 3  

荷重f随)
41. 5  36.5  25.4  

熔1M力 Kg / c m' 235 
203 14. 4  

調
ゐt l、 1: 3: 3 1: 3: 3  1:  2.5: 4  

セメント

大阪窯業
同左 同左

..-，: ロ

砂 武 庫 川 同左 同左

砂 利 武 庫 川 同左 同左

材齢( 日 )
7  7  7  

以上の 内主間機迭に使用せるも のは勿

論 No. 1 及 No. 2 である 。

主担架構完了後に於ける工事について

は特に記述を要するものはなし、 o 1: -.;そ

れが異常なる敏速さを以て進ん? ごこと.

例 八 ぱ 300 坪に近い観覧席大天井の鍛.M，

下地取付から野縁、テ ックス 、ヘ シアン

に至る 迄が 4 日問、同所の足代取携が



13 時間、 2，3 階観覧席合計約 250 坪の床仕上が 2 日問、外部 500 坪の壁塗付及 1，100

坪の防水色セメン ト吹付が 10 日問 、外部足代取事絡が 2 日聞といふが如 き類である 3

この間諸設備工事も本工事と平行して着 k 進行しつ〉あっ 1: こと役j論である 。か くして

3 月 30 日午後には早〈も 復興々行の焼事;稽古が始つにのである。

5. 

以 上は本工事 の 極めて ＭＯｊ Ｎ 部分に就いて述べ ＱＺ に過ぎなし、。然し世聞が騒い ＱｾＮ 急Ｚ工事で

はあっ? こが特に従来と甚し〈異つに施工法を? とつ? こわりではなし?こY 極度に切りつめら

れに工期と現場の妖況 とlこ感 じて吾 k の最善を重し?こといふ に止まら う。従ってこれに闘

係ある 人 k の、 それは施主

と言は争 、下請 と言はす・材

料納入者と言は十或は鯨営

局の 、所轄警察署の. 更に

は地元の理fJiI，な 〈しては到

底望み得なかったとこ ろで

あって . この艶吾 k は感謝

もし敬意念表するところで

ある 。

即ち本工事の完成を援り

1: ものは 、施工上に於ける

新工夫新工法ではなくして

一一新築工 事に比して、 よ

り原始的な道を進まねばな

らな い場合すらあっ仁一一ー

金 し こ の難工事、是が非

でも完了せねばなら ないと

いふ赤園祭のカである。然

し乍らこの雰囲策は漫然と

臨し出される ものではな く

綿、ての事情がこ の 最 良 の No.  6  舞蓬天井 3 月 25 日

Conditi on  をつ〈るに長も都合よ〈出来てゐねばならなし、。か〈ありさへすれば人々の熱

意は火華を散らして活躍綾地の動きを見せよう。一度燃え出しに人のカは駕〈べき正確さ

16 'VI I I  



N o・7 舞窪稽古 3 月31 日プ ロセ z ア スム上部ノ 光築は令橋 、其の上の5つの闘形 l士

ラ ウ Y ピーカー

と敏速さとを 以て突き進なも のであ る。そこには神秘的な影をさへ見得るで あらう 。本工

事中建築闘係の従業延人員約 44，000 人中、 負傷報告を瞥察に脳 出でにるもの J 6 件 . 内

入院を必要としt: るもの 5 名、傷害を痕せし ものは皆無であつに。 一時死傷i償問などと 、

デマを? 菰午ti するも のが 有つ? こが質↑ lii は以上の如〈である。これはーに従業者の張りきっ? こ

精紳力が然らしめにも のである と雌信する。

VI J I  .J 6  



新 建 築 板
ｾ‘＠

種

石 川 純 一 郎

近頃建築用板j伏材料の進出 は著しいも のがある。

従来非板紙 材 料として世 に 出 てゐ ＿ こもの も、板紙化される傾向 が 見 ら れる や う ＱｾＧ 0  

これ には色 k な原因が存在す ると 思はれるが J 乾式構造J 及びその思想、の接頭な ども、

その極め て大きな原因のーっ となってゐ るやう に。

石材な ども. 従; K一つの塊的材料 として J 積む J とい ふ観念の下に取扱はれ て来 fこので

あるが 、最近では 、大理石などは勿論 花樹石共他の石材一般に亘っ て. O:1): ぃ 『板的J な

市場型を持つやうになっ て来 て 「積むJ といふ考へから 『貼 る』とい ふ考 へに迄費化を来

きしめつ〉ある口

尤もこ の考へは『ゼセッ シヨン時代J に於ても既に あら われてゐることはゐて、オツト

ー・ワグナ{ の作品などにも その例が少な くない のにが . そ の使用及び生産の意義に於て

今 日の それとは甚しく異るも のが ある。

今 日建築材料市場に於て. 吾 k の 目に慣れる板紙材料は、その種類と撒とに於て決して

少な〈な し、。 そして叉そ の磁類と散とは今後益 k 増加してゆ〈やうに思はれる。

金属板 、木材 仮. 殊にペ ニヤ板、 各種ガラス板 、石綿 スレート板、石材板、コンクリー

ト板、人i童石桜、セロテックス. フ ジテックス等の繊維性板等各方面に亘って . 日に日に

新らしい材質 し 新 らしい加工の ものがあらわれて、吾 k をしてその送迎に暇なからしめ

んとする。

か〉る趨勢を誘致するものは. 勿論建築材料界の一つの進歩、一つの風潮であらうが 、

一面建築材料業者の思惑的な臨も見られないではない。けれども結局建築界 lこか、る要求

一 材料業者に摸索 される 漠然?こる 欲望一 ーが在っ てこ そ とも考へられる のであ る。

今こ〉に慣れて見ゃうとする rチツソライト J e稽するも の も、こ の趨勢の波に乗って

あら われんとする板紙材料の 一種なの である。

『チツソライト』と云ふのは、日本窒素肥料株式含祉の褒賞品であり、朝鮮石茨工業株

式合祉即 ち奮朝鮮窒素肥料株式含枇永安工場の製品であることから来る商品名で. 材質か

ら見ればベークライト 板の一種なの である 。

ベークライト 板は師に三共共他の製品があ れ 電 気 闘 係の分野に於て充分な需要を有し

てゐる のではあるが、まに建築闘係の分野に迄進出するに王つてはゐなかっ1: 。

尤もその蟹則 的 な ( 少々云ひ過ぎかも知れないカり用途として. 私も二三佃所の食堂用

17 v 川



テープル甲板に貼用し 1: 経験もあり、叉某 k 所の羽目に試用しにこともある 。

しかし一般に ぺ戸ク ライト板の建築物八の採用は、極〈塞，. 1d こるもの . 寧ろ殆んど使用

されなかっTこと云つでもい〉と思ふ。

これには色々の理由もあらう。

形} 伏及び大きさ の黒占、色彩及びテックスチユア ーの果占、債格の果占等 k に、建築物への使

用を困難ならしめるも のがあ つにと見られる。

しからば『チツソライト』に於ては、これらの困難を全然除去し? こといふと、そう云ひ

切ることはま? ごま 1: 出来な い。

しかし少な〈とも 、建築板として の目 的を持って製造し販賢せんとす る黙に於て 、在来

のペ ーク ラ イト 板が殆んど金〈建築材料 へ のｾ用を考慮しなかっ＿こかに見え る の と甚しく

その出事妥結を異にするものである。

勿論『チツソライ トJ 板 と雄 ト その材料の属性から見て、電領絶縁材料其他として電

気開係方面への使用を拒む理由は少しもない。否寧ろ電策的 には、在来の ぺーク ライ トよ

りより以上 tこ絶縁度は高 い。例へば三共製 K K 板 12m m の もの の耐電度は J 50，000 ボ

ルトな の に、 『 チツソライト 』 板 ｅ 披品 ｾ ｲｮｭ のもので 50，000 ボルトを有する 位であ る

から。叉化身障工業用具及び機械用品 の方面 に於ても同様であるコ

チ ヴ ソ 弓 イ ト 板 性 能 試 験 表

7 チ て¥
B  盟主 nロu  C  量主 ロロU  D  重量

1E1U 3  E  昔E nロu  

比 m 1. 25- 1. 29  1. 35- 1. 38 1. 36- 1. 33  1. 36-1 .38  

吸7hg il Gr. / / 100 
3. 0以下 0.3以下 0. :5 以 下 0.15以下

!f;: :r.!: %  
2. 5%以下 2. 5%以下 発0. 3 % 以下 持0. 2% 以 F

破 雪量 電 膝

l mf mに)V到01 し
l m/m に 封 し

0.5αmI/3mV に到 し
0.5 m/m Iこ封 し

25，∞:lVolt 以上 30，α Xl V olt 以 ヒ 25，OOOVolt 以 上 25，α Xl V o]t 以上

耐酸性H ぷO. ボ ー メ 33
0

良 良 良 良

時I 軍軍 7.1< 性
良 良 良 良

時I 鎖 泊 性
良 良 良 良

m 動 植 物 j J b 性 良 良 良 五k

耐 ア ル カ リ 液 性〉
不 佼 不 侵 不 侵 不 侵

( 5 % H a 0 H  7l< 線
6  

4文 縮 率 1αJ O 

周 簡 強 度
600kg /c m包以上 1，2∞!<g/cn円以 t 1，:∞kg/CJll' 以 七 1，200kg c m' 以 上

目前熟度 150
0
C ( 常時〉 不豊百イヒ 不型軽化 不 使 化 不豊島 イヒ

硬 度
45!a( プリ y ネル 〉

衝 古里 力
15kgf c m'  

持 印 は l mf m のもの にて は 試 験出来ず 0.5mf m にて試 験 す 。

c註 1 以 上 の 鍛字は 現在迄 に 試験 して判 明 したる分を記載 した るものな り。

しか し少な くとも J チツ ソ ラ イ リ 板をして、充分な叉必要な 、建築板の要素i i " 具備せ

しめんとする製造者、 販質者の野カを見れば、『チツソライト J 板 を純粋なる建築材料 とし

て取扱ふの も遁蛍のやう iこ思はれる 。
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この黙これ迄のペークライトの建築材料界に於げる第二義的な、外道的な立場とは明瞭

に区別さるべき? ごと思ふ。

『チツソライト板J は、 まTご明瞭に市販品として費出されてはゐなし、。その説明 リーフ

レツトがやうや〈準備されに桂度である ふ大阪の倉庫にもそんなに多種多量のス トツク が

来てゐるわりでもない。

しかし朝鮮の永安工場に於ては . 既に試作時代を過ぎて賞品としての自信ある製品が生

産されつ〉あるそうピ。各 種 材 料 と の 比 較

その大 きも現在 4. 5 尺 x 2.25 尺 . で建

築板 としては梢小さきに失するが 、これは

『チツソライト建築板J そ製出する目的で作
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A.  

( 市販板〉

られにプレスでなし従来他の目的に用ひ

られてゐ? こプレスを 一時流用しに結果で、
( 重量%)l汲 水 準B  

この黙は吾 k の意見を容れて近き将来に 2

のプレスを設備 して. 建築僚としm x  1 m 

チ ツ ソ ラ イ ト板 ( E 盟主品〉

大 規 石 ( 美濃歳 、黒 〉

花 尚 岩 Ｈ 山口ｾ Ｉ
ス レ ー ト ( 宮減産〉

て先つ' 基準的なサイズのものが製出される

筈である つ

このサイズならば普通のフラッシユドア

( kg/c m
2  

)  

チ ツ ソ ラ イ ト 板( B - D貌品 〉

絡

大 理 石

ス レ ー ト

1，2∞kgf cm' 以上

8∞kgf cm' 以上

36k¥l' / cm'  

531kgfc m'  

屈曲強度C  

ーなども 2 枚 3 枚に刺< - 必要もなく、 6 人

位で使用する普通の食卓なども、その甲板

を! 枚で覆ふことが出来ゃう。其他建築の羽目に用ふるにしても、相営大型のものとして

使用することが出来ゃう。叉その物理的化撃的性質から乾式構造の 、叉一般の外装用とし

て使用することも出来て、その手頃なサイズになるものと考へられる。

に及ぶ J 1 種の規格を持ってゐるし. その色相も淡黄色

その硬度もそれに感じて数種のも

その厚さも をm mから 2 0 mm

より禁補色に至る Ｕ 種 Ｈ ａｾｅＩ の規格を持ってゐて 、

の が生するわりで、そ の 適材 の ＱＳｾ 蝉は相嘗自由なやうに思はれる。
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[1主J A撹品は淡糞色にして B. C…・・・漸次に栂色の度合自民〈なり Z眠術色に至る 。

例へば淡宮町色 t mj m も の は 符. A- l、3 m/m ものは A- 4 を以て表はず。



この色相濃淡のでは 、染料の配合によるものでなし全〈原料諸薬品の配合のみによる

自然の結果なので 、拠色の酷に於て全〈安全なものと見られる。

しかし この淡黄色 よ り黒褐色に至る色相は 『チツソライト J 本来のものではあるが、こ

れにi直営な特殊染料を配合することによって相嘗範囲に希笠の色相を得る ことが出来る 筈

である。

まに『チツソライト』表面には、特殊な文犠がめらはされてゐるが、これも故意に附し

? こ文様でなく 、使用原料? こる植物性繊維が化接的餐化によって自然に浮出し? こもので一寸

面白いものに思はれる。この文様も将来多種多様のものを製出すぺ〈今準備中? ごといふこ

と?ご。

殊に償絡の慰に於ては従来のペ ークライト板に比し甚し〈低下せしめられ. 建築阪とし

て普通に使用し得られ る程度に迄達して来Tこ様に思はれる 。

チ 、 ソ ソ ラ イ ト 板 1 枚 嘗 り 慣 格 表

ミヌJill
B 脅主 品 C 銑 JZz D 貌 品 E 披 品

i  a M 

1. 60闘 2.50闘 2.60闘 3.∞国!

2.∞ 3.∞ 3. 50 4.∞ 

2  3.00 4. ∞ 4. 50 5.∞ 

3  4.0)  4. 50  5.50  6.50  

4  6. 0コ 8. 50 10. 0)  12. o:J  

6  7. 60  10.50  ＱＲＮ ｾ Ｐ＠ 15.00  

8  9.50  12.50 14. 00  17.50  

10 11. 5)  15. 50 16.00  22. 0)  

12 13.0)  18. ∞ 20. 50  25.00  

1も.0ぬ 22. ()(コ 26.∞ 3 ト50

20 20.00 27. 0)  31 ∞ 36.50  

この僚体低下の理 111 も色 々あらうがその最大なるも のは. 原料品力 の安債に得 られる黙

によってゐるつ即ち同工場は大規模なる石茨低温乾滑をそ の事業の根幹としてゐる闘係上

その副産物と して多量の人造レヂン及びホ ) L マリンの産/ : I i を 見、これを利用すれば極めて

安債に「チツソライト板j ::e製造すること が出来る。カ. < フォルマリン 、酸性油共他の化

製繋品等その原料の 自給ばかりでな〈 、 その使用する 電力さへ自給されてゐも のであ るカ'

L 在来のペ ー クライト板工業が他より高債な原料と動力とを購入して製造に首る の とは

雲泥の差を生す・るわげで ある。

斯様に今日迄ベー クライト板をして建築板の分野に入ることを困難ならしめてゐ? こ色々

な黙が 、こ の 『チツソライト板』に於ては. かなりに除去され来つに様に見える。
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であるから建築、舶舶 . . 欄等の内外援に、叉ドア ー、 カウンタ ー、洗面所、菱所、家

具什器の妻板等にそ の用途を見出すことも出来ゃう し、更に天井板、腰羽 田、巾木等より

進んで床接としての研究試験も進められつ〉あるそうである。

この施王に劃しては木工用具を用ひて穿孔、飽信1]. 鋸引等が可能であり 、厚さ薄きも の

即ち を ｭｭｾｬｭｭ 位迄 の も のは欽 によって、より便 宜 に 被断する こと が 出来る。

これを壁叉は ベニ ヤ基板に貼用せんとする場合には、動物性及び楠物性蛋白糊で完全に

接着することが出来る 2

私は今現にこ の方法で某邸の居間食堂の壁面及び雨戸全部に『チツソ ライト板Jl {t ' 試用

しヴ〉ある。

しかしそ の結果の報告及び貧欣潟其は工事工程の都合でまにこ の小文の中に加lへること

が出来粂ねるのを遺憾に思ってゐるコ

兎に角吾 k は、使用目的に於て、仕上効果に於て、夫 k 特殊性を持つ? こ幾多の建築板の

あらわれることを待も、叉便宜としてゐる。といふのは 、その一つの理由として近来建築

工事期間の極度な短縮が笠まれ叉行はれんとして 、その矯めには . 色 k な考慮が費されて

ゐるが. 乾式勝進的な方法と思想とは、その一つの大きなも の? ごと思はれる。

これに感じて、工場に於て用意され仕上げられ? こ建築板は、現場に於げる 努作 と時間と

を著し〈縮少せしめる 。

こうし 、ふ意味か ら金属板は金属板として . 繊維板は識維板として. 将来益 k 需要の増加

を見るであらう。同様に『チツソライト板』も亦これのみが持つ特殊な b性質によって遁嘗

な方向に使用さる〉こ k 益々多きを加へて行〈こと〉思ふ。

『チツソライ ト』といふ様な特定の材料に就いて書くことは、いき〉か宜俸の嫌いがあ

るが従来ペ ークライ ト板に射しでかなりな闘心と興味とを持ってゐ? こ私としては. 分迄色

々な黙で一寸使用しに〈かつにベークライト板がかなり使用し易〈なつに、即ちベークラ

イトが電祭材料から 一歩躍進して建築材料化され来つにことー一- J チツソラ イト板』 の誕

生を喜びその強展と向上とを折ってこ の一文を草する次第である。
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木 材 造 作 工 事 の 擁 工 に 就 て

小 川 安 一 郎

此の建築は成功しにあ の建築は不成功1': つ? こと言ふ綾な事をよ〈耳にする事があります

が、之は各々該建築の設計の良否如何に因るは勿論としましでも、一方施工者に於て何の

科度迄忠賓に共の良 き設計を?賓行しにかと言ふ事が問題となる のではないのでせうか。然

して此の設計lこ忠賓なる施工を矯す震 には施工者の誠意技術の優秀施工順序の受賞等の事

が是非共必須f削牛となると思ひます。殊に主開工事より仕上工事に進むに及んで施工順序

に狂ひが来Tこと{ 限定すれば、賓に其の工事は惨めなも のであり九依の功一笹に脆〈の憾み

なきを得ないのであります。特に木材{ f . L ; J ，、て造作工事{ f 施す場合は其の性質上及仕事が完

成に近附い? こと 言ふ二つ の黙から 一段と細心の注意を要するのではないかと信じます。凡

そ規定せられたる仕事に )1国序は必要である以上に木材造作工事に於ては特に此の施工順序

を重視して絶えす・私共は最善の注意 と最大の野力を致し此の方法の研究をなしてゐる ので

あります。然し乍ら事賓行って見ます k種 k 複雑し? こ事情も生じ、叉主儒建築工事と の運

上議定が閲滑 に進ます途に時期を失して不止得不本意な工事を して引渡さ Y るを得ない 事

純情に立至るこ e { f 遺憾とすることが底 k あるのであります。こう言ふ場合の工事は往 k

の設計が如何に立派であり、工作材料が如何に良質のものであっても 、結局見る影もない

其死骸の如主観を呈する事が多 いと思ひます。此庭に於て色々施工順序の強化、施工上の

注意、工事の精道i は是非共必要で‘ ありまして. 私は以上の破壊を未然に防ぐ考から 14節か

らなる項目を共に列奉して御参考に供し些か完全を期し? こいと思ふ女第であります。

第 1 笥 圃面の作成及模型

金主帽工事の工程及設計闘に操り所要遺作工事の聞係園面調製を要す。

詳細圃 設計闘並 に仕稼書に依る施工詳細闘を調成し必らす・詳細なる 寸法を記入し取付

金物. 太柄等の位置及個数を表示すること。

現寸圃 詳細闘に依り 各部分の現寸固の作成を急: ヤこと。之は製材、天然乾燥、人工乾

燥に充分の時日を輿へん震なり。

模型 現寸聞に基き繰型見本を作成し承認を受〈ること 。園面上に表はれ難き 仕口 は現

寸見本を作り承認を受〈る こと 。石膏模型は現寸聞に基き油土を以て作製承認を受げにる

上石膏型に取り彫刻屋に廻附すること。
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第 2 節 材料の註究明細書の作成

工事の緩急: に依り材料の時償資動を参酌すべき色償栴の交渉期間と加工取付の期聞を充

分に見込み置〈必要あり速かに註文治作材の明細書を作成すべし。特に特殊材料にありで

は債格、数量 、品質、内地品 . 海外品等仕様書と照合し細心の注意を以て 明細書を作成す

べ〈市場に無き材料叉 は所要の大きさが普通寸法に非すもして取ること能はざるもるに到し

ては代用品 の濯定をなし或は矧合はせ使用承認を得るに努むべきこと。

1、註文明細書は月1披明細. 乙蹴明細に直分し次の各項に注意し作成するものとす コ

イ、甲披明細

長主イノ「箇所の名手町、使 用 材 務、形態( 高、巾 、深 〉 数 量 、詳細! 司に基 き符貌叉 は番 械 を附 し一見直

に使用筒品rr 及材科 を明瞭なら しむる こと。

( 例〉 山印、玄闘入口枠 ランマ 付 額縁 雨而 附、槍 高 8 尺 5 寸 巾 4 尺 5 す l ケ所

口、乙械明細

各 部分 筒 所 に 於け る各材片の材縁、品位等級 、長 、巾、 厚 、 員数 を明記 し木王監 を考へ見え掛り の

郊 を特に明示すること。

( 例 〕 入 口 緊 枠 槍 無 地 〈 又 は Iソj、節) 8 尺 5 寸 5 寸。 l 寸 5分 見付事E (1' t は二方柾 傍〉

何 本。 包、此場合に は仕上. り l E寸在示す を以て原貝IJ とす O

( 注意〉

1、右 明 細寸 法 は仕上り正寸なる を以て木取 の 場 合は材 ?ll 士乾燥乃程度に依り必要 の分場をなす べ

L  0  l! n若 し乾 燥 材 を使用する場合は扇面自IJ りの機峨加工に釣 して 2 分 櫓。片面削 りは l 分 榊 とす

べ 〈手節j りの揚合は挽ム ラな き放雨而制 りに1 ;J して l 分 、片而 削 9 は 5 厘滑にて可なり 。叉木目

7定者材料に封 しては特 に多〈の 歩年? を嬰 す。

2、 rt 木、 長押類の註文に際 しては合計延長何百何十問 ( 2 聞ものにて〉と記入せず して何尺何寸

もの幾本と して各家別に長、敷 金 を正研工に取調べ註文すべきものとす。

翠に 延 長 の み示 して註文する は註文者に も受註者に も好 祝 合なれ共現場取付 の 場合 一方 よ り 順 次

に取付くる矯 2 尺 、3 尺の端 切れ を生じ自然不足に釘する注註文 をなすか又 は官民め儀分の 註 文 を

な し置 か ざる を符 ぎる に至 り珠 算 外支 出 とな るが放に 前 述 の如 〈詳細に数量 を示す 必 要あり 。

第 3 節 見本品の考査並に使用材料の決定

見本品は次之項目に付考奈し使用材料の決定をなすを要す 。

用途 仕様索及設計固に指定され1= る材料見本が不安性のものなりや否や新奇の材料に

到して は殊更 に細心の考慮を排J ひ工事に遁営せるや否やを考脊し不遁営と認めTこる場合は

他の適合せる見本を提出して茶定を受くべきこと。

慣格及指定見本の有無 指定材料の見本に付共市場在僚の有無、時僚等を調査し珠算の

範聞に て購入し得るや を研究すべし。イ、見本の材料無き場合は代用品として使用し得る

良材の見本を提/f-l， し諒解、決定を受〈る こと。口、前項の代用品が指定品と償格 に相違あ

る時は請負金の増減を計算し共者1¥度直に施主叉は設計者へ申出する事を怠らさ' る事。

材料調蓮及加工の難易 指定せられ7こる材料にして往々その長 、巾、 厚が指定の如〈得

難きも のあれ斯るものに謝しては短尺ものに て巾. 厚さ適宜灼l合はせの園面を作成し施
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主側叉は設計者の承認を受 〈ること。

加工期間 指示され? こる期限にて工事は完結せしが震に特に下詑の事項に留意し鹿現遅

延せき' らん事。 イ、王見寸臨受領の 日時。 ロ. 主主材後の乾燥期間。ハ. 下手存及現場取付期間

三、主悼工事が工程. の期間に完成する や否や。

第 4 節 材料供給者の資格反工場調査

材料の註文をなすに l緊し其似給者? こる工場叉は商庖が果して期限内に完納し得る費格あ

りや 、設備、資力 、信用等に付調査をなす こと。イ、 工場設備。供給者の工場の設備、機

械の種類 、蓋数、能率、運搬能力 、貯蔵材料の種類及数量等を調保すること。 口、 信用を

重んするや否や 、叉資力 の特に乏しきものとの取引には危険の伴ひ勝 なる こと 留意の こと

乾燥材に就ての謂査 イ、 使用さるべき場所、用途により乾燥材と宇乾燥材 とに直別する

こと。口、完成期限永〈して E 天然乾燥材にで き主支無き分は可成速かに納入せしめ片下り

に筏積みをなし乾燥 すること。 ，、、 天然乾燥を充分になす期間無きものに射しては 人工乾

燥をなさしむる ζ と。

第 5 節 遺作材の註文及加工取付の取極め

遺作材 の註文並に刻1工取付に劃しては芸大之諸黙に付注意すべきものとす。 イ、註文 材

料の註文には明細書 ( 必要あるも のは 園面務付) 中に見付、見込 、柾目 、板目を明確に記

入 し前項の資格佐具備する供給者と契約を締結すること D 契約を締結しにる時は速かに共

用途に 充つべ き原材が遁営のものな りや否やを調夜し適合材は直に製材せしめ、製品は更

に使用箇所に基き険奈をなし巳乾材は倉庫へ、未乾燥は前記の如〈 桟積叉は立乾しする こ

と。口、賓施 加工及取 げの質施の岡面、明細、現寸圃及仕様書ーによ り見積 を徴し賞施致

算額以内に於て取極め直に盛出しをなさしめ木煉瓦楠込等の位置を示すこと。工作取付者

の選定に嘗 b ては工事の種類と施工期聞を考慮- し後日の憂なき適任者を選定して契約する

こと。ハ. 下詰施工者賞施に首りでは仕様書 及び画面に基 き現場賓測をなすと共に所要

の伏せ闘. 主主付り施工闘を作成し工程 に準捺して遅滞な 〈誠貰に施工せしむるものとす。

第 6 節 材 料 の 検 査

材料の品質、 使用場所及目的物に依り下記の各項に準じ険査を行ふべきものとす。 イ、

検査材料の検査は註文の縄;格により厳重に検査を行ふ t 共に使用箇所に依って品位 、材

質、乾燥度を参酌して検査念行ふべきものとす。例へば見え隠れ、 入隅 、出隅、見付、裏

面、雨端等を考慮し木理、材質、節. 証E等に封して使用上支障なき限り受入るものとす 。

( 材料に閲する斯る親切は結局購入値段を安から しむる結果となるべし〉。 ロ. 材料の乾燥

度 前述せる如〈材料の乾燥は最も肝要なる に付巳乾、未乾材はその用途を充分 lこ考慮し
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て検査を行ふものと す。ハ、 突然乾燥材。 天然乾燥材は厚さ乾燥期間により含水互容を異に

し硬木に ありでは厚 1 吋のもの 1 ヶ年 を乾燥するに fn-rヨ2 %以上の含水量あ 1) て使用後相営

の牧縮反強を売れす¥下記は我夢1¥に於て遁蛍と認むる乾燥度なり o ( 是底に乾燥度或は含水

率 と云ふは某材某時に於げる合7 } ( 重量が之を? 紐劃乾燥せる場合の重量: に針する 比率な り)

人 一般逝作材( 窓入口枠 . rll 木、 長押等) 10- 13 % 

B. 特殊法作材 ( 窓入口額縁 、IJ 妥羽目 、天井材等) 7ー 10. %

C ，暖房設備ある室内 7 - 1 0 % 

D 、暖房設備なき室内

E . 室外

12- 14% 

J  6一% 内外

( 注意〉 政! 伐材 ll fJ輸、野草地、株今は 3 ヶ&f 以上 の天然乾燥による も漸 < 16%程度 η 乾燥皮 を作る も

のなれば特殊の川材 It 必ず人工乾燥に待つべき もの とす。

人工乾燥の特長 人工乾燥は天然乾燥に 比 し時 に材の回知性を減十る こと あるも 化殺し材

として何等の支障な 〈反て材 のl汲1M，性を減じ遺作材として最も忌避すべき j支張 ‘ 否 i出、仲

縮、組裂等を起すこと 少 ¥ｊＳ 仕上国 の美を 増し詮装を容易 ならしめ 重 量響 、 腐蝕等の恐 Ｑ Ａ｛ｾ ｾ＠

特長を具ふコ

第 7 節 材料の取扱、運搬並に格納

遺作材料の取扱、運搬並に路納に就ては下記各項に準桜すべきも の とす。

材料の取扱及運搬 イ、 稜角及木 口;等に養生木を取付け又は紙日市、菰包等を施し積込積

却しは係員立舎の下に行ふ こと。 ロ. 工事場内に於ける運搬に誤傷せざる様出来得る限り

運搬通路 に支障なからしむる こと。ハ. 高居建築に於ては可成 エレベ ーグ ーによるを使と

するも 、共設備無き 場合にあり では可成専用階段を準備し置き運搬を{ 更ならしむること。

徐 査i資材料の格納 イ、 検査吉野の材料は完全なる屋棋と園ひを有する場所に搬入し直接

土間上等 に置かす，倫木等を用立し米乾燥材にあり では輸掛、立乾し叉は )1下りに 桟践 し乾

燥 を容易なら しむ る幕 、特に板類は通風良き所に楼債 をなし乾燥を 早から しなること。 ロ

カH工債の材料は出来得る限り積置くを避り主開工事の進捗に仲ひ現場取付 を進行せしな

ること。 ハ . 凡て可成各材取小j の最寄の場所に 持込み施工 )1国序及用途別に匡別し纏り良〈

整噸して積み置〈 こと。ニ、 用材の積置は屡々移陣せき' る際共場所の選定に7象め注意する

事。

第 8 節 遺作材取付計重及準備

遺作材ｾ取付〈るに際しては 工事現 場は取付人と良〈打合はせ計壷を樹て施工準備をな

すこと。

現場墨 出し イ、 各室に於ける 巾木共他九て の造作材取付に封し入口及窓の心墨 巾木、
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長押等の高 さ其他の墨出しをなきしめ木棟瓦楠込の位置を明示すること 口墨出し終了後壁

画縦横の通りを徐査 し窓入 口の出入及壁地の コンク リー ト祈り を速かになさしむる こと。

取付下地の準備 イ、 法作材取付に必要 なる 木煉瓦. 樽栓等は施工闘に基 き割付り速か

に取付けをなす こと 。口、 野枠及下地胴 像、明示したる 墨 出に基草野枠及胴隊等の下地材

を取付〈 ること。 ハ. 装飾工事取付 に劃する木菱、カ { テンポツクス及 カー テンロツド、

持主主 b 、電燈日器具取付に要する木主主は圃商指示の位置に準践し地れ無〈取設げ遺漏なか ら

しなる こと。 =、 外廻り雨養生 外部に商するサッシ ユ類 には裕子1京めを念地し内部造作

材 に雨露の侵入せ5 る様務め打合せ賞=施すること ( 総雨季 に在りではー居注意を要す) 。

室内足場に就て 4 、天井及壁其他に要す る足場架設に営りで は遺作材取付 に支障無き

様注意し可成問圏を蹟げて取設〈ること 。ロ. 足場丸太は成 るベ〈 壁面に接燭せぎる様切

放 し支粧を以て取設〈ること。 ハ . 足場はな るべ〈造作材の取付並に壁天井漆峰 、塗接の

諸工事に共用 し得る様考案設置すること = 但温材後付の場合は此限れヰ同コ。

第 9 節 造 作 材 取 付 作 業

上記準備終了後盤縄並に闘由1こ倣ひ概ね下記の順序により 下地木選等に 入念堅固に取付

〈べきも の とす。

天井取付 イ、 天一井野縁友釣木共他仕様書並に園面に基 き相営のキヤンパ ーを附す るこ

と ( 百分の一位 を通営とす) 。 ロ. 漆喰仕上げ取合の木面 には座決 りを行ひ糸引 をなし出

入無〈通りをよ〈釘叉は木ね じに て取付をな すこと。 ハ. 廻り縁、格縁等の壁面への取付

きは壁仕上商墨・縄に注意する こ と。 二、 場所に依 bて天井裏に は歩道を設け隣室境壁には

マンホ ールを耳元付 〈ることに注意すること。( 配管 . 配締. 修繕等に備ふ) 。ホ 、天井内の

遁風に は外気と連絡を? とる様適宜の箇所 に換気孔を取設 〈ること。

入口及窓枠類 4 、詳細遡及現寸聞に倣ひ現場壁厚寸法取調べ内法角度等を正継に 加l 工

し組立て中心墨に準様し正確に共位置に取付〈 るもの とす。口. 腰羽目 、高初目等を? 取付

〈ぺき 室に 於ける 入口 及窓枠等の良心、の距離位置等は特に明確に取付 げをなし初日 の収H

けに支障を来さざる様注意の こと。ハ 、外部窓スチ ールサッ シユ取付 に首りでは i半額 K( の

取付に最 も深き閥f系あるを以て 懐ろ 寸法高さ 出入等に特に注意を拶Ilひ歪品等無き傑 if! 従に

取付置かしむる こと。二. 入口 窓枠等の取付の良否は壁及床仕上に影響多きを 以 て特 に注

意 をなす こと。 ホ . rランマ」 を有する枠に於ては無目上下に於ける額縁と の墜廻りを一

定す る様注意加工する こと。 ( 現寸憧l調製者も留意を要す) 。へ. rランマ J 廻棒戸賞り等

の四分一木は紛失し易 きを以て 一定箇所に保管する こと。

t三クチヤーレ ー)J:，、チエヤーレー) J : ，. 巾木。イ、 長押 . 笠木類は壁面仕上の定混 ともな

るべき 重要なる 材料なるを以て壁 仕上以前に現寸固に倣ひ壁窪決 りをなし纏手法目 i立入れ

隅止め‘ 下地木蓋並に額縁等に正催に取付〈べきものと す但往型に於ける 巾イ号、笠 4号、 長
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押等め出隅は必す・l嬰付とする事。 口、 rt 木は板巾の庚狭に依て適宜に吸付徒主? 取付げ度決

りを施し隅留めに仕合せ隅に徐裕める場合は三角型補強材取付げ叉は目珪入れ床板へ小穴

入れ通りよ〈取付りをなすものとす。 ハ. 室内仕上工程の都合に依り前記の加工材取付に

先ち壁仕上げをなす場合は下地定規縁を取設り世〈ものとす。 此場合出入無〈取付をなさ

しめ長定木叉は糸引検脊をなすこと。

腰羽目及額縁廻り イ、 相級材は枠材に比しー居乾燥せる良材ーを選定すること。 口、 額

縁材は特に木迎! に波意し隅留の仕口には大留 、千切留 、本目遺留、雇目遺留等の種類ある

も額縁の種類主施工の程度により 何れかを選定し入念正確に狂を生ぜさ' る様 L壁&&次り の

上) 取付〈るも の とす。 ，、 . 室の種顕により カ{ テン類取付の矯持主主タ ツセル掛り等の位

置と「カ ーテン」の遮蔽等を考慮に入れ彫刻及繰型等を施工すること。 二、 羽目枠材は縦

横の木迎、色合等の配列に注宣する こと。 ホ . パネル艇は割付闘に依り夫 k 切亥IJ接合部は

目泣入れ裏面よりボールト 等にて '; 1付けの こと。 へ. 高羽目及低初回 とも 一枚慢を所要の

長引こ切断I し他と混同せ き' る様すること。叉注口、して木町を順序よ〈配列すベ〈 小穴入れ

部分は組立前に塗料を施すこと。 ト、 羽目は橡め用意しめる下地叉は木煉瓦栂伶等に( 金

物等を使用) ｾ聞に取 付 り羽目板の Ｑ Ｑｉ 腐 の も のは ｬ 汲付 桟を附するを 付とす。 チＮ 羽目及額

縁 、 ｉ ｴｬ 木等監鴨 に接紛の ａｲ 分 ｬ ま ｩ Ｃｯ寄託を防ぐｾめ防協ペイン ト Ｈ バック ベ イントＩを会 ｢ 置

けばー居可なり 。

床 張 床張の種類に1専張 . 二重| 事張 . 寄木張 7 ローリング ブロ ック 張 ib 1) ，共工法

衣の如し。 4 、博張には室の種類に依り 主 として槍 . 初 、橋 、松 . 米松 . 棲 チーク等を

使用す。何れも充分乾燥せる材料を以て切目 g¥; J 立に令決ト本質矧 ，1m賞等の方法による

目詮無き様下地根太に通りよ〈張り立て仕上飽自IJ りを施すものとす。 口、二重| 事張は 前同

様の乾燥材と工法を以て上張とし下張りには最も乾燥せる| 令、杉材等{ f 以て筋違張 b叉は

上張 ｢ に直角 の方 向に合決 ｢ 又は本 賓 ｪｾ｜ と なし張り立て目匙初 Ｑ｜ ひ充分に施すぺし 。 ハ、 寄

木張下張りは前間際( 特に日本形赤身を最良とす) の巾狭の ものを 張り立て目 i主主>>¥ひ定規

摺をなし上張阪の割付t1盤/J H : ，なし用材はl享薄不同然きものを以て園面に倣ひ板排をなし

火採り入金 、 優 良 の ｪ 躍を以て摺り合はせ ｽ ｾｾ使用締付 け隠 れ釘打強 ｢ 立て目遣梯充分になし然

る後仕上削りをなすも の とす。( 場合によりで はフロア ーサンダー掛けをなすことあり 〉。

寄木下地の下床板の 巾は 3一生 寸を限度とし成きものは二枚剖とすること。 -， フロ ーリ

ングプロック張 b は下地床に 白糸引通し指定の膝着を待って目泣挑ひサンダ ー掛げをなす

ものとす。但、ブロック板の甚商及傍 、木口共防水塗料を施すを可とす。 ホ、 コンクリー

ト構造の床埋込根太は蟻型とし l 尺 2 ，Ｓ 寸間内外に置き据え Ｓ 尺間内外に ｾｕ 込ボ ールト

を以 て締付け根太聞にシンダ { コングリート 叉は防音材を填充する こと あ b。此場合に於

ては特に根太聞の通風孔を設 〈ることに注意すること 。但、通風連絡口を? 巾木の一部或は

室外に設置するを要すロ
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階 段 イ、階段設計固により特に割付けE 雌に伏せ闘 を重き前同様乾燥の良材佐以 て

木造りをなし移桁と段板と の ｊ 妥製ｾ鳴 ｢ 止め等に注意し締 付 金 物叉 はポ ー ル ト の類を以 て入

念組合はせ取付〈 るものとす。 口、コ ンク リート構造の階段に段板を取付 〈る場合は主11込

下地材の取付 に注意 を挑ひ置くる? 要す。 ハ、 手摺は充分竪聞に仕口取付ー をなし手摺子は館

桁及手摺に納入れ込 ｩｾｾ 止め叉は隠れボ ー ル ト等 を 以て脆溶等 の 危険なき稼入念厳重に取 付

〈べきものとす。

第 10 節 ベ エ ヤ に 就 て

近時造作材ーを始め家具類に至る迄ベニヤ式工法の採用せらるること多きに至れり。左記

の特長めるに因る。

べ= ヤの特長 O イ 、比較的少量の優良材を以て多量の無垢材 lこ代用し得る使めること。

口. 比較拘少量の優良材を 以て 多量の等質材に代用し得る便ある事ロ ハ. 無垢材に 比 して

糾量にして而強張度に於て遜色なきこと。 =、 短小の木材片を: 広材として勝着構成し或は

部板を互に 直角に張合して芯材とし其上に上張材を表張りするも のなれば無均材に比し歪

曲、反張、やjI ，r. iii 等の憂極めて少きこと 。ホ. 無応材にては採り 得られぎる大寸法のもの又

はrll 庚. 三方紅、 四方{ 正等零易に得難きも のを? 合成法により製作し得ること。 へ. 替 l出せ

る11I 木. 長羽11頴 . 階段拶桁、枠 . 額f . %i等も木理 E し〈自由に施工し得ること。 ト 異れる

数屈 の 材・料を ｾ ｬＮ ジ、て模様拘に自由 ｅ 美麗に矧合はせ製作し得ること Ｓ チＮ 高級材 料に於ては

ベ ニヤ式工法によれば無続財の憤絡 と量を以て数多〈の立減なる材に加工 し得 . 但し手聞

を要す。但低廉なる材料( 米槍 、 ラワン . 橋 ‘ 臨地等) に於ては無廃材に比し幾分高{ 貨に

上るも前記の 如き特長 と利便ある矯一般に多〈用ひらる。

べ二ヤ ( 薄級の憲〉の種類及材料 イ、ロ{ タリー. カット部阪( ) 享 51夏、1 分 、1 分

5 厘 ) 丸太材の長さ 7 尺或は 9 尺以下の ものを適度に煮沸しロ ータリー ベ ニヤ機に掛り丸

ムキとし? こるものなり 。不自然なる木理なれども数十尺に絵る 巾腐の ものを作製し得るを

以て之を適宜切断して主として芯材. 下地張等に使用するも低廉なる仕事に針しでは之を?

表面張に使用す 。但ペイン ト、 ラッカー以外の色付け仕上には相首の苦心を要す。宇凶丸太

を年輸のカ { ブよりも大なるカ ーブにより丸ムキしにるものを 「セミロー グ リーカット 」

せる薄阪と併し梢 k 上級品に使用せらる。 口、 スライ スカット 部板( 厚32分の l 吋位 より

16分の l 吋位迄) 油立煮沸したる板材をス ライスサー機のナイ フによ b薄 〈そぎ取りたる

ものなり。柾目或は板目の* 理よき板子より調成し得るを 以て共製品は概ね高扱薄板 にし

て高級ぺニヤ品の上張に用ひらる。但 . 木材を摩力により「 カット」せるものなるを以て

木理をj虫損し無理を生じたる箇明ある矯j百情分に より腿協浮出する 等色付仕上げ張付ーには

注 患を要するも の とす。ハ. ぺ = ヤ鋸薄阪( 厚 51豆乃至 l 分 5 原位) 優良なる木理を有す

る板子ｾベニヤソ ー と橋する鋸機 ｾ以 て 製 出して得る 薄板に して 高級工事の造作 Ｎ家 具等
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に使用す。前記スラ イサ{ による薄板に比しl享みを有する矯加工上自由に扱ひ得るのみな

らす表面木理に無理を呈せき' るを以て仕上げ色付り等を懸念な〈充分に施し得ベ〈以上 3

種のベニヤ中最高級品なり。但本機によりて得る薄板は鋸ベ リ ( ロス ) 多 きを以て他の部

板に 比し高償なるを菟れす。

如何なる 材種にでも特に硬質ならざる 限 り製作し得るも主なる上張部
上張薄級の材種

板は日本材に於ては楢、闘士也、樺 、捜 、楓 、柿 、栃 . 榊 、杉 . 胡桃等にし て外園材に於て

はチ ー ク 、 サ ｻカ シア ンウオルナッ ト、 アメリカンプラックウオ ー ルナ ッ ト、 べ ｊＮｬ ｾ ノペ

メーフツレ 、イングダ リツシ
シトロニヤ 、マホガニ ー、アツシ ユ、

シカモア、セ. プラウッド 、

ラワン 、米 松、米檎 、米杉等なり。 何れも施工目 的と 註文者の要求
ユウー クグンギール 、

リボン 、スワ ール、玉杢

杢等美麗なる杢を得ペ しコ

べ= ヤ板芯材 イ、 j享67分迄の板の製作には前記 ロータ リー機により得? こる薄仮を 3 枚

により柾目、板目 に製し得ペ〈 叉材種によりカ ーリー、 サテン 、

と互に木理主? 直角にして縦横に( クロスパ ンドと梧す ) 張 b合はせ表面に優
5 枚 、7 枚 、

良薄板を? 上張す。斯る板に用ふる芯材は ラワン 、杭等専ら 安債なるものを用 ふ3 口、 l享板

及フ ラッシ ユ式の ものに於ては長 1 尺乃至 2 尺 、巾 8 分 、l享6 分乃至 l 寸内外の無節真 l直

なる乾燥せる IJ、木片 を芋織 とならさ' る様割り合はせ 、可成柾 、板目混同せぎる様)J参着 し表

面に優良部板を上積す。斯る l享物 に用ふる芯材は狂、牧縮等少主性質の材憧即 . 米摘 、ホ

ワイトパイ ン、柿等にして充分に人工乾燥せるものを 用ふ e ハ. 厚板ものにして用途に依

りl陣きことを 旨 とする :場合例へば仕切羽目仮 、フラッシユ式建具類等は前記の7t; 材と同様

の木片を用 ひ銃自立l彩込共他要所には特に受木を 11決込み何れも )J 嬰着剤を以て組合はせ上張を

なす。

腰着剤j
ィ、 一般接合酬を植物性と動物性 とに大別す るがベエヤ用 JJ参着剤としては多〈 ‘

1、カゼインと消石次或は苛i生曹達、苛

性加盟、表酸力11里等を適宜混合し? こるもの。

3. 樹脂 、ゼラチン、コーパルゴム 、仮 i袋、アスフアル ト、 iFf I等を適宜混合せるもの。 ロ

2 、従来の以の皮 、'1号、肉より製しTこる j躍。

動物性を使用す 、即次の如 υ接着剤jを翠ぐれば 、

勝着材ーには各 k 長短あり債格の畑違と構材・の 用途を闘がj して選定するを要す。 f令JK彪理可

能にして ｅ 耐水性にして勝着力 大なるものは カ ゼイン性Ｉｊｾにして今 日最も多〈用 ひらる 。

。配合省略 1 の隈着力を緩着力 1 I手方吋の断力に付試験せるに下之如
ハ 、カゼイン性!J参

対( 松

178  192 242 218 

288 264 278 286 

400 400 400  40J  

ＳｾＸ＠ 4CO 4CO 400 

318 398 354  4∞ 

本 試 験 機 は 400 封 皮 最 高 な り

米 松チ ー クチ ー ク
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ベニヤ式工法 ベユヤ 式造作材は園面及討文要項に 遊ひ下記に 沌意 し工作す べ きも のと

す。 イ. 前 記の芯村守以て共形態に肢じ製作し下張には主と して の「ロ ータリ ー」ベニ

ヤを掠り付げ充分 ｊ ｌｦｾ 搾乾 燥の上 ｮｔ ｾ 容に飽 ｪｾ Ｑｪりをなし 所要の材 ｈＨ の 表情 部阪を以て上 張をな

すの)1阪序とす o 口、 l同に羽目料に於ては表裏共同一」ー張材米I?:"' [ とするも高W{ とな るに付

裏 張には同質 の次毎材又はi l i : 似'[ ; ( の具W1材ーを f"¥. Ri す。 尤も 下級工事にめりでは表面[ 恨の倣

にて 主 ｊ 付 張 仕 上げすることあり。 ハ、 詩文に依ｾ XQl ;-'<表装具なる材磁を以て 'JHり分 〈るこ

とあり ( 例へばー簡はず ーク他市は，附 等 材の本質上{INiii の度を異 にす るをLジ、て特に芯材

上張材共に充分乾燥せる良材 を厳選 し; 巴; 材 JJ 妻/ti後は相営附 nuの経過を持ち而る後に最上の

注意 ーを拶 ＱＱ ひ 入念上張施 工 するも のとす 。但土 記の 如き見 直を以て施 工す るも ｦ 均 ｅ 絶 ｾｩ に狂

を保設し難さのみならす' 施工に相嘗期目l { ? : ，要するを以て急. 辿の討，文には可成之を避〈るを

良策とす 。

ベニヤ材の取扱 ベニ ヤ式工作法 による柿材は前述の虫fI < 極 めて精巧なる手法に依り製

作さる〉もの多し。随て共取級2双主辿

3を:--J例d引州11ふ3を? 要す Ｈｾ担釦知 ｈ肝 ｬ汗 ｲｪ 拐応材と［具 ｒ毘 ｌ りて Ｗ出 Ｚ ｪｊ泊 ｪ五 』板 石を＿張 ｨ 治 ηＷ 仁Ｚる も のな れ ば ｴ損員刷ｻ傷毎等の筒所ををｾ ｾ飽臼自削 リり子 直

し等至刻縦 ｨ なる鳥恥 ｪｒ ｩ に ｦ切 ｙｊ ｾ意立 するこ と 。

ベニヤ級註文に就ての注意 前記の 企JI < ベニヤ板 には優劣の差非常に多〈注文者に於て

も亦共代理監! 当者に於ても優良材を 者i 雫し f，r; るも 詰 負人としては質施Jgrr，t の胤係上充分の

代偵を拶11ふことを f与す。極 めて低債を 以てJ!la買 をなさん とする結果佐々劣等品うくは之に近

事下級 品 を使用せ しむる結果共竣成後米ピ 日ならさずるに見苦しき狂 . 故障を起す こと あ り

て波文者より改修を命ぜらる〉 こと あり 、之が舟反 て賀川 を要し且地主の信用を失ふに至

るは遺憾に堪えす。逃亡しきはベエヤと云へば優 劣の等級無きも の と考へjι る向あるもの

〉如l し 斯業に従事す る者も時賀に首るものも宜し 〈此黙の認識 とffi 立を要す。

第 11 節 建 具

室内の完美は共室の 出入口. 窓等に使用せ らる 〉建具の良否により左右せらる〉こと大

なれば其製作、 釣込には充分 の注意と努力 を張、 すべきも の とす 。

種 類 建具の種類は多種あるも唐戸 . 伐戸 、フラッシユドア ー、 障 子、戸 . フスマ等

に大別す。

材料の選び方 遺作材 料 に比し一居乾除度に注意し縦横 材の木迎 、色合を揃ふること等

に注意の こと。

現場枠内法賓測 建 具の製 作に先fごち現場枠内法を賞以IJ して正純に製作する こと、枠取

付未 了の分は充分現場係員と 打合は せの上製作す ること。

工 法 製作には必十現寸闘、仕綴音に恭き特殊の ものは模型により 材質 、木理. 色合

に注意し製作すべきも の とす" -1'、 枢 の見付 及見込の寸法により異れども見込 I 寸以上の

ものは 2 枚 柄 、rl l 粛の ものは 4 枚以上棋付ーとして柄糊差シ割模打ーとなすを常とす ο 口、 入

子 総付面等隅留め廻り には特に 注意を掛ひ切りj れせきa る様入念加工すること。高級品は 入

子縁は 3 A女柄に組むも普通大留なり . 此 場合可成雇質入れをなす こと。 ハ . 板の小穴入れ
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は成るペ 〈深入れ とする を可とし組立に先立ち 主主色に準じ色付 げを施し置 〈こ と。 = ‘ 補

予入建具に あ りで は最初充分 に硝子厚の時定 を受げ て/J、穴決り をな し置 〈もの とす。 出来

上り後厚硝子 に費更さ る〉時 は/J、武の耳元鎖げ至難 な るのみならす，共 11¥予K策頗 る見苦し〈 泣.Ii.

裕子に塑更 の場令は瀦の絞み大に泊ぎ 頗る不間裁なるを以て注意 のこ と。 ホ 、戸襖 の枢 は

岡商其:見付 け寸法を異にす るを? ? 者とす るを以 て引遣の場合 lこは共建具の幅寸法 lこ就て考慮

製作するを 要す。m;此場合に於て建具 2 枚の帽を揃へE 雨商共板の内法寸 'i1.， {e揃へんとす

る時は板 戸仕立ての侭I!の中央出合枢の建て合せに官余地 を生じ見苦しき震に之を揃八んとす

れば鎖紙の幅不揃 となるを 以 て結尻何れか一方を 犠牲 とせざ れば納まらぎる に付製作 に先

立ち留意取趨めを要す 。

釣込み イ、 釣込に着手前必要なるまt前 . 引手 、蛸呑 ， :1T.19止め . 上げ落 し金物等を取

揃八置 くこと 。 口、 釣込用 の蝶呑 は仕様昔、岡市 に示され?こる寸法及 品質に依るも のなれ

ども 共建具 の質重量 に似てりて 堅牢なるも のを遮定 し使用する こと。ハ、」二下け窓障干 の分

銅は 上部 ( 外側 ) の ものに劃 しては障子の重量 よりも 秤j . k重 〈下部 ( 内 側) の ものに到し

ては陣子の] 1量よりも ; m.k軒 きを良 しとす o - ，建具の聞き 勝手は闘示 叉は指闘に依るべ

きも のなる も釣込 みに際しては念 の矯め - Jf!E註文者又は監督者の意向を 敵めて行ふを可 と

すo 釣込 みも主に費更あ るときは定規総の阿巷l(!)) 蝶肴 の杉 粍蹴等の取締ひ見苦しき場合 に依

りでは枠叉は建具 の根 の取換を要する こ とあるを以て橡め特 に注意するこ と。 ホ . 建具 の

釣込は其巧拙! に依りて 開閉の具合に 大影響あ るのみ な らす・後 日の狂 を も来?こすべ きを以て

成 るべ く熟練せ る釣込専業者に委す るを可とす。 へ. 建具の塗方は釣込前下塗 りをな し釣

込の後上塗仕上げをな すは営然の ことにて特に注意すべきは建具の下端 { 床に面する 底)

に充分塗料を施す べき こと なり c 床面洗機又は拭品等に依り i彩、気を呼ぶ恐れあ るを以て な

第 12 節 養 生

最善の努力 と注意を 以て な し?こる 加工逝作材も共運搬 、格納 . 取付の途中叉は共後に於

げる 養生の如何 により取返しのつかぬ こと 〉なるを 以て養生にも 亦最善の注意をな すべし

材料のー般養生 現場取付場所の最寄の庇に積みある持込検芥済材料及1J11工慣の材料力:

壁 、天井等の作業に支障無から しむ る様注意すべきは前述の通りにし て、之と 共に之等の

キイ料が汚損せら れ き'る 稼注意し特種材料には紙張り菰包みをなし板叉は荏等を以て覆 を施

し置 くこと も忘 るべからす。

天井の養生 素地仕上げ木製天井には仕上 り後、蝿!徐の震の紙片、 折鶴叉 は、 蝿取紙の類

を取付 げ叉は落成期限の都合 により 全面に紙積り覆を施す もの とし叉漆11金天井はペ ンキ 塗

仕上の震に汚損せき' る様廻り総、格総等には紙張り養生をなし置 〈を要す。

枠頚の養生 入口枠 . 沓摺、窓華上端には紙張 りの上初型養生枠{ e jo; 込むもの とす。

長押類の養生 ピ クチ ヤレ ール、チエヤー レーJl- 等の上端に は皇室塗 れ ペ ンキ 皇室 り等の

矯めに汚損 を来さ さ'る 様養生板を取付け叉は表面紙張 となす こと 。

羽 目及額 縁の養 生 羽 目、額縁等は養生紙{ e以 て一面 に張り包み向隅 k には養生板を取
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付〈 べし。養生紙にボ ール紙を鋭り合はせ使用する時は撤回使用 の利あり。

柱及床廻りの養生 証類 、床権 、地板等の化粧材は特に養生塗料( ビソ) を施すか又は

養生紙若〈は布類等を 以て充分養生? 泌すこと。

陪段の養生 イ、 階段仕 k り後は布又はポール紙養生をなし? こ る上に段型養生箱を取付

り移動せき' る様! とめ合せて工事中 の昇降通路に備へ置くこと。 口、 親桂、手摺及手摺子の

養生も亦布叉は紙各ーを施し手摺には箱型養生板を取付げ置〈こと。

床の養生 床張り上げ後はペンキ塗 . 壁塗り等の鰐足場及脚立{ 馬) 等の取扱頻繁なる

に依 り自 然煩傷を菟れき' る を以て乾燥せ る鋸屑を厚 l 寸位敷き詰め板又は荏敷 とし向通路

には歩 み板を渡し置 く べし。殊に寄木張の場合はボ ーｽｬＭ 紙を敷 詰め 目 ｾ ｾ ￭ をなし 、 歩道には

古 盤類ｾ敷並べ置 く を 可とす ｣ 荏 Ｓ 長養生をなす時は細桜りをなし移動せしめざる様注意の

こと。

第 13 節 施 工 湾 横 査

取付施工終了せば直ちに塗援に掛るものなれば夫以前に各室ffl: に下記各項技意の上地工

検脊を受付其検査怖の室より順次塗絞仕上げをなすべきも の とす。

取付施工後の再検査 イＮ 養生の板、紙等は可嘩に取外し張紙の所は Ｑ 徹氏 ｾｾｩｾ ｺＺをささ Ｇ る

様清拭すること。 ロ. 養生物撤去の際は強め係員と打合はせ順序. 時 lt}] . 方法を誤らざる

様注意すること。ハ . 後工事に芥支無き限り仮設物の取片付をなしH丁暗に帰除をなし検1 t

ｾ受〈 べき こと。 ユ、 完成検査に先立ち涜叉は汚損なきゃ。 け Ｑ 間入隅 の 仕口 完全なるや。

入干 総の通り良きや等細釘，に至る迄細心の注意を緋ひ下検資をなすこと。 ホ. 手直を? 要す

る個所ある時は検有人 の注意を受げざる以前に H丁目寧に補修し莞も修t f I ) のWJ i無き 様手直をな

すべき事。

第 14 節 雑 件

工事中、 室内に設け? こる偲7 ] ( 栓を往々開栓の僚放置しある場合あり、木製羽目. 枠等に

損害を及ぼすことあるを以て充分注意を要す。

各室内に要する水道 . 電燈、瓦斯等の配線配管工事の木部に闘係ある箇所は故障を起き

Y る様留意し殊に取出口 の位置に就て は充分の調査の後決定施工する を要す。

暖 房 冷 房の闘係上室内外の温度の相違に依り往 k 建具 、スク リー ン等に歪曲反張等

の臭献を来? こすことあり。従て材料及施 工方に付充分の注意と工法を要するも其設計に就

ても亦此黙深 〈留意を要す。斯 る恐ある場合は 人工乾燥せる材料と ペニヤ式工法を以てせ

るも の被害少 し。

i l I 時突貫的短期限の工事 多〈遺作材、建具に劃しでも念蓮取付施工を要求せらる翁折

角充分に乾燥せる材料を使用するも. 其取付後に於て主惜の未乾燥 より j然条を呼ぴて狂を

生すること往k あるは頗る遺憾に堪えす¥此黙に留意して出来得る 限り主鰭乾燥の後木部

取付をなす綴努むるを肝要とす。
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潜 函 基 礎 工 事 に 就 い て

西 村 安 彦

建築界の 活況を吾等施工技術方面に 就いて見るに 、銀筋コン クリ ー トの進歩は施工範聞

の抜大に伴ひ偉大なるものあるは論を侠? こないが 、一般施工方面に 於りる技術の進歩も; 肢

近10年間 lこ於りる工事期間の短縮等が之を如賓に物語ってゐる 。

施工技術方面を今少し精細に観察すれば建築物築迭を要求する祉舎的情勢を仔細に検討

する必要がある . 今日迄吾 k 施工技術者は設計者から示される 、仕様、闘面に基いて積算

し、示される工期の中に営利を目的として建築するものであって被監督者の立場即 ち第二

義的の存在であっ仁カヘ今日の祉舎の活況はそ の中に活動する生産機械の保設施設として

建物を要求し 、叉都市建築は困難なる建築を困難なる個所に要求するに至つ仁 、前者は吾

k に. 短い工期の中に完全なる建物を建てる事を要求し、前者後者共に練達の技術と不撲

の努力とを求められる。叉近時の者11市建築を考へるに全世界を鴬怖させつ〉ある吾園産業

の統制は極端に一元主義に走れ共統制中心? こる都市は膨大し且その都市は地域の膨大を

欲せす' 極度に活動中心の集中を欲する事となって都市の自然的形成を都市計撃に依って整

理し高速交通網の建設に依り都市を時間空間的に縮少さす事に努力しつ〉ある。

即 ち新援成れる御堂筋幹紘道路に沿って回を移す時之の路線に大建築の軒を列べんとす

る趨勢を直ちに見出すし、叉停杭のショッピング・ストリ{ ト?こる 心努橋通りを歩めばそ の

人波の偉大きと之れ等の人々の購買慾を減す之の町の商戸の活動の大なるに幣か 5 れる 、

今若し之の 心療橋通りに新築する場合を考ふれば敷地面積に謝して最大の建築容積が要求

されるのは論を侠fこない。

之の社合的要求は吾 k 施工技術者に種k の問題を提供する、吾闘では地震閣の闘係上建

築物の高さは地盤日汗高31米に制限されて居札建築容積の崎大は翠立地下に建築零簡を

求むる事となり 、人家網干容なる都市中橋部での地下深府工事となって吾々の前に現はれる。

今さ等の情況を技術的にF点検すれば建築容積の明大は建物階数の増加となり軒高制限一

杯主主の建築となる 、然し軒高の制限は地上階1設を 8 階乃至 9 階の限度に留め 、到底米閣に

於りる摩天楼の数 10階には比すペ〈もなく皐立地下階の精力Hとなり、従って従来一般に地

下 ｬ 階が普通であっ ｦ こ のが最 近 の 商業的建物は地下 Ｒ 階乃至 Ｓ 階が普通となり、階数総 ｉ ，ｾ 日

は Ｑ Ｒｾ Ｑ Ｓ 居となり柱荷重も増大し従来よりは堅固な基礎柱が要求される事となっ ＱＺ 。

倫斯る建 物 の位置は都市の中服部であり人家調密の部分である 、 之の市街地 の 家 屋 ｾＺ集

地域に 於て高い基礎を有する建物に近接して深い地τ 階を有する建物の織築を矯すには隣
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家に影響乃至被害を興へない様工事上の設備は勿論 、工事脇工に伴ふ騒音 、簡奇書、鹿芥等

に依って起 る種々の枇合的問題を考へなげればならす . 之れに 封 して技術的 に叉世;曾的 に

菩鹿せねばならぬ。

恕i る佐合的問題に封して民法に 定むる所は 、民法第 3 章第 l 師 、所有権の限界 、の僚に

第 二 百 九 保 土 地ノ所有者ノ、i l I T 界又ノ、其近傍= 於テ精壁ヨキ クノ、建物 7 建造九又ノ、之レヲ修繕スル

然メ必要ナノ Ｇｾ If車問 内= 於テ | 持地ノ 使 用 7 訪求スノ也事ヲ得但隣人ノ承諾アル= 非レ ノ、其f主家 = 立 入

ｉｾ コ トヲ 得ス

前 項 ノ; 場合= 於テ隣人カ損害 7 受ケタ ル トキノ、其f賞金ヲ請 求ス ノL コ ト7 得

第 二百 三十 阿 保 建物ヲ 築慈スノ ι］ ノ、臨界 総 ヨ ロ ー尺五Ｚ 寸以ヒノ 距離 ヲ 存スノ ι ］ ト ＷＮ ｾ ス 、 前項Ｏ

規 定 = 述 ヒ テ 建 築 ヲ1;&サ y トスル者アル トキノ、 隣 地 ノ 所 有者ノ、共生tt 築 ヲ 燦 lヒシスハ之 7 後 夏 セシ

ムル コ トヲ符但建 築 若 手 ノ時 ヨ リ一年ヲ経過シ又 ρ 其建築ノ竣成シ l，7，1t 後ノ、損害賠償/ 請求ノミ

ヲ然スコ ト71♀

ｾｾ二百 三 十 五保 ilIT界線 ヨリ 三尺未満ノ距離ェ於テ他人ノ 宅 地 7 観望スヘ キ窓 久 ノ、 縁 側 ヲ 殻 クル者

ノ、目 l懲 7 附 スルコ トヲ要ス 、前J . J ( ノ距離 ノ、窓叉ノ、 縁 側 ノ最モ隣地 = 近キ里占ヨリ直角線= テ極界線

= 至ノレマテ 7 恨，1¥算 ス

第 二 百 三 十 六 俊 前 二 僚 ノ 規定 ］ ｧ ｾ ナリタル慣習 ア ル ト キノ、其慣習 ］ 従 Ｗ

第 二 百 三 十 七 篠 井 戸 、 用 Ｗｾ ￬￱Ｇｉ、下水沼又ハ肥料￬ｦＮ，，Ｏ Ｗ 穿 ツ ユノ、 ｭ 界 線 ヨ リ六 ノ ミ以 上 、池、 地答又 ノ、

測坑 7 穿ツ= ノ、 三 尺以 上ノ距離ヲ存ス ノι コ ト7 要ス

Ｊ樋ヲ土壁メ又ノ、総渠ヲ ｾ ツユノ、鹿界線ヨリ其 深 サ ノ 牛 以上 ノ 距離 Ｗ 干ＧＨスルコ ト ヲ袈ス但 三 尺 Ｗ ｊＱｴｩ

ユル コト ヲ要セス

第 二 百 三 十 八 僚 彊 界 線 ノ 近 傍 = 於 テ 前 線 ノ 工 事 ヲ 銭 ス トキノ、土砂ノ胤主主叉ノ、7F 若クノ、汚液ノ診漏

ヲ| 均ク= 必要ナル注意ヲ 鴛 スコトヲ要ス

等の各僚を規定し、 209 僚に定u ' る所は建築に必要なる範圏内に於て隣地の使用 、立入を

請求し得る事を定め 、234 僚は敷地彊界に闘する規定であり一般には担界椋より i 尺 5 寸

以上隔て〉建築する定めであるが 、吾大阪特に人家調密の部分等に於ては 、236 僚に依り

従来の慣習に従ひ敷地境界一杯の建築が許 され、特にシ ョッピングフロン トの如 きは敷地

415界ぎりぎりに建築物が計聾され隣家に劃する闘係を鎖矢板 1 枚に依頼する とし、ふが如 き

クリ チカル ホ・ イン トに迄置かれる。

斯る建築計輩の達成には施工者の技術的文徳儀上の誠意は勿論近隣の了解 と同情とを是

非必要とするも のである。

扱地下工事そ技術的に見るならば

1. 荘荷重を輿へる堅固な基礎構築

2. 竪聞な土留工事

の 2 つが重大な要件である。

溝曲基礎工法は之の 2 僚件を満す可〈稜逮しに工法である 、米閣に於りる之の工法の殻

生経路を見れば 、紐育市の中揃マンハツタン島に鋒立する摩天楼の基礎に使用せられたの

が始めて Y あって既に 1893年今から 約 50年も前の事である 。

1893， Paeumatic  Vuu!1d"ti ons for the  }I1"nh"t tan Li fe  Bl ug  N.  Y .  
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然して之の工法は

1  重〈且つ大なる佐の荷重を地下の岩盤乃至堅固なる地盤に主主せしむる必要

2  岩盤上に流砂厨を有し隣接せる古い建物の基礎が之の流砂上に存在し之の隣媛建物

の基礎石? 傷はない矯め の必要

から起つにもので 、之れを吾閣の現献に I! 侵して考ふれば上越の如き吾園の建物は地上軒高

の制限か ら階1] &綿和 12- 13 階にて桂荷重 500 噸 - 1，000 噸であり米園の数 10階 2，000噸 ~

"'" 3，000噸に 比して遥かに小で ある 、 アーサ ー氏の論の如〈建物の地下に占有する部分の土

の重量に依って基礎荷重を斡減して考へる事を得るな らば地下 2 - 3 階地上 l O階位の建物

では建物の重量と堀盤上の重量とを比較すれば遁かに土の重量の方が大であり 、好き地居

形成と基礎底i断を据える可き相営な地盤が有るならば、特別の基礎桂の必要もないかと考

へられる 、但 し殻電所の建物の如〈杭荷重は大にして基礎線底も比較的常〈 且つ建物の建

つ地質の概して好くない11M所に於ては明かに堅固なる基礎粧と強固な地盤起の基礎粧の到

達が必要である。

土留工事には . ( イ) 土{i{ 壁 、( ロ) 土留壁の切張工事が考へられる現在使用される土留壁

悼としては一般に鍛矢板である、潜画工法では擁護潜函 ( ウオ ール・ケ ーソン) があり 、基

礎佐織画と大別して潜画工法に 2 極める。

一般に行はれて居る探居工事方法を表示すれば

深層工高方法

lーイ、必矢板

I- A. 土告qlit恒 一|

- 1. 土留工事 一 ＭＮ｟Ｍｾ Iーロ、ウオーノι ヶ - y /，

I- B.  切H長工事

，- A. 杭打工法

一2. 基礎構築 |  

I- B.  潜 l前基一礎工法

の主11 < で、之 の中如何なる 工事方法を係る可きかはその建物の位置 、地質. 構造極別等に

依って定めらるべきものであって 、 その選定のt条件は技術的汁算と工法に依って起るべき

社合的問題である事は既に述べTこ如〈である。

以 k 工法及び工事設備に就き説明し私見を述べて見度いと 思ふ。

1. 潜函工法

用策構図工事方法を間車に設明すれば . 科書耳的理論を際用し? こ科書得的工法のーであって

之れに強ひて定義を興ふれば、上部を閉塞 し底部開政の構造物と構す可し之れを物に作

ふれば 、 箱の査を 取り去って逆さに伏せ＿こ形であり 、 之 の Ｑｦｬ￭ の中にｾ搾空気を入れて地下

水及び泥土の侵入を防ぎつ〉、こ の箱の 中即ち盤搾空気内部に人が入って土を掘り 、掘り

取り? こる昼間を直に沈下 しつ〉 之の箱を地下深き所定の l耐カ大なる地盤に主主する迄沈める

工法であり 、最後に之の箱の外廓を沈下終了後基礎構成の重要なる一部分と して利用する

後A r もhur ｃｾ｡ ｧｲ ､Ｎ ｮ､ 巴“ ｕｏｩｬｬｪｬｲＰ Ｎｬ ￲ ｩ ｢ｩｬｩｴｹ of ｕ Ｎｾｹ＠ ｉＮ ｬ［ｲ ￧ｾ Ｎｬ ･ ｬ＠ oy R ，m ｬｬ､ｩ ‘ Ｑ ｾ ＨＧ＠ ｅ ＺＺ［ｲ ｬ ｩＮ ｾｅｗＮ＠ 1元日じ 1933 
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マ ーカ y チーノL ・ピノι に使 用 した 原 始 的 の ヱヤ

のである。

之の迎論を卒易に設明すれば 、上越の箱の

代りに補予の コップを持って来て 、之れを 7](

を満した金設の中に 口を逆さに伏せて静かに

押し沈める 此の時 コップを満せる空気を逃さ

ぬ様に詫意すれば 、常にコ ップ内には i 気摩

のコップ容積大の室祭があり 、コツフ. が水中

に抑し沈められるに従って之 の空策は水の墜

カで盤縮され 、水盤力と 等しい腫力を有する

摩搾空気として存在する、但し之の場合空気

の容積は縮められてそれ丈けコップ内に水が

入る、反封に若し之の コップ内に遁首な睡搾

空気を迭り常に水墜 と等しし、睡搾空気力 2コッ

プ内を満す様にすれば何時もコップ内には7](

ー ・ロック の侵入する事はない。

Ｗ｝Ｈ 中と土中に在つては必要な 鹿力に 相違はあるが地中に 存 在するＷＮｫ の持つｾ力及び土の

! 出力に劃して抵抗し得る程度に必要な盤搾宰気を用ひて常に乾燥; 伏態で掘撃を矯し 、原則

として掘った丈け沈めて行〈のである、之の墜 力の標準としては 、地下水面以下を全部7](

と考へ? こ場合の摩力を理論気l単 ( Theoret i cal Pressure)  と稿し、之れ以下である のが普

通である。 南 米 智 利 図 ハ・ノL バ デ ィ ソ 港

繋 総 柱 に 使 用 した Hug hes の

之の工法の利黙として数へられる諸黙は ヱヤー・ロック

1.  垂直沈下が任意である事

2.  轄石、土里木 .等地下に在る障害物取り除きが自由てある事

3 .  各地層を結検しつ L 施工が出来 、且つ試錐に依る議想と

賓際とに相違ある場合に掘り足しを篇し叉掘整中止を自在に篤 ー

し得る事

4 .  空気作業に依って撲大基礎を作り得る事

以上 が 、 之 の 工法の直接の手 ｉｊＡ 呉ｾであれ間後的には掘撃昼間

を内有しつ〉沈下し睦搾空気に依り地下水の移動を防いで外部

地居朕態への影響を最少にする事 . 流1沙居 中の安全施工之れ等

の性質を利用してアンダ ーピン ニング工法への進展等之の工法

は種々に熔用し得る特性を有する。

依黙とし て最大なるものは盤搾空気内に於ける努働の強制で

ある 、此の阪総を 補ふ主主め には種々の保健的考慮及び設備 を必

叫 ' . ，>' ω j兵 仰 向d<:' 1<;; ， ｓ｜･ｾｭＤ ＢｉＧ Ｂ＠ P附.， V，剖帥崎市

生Ｇ主 ｾｾｾｓｾ ＿ＡＮＡｾＢ］ＢＮＡ哲 ｐ 吃 虫 色旦見出 明治
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要とする。

1 策医は 14，696 事/口f であるが普通の人韓では 2 策墜即ち約 28 ｾＨ 仁 ｹ Ｇ 迄 の 墜力に封し

ては甚亡しき影響なし鼻 Ｎ 咽喉等 の 粘膜がＱｍカ の ｾめに充血或は出血して故障を起す等

の障害 はあるが生命迄影響あ りといふ所謂潜函病 と構せ られる特殊疾病は殆ど起きない .

之の策 ｭ を水頭に直すと ＶＵ 尺となり地下水位ーを 加 ｬ へると約 ＷＰ 尺 ｾＸＰ 尺となる 、 Ｓ 宗監 ＮＦ ｐ ち

45 #( 口11 となれば、身慌の徐程強健なものでなげれば危険である、米園では州の規定に依

って之の気墜の最高限度を限定して居る所があれ 3 気座乃至 50 #/ 口11 を限度として居

る、之の最高気l監の苅係か ら用策潜曲作業の深 さの限度は大植地下 14J 尺迄とされ. 之の

深さに 於 て理論気底が地下水面下の水頭約 50 #1口f となり 、之れ以上の深さに 於 ては地

下湧水の水墜が之れ以上に達する恐れがあるので. 之れ以上の深度に劃してはオ ープン ・

ケー ソン工法に依る可きも の と考へられる. 事賓竪掘ではなかっ? こが丹那トンネ } L の荒砂

居中のシ ールド堀進に首つての湧7.Kの最大7. k! Mは 300 帯/ 口11 に迄も達し . 之れに封しては

シール ドの用策工法も無効となっTこと言はれて居る。

工事設備

前症の如〈潜画に強いて定義すれば、底部に於て開き上部の閉塞せる構造物 . 卒? こ〈 吉

八ぱ葦のない箱を逆さに伏せ? こもので. そ の箱の中に墜搾宰祭主?入れて地下水及び泥土の

侵入を防ぎつ〉堀撃し. 之れを沈下せしめ沈下格了後そ の外廓を基礎構成の重要な一部分

として使用する工法であると述べたが、之の箱が所謂潜i亀と稿せられるも のであって、 m

搾空気を使用せぬ場合は、オープン ・ケーソンであり之の場合は底も上部も開き 、只凶溢

の周壁のみの構造物である 。

潜曲各部の名陪は作業室、策問、堅管等で、工事設備としては迭気設備及び瞥療問の準

備等であるが、昭和 7 年 12月抜本誌 に詳述せられあるに就き省略し本文に於ては施工に就

いて 詳細する。

工事施工に就いて

建築用の潜曲は土木工事用と比較して形妖カ川、でー ある. 建築用i詩画は大略桂ドの 基 礎

荘ｾ作る、桂脚機曲 Ｎ と土留擁壁及び擁 壁 に 接 観せる柱 の 基礎石 ＿ 作る、擁 壁 潜曲 ( Wal l  

Cai sson) の二種類に分? これる。

V III" 3 ヨ

柱脚潜函 往!肉j待曲に於ては普通の場合内部の柱下に封し 1 本宛の潜曲となし その j診は

億l形叉は矩 形である、特別の場合 としては、 2 本以上の桂に劃して一基の潜 l歯とし . 即 ち

一基の潜画柱で数本の粧 を受付 る場 合もある。

国形ケ ーソンの直径は最少 1 米50から 4 米或ひはそれ以上の ものが使用されるが作業室

内部では作業に不便ならさ' る大さは 2 米以上である、向閲形にして特に直徳小にして丈高

きも のは之れが沈下に際して傾斜の度甚fごしし施工上より考へれば短形の桂数本を指ぐ

大形のものが好ましいが 、若し施工完全にして傾斜せするに沈下せ しめ得るならば工期及び
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経費の上から図形にして小形のものが最上であると考へられる 。

矩形ケ ー ソンとして外閣の例での最大のものは紐育電話舎枇の基礎潜曲で 35
'
- 3 " x 3 8

- 8" の大きであり 、種々の黙で有名な . 紐育の Mu nici pal Bui ldi ng の矩形ケ ー ソンは F

2 61  x  311 の大き で 5 本の粧の荷を受 げて居る。

その形欣大きに就いては基礎設計の欣況、地質、工費等の諸黙 より充分考慮決定すべき

ものである。

擁壁潜函 ( Wall Cai sson)  

擁壁潜函は短形卒面を有し片側に土留壁簡を有する潜曲を連続して 下げ、之れ等の j祥曲

聞の空隙にはコンク リー ト或ひは粘土を以て蓮績せる. ウオ{ タ ータイ ト・ダムを作り上

げるのが目的である、若し務曲聞の宰隙が岩床迄充分ウオ ータ戸タイ トにされるならば内

部の桂脚に聖母しては摩搾宰無機画の1必要のない場合もある。

擁壁潜画聞 の間 隔は普通 Ｔ 吋 ｾＸ 吋とせられ、之れが空隙填充法に就きでは考慮を要する

擁 壁潜 画 の大 さは ｲ ｬ ｝ は Ｘ 吠長さは ＲＰ 吠 ｾＳＰ 択が標準とされるが巾 の庚 い方が安定療が

犬である。

潜 i均の形欣大き種類の如何を問はす・之れを繋直に所定の希望する地盤主迄沈下さす事力; 施

工の目的で ある 、之れに劃して手段として遁首なる 深さに於て遁営に慶搾宰策を使用する

のである . 空気を使用せすに掘り下げる のを空堀 りと郁して居る。

空堀リ 室掘りは何等オープン ・ケーソンと異 らす、地下水の少〈且つ比較的崩壊せぬ

地屠に於ては杭打に代って井筒沈下を震す事が出来る、大阪赤十字病院の基礎桂に之れを

膝用せしを見聞し1: が、詳し〈は傾斜の項に述べるが官会程慎重に下げないと曲るものであ

る、地下 1 階位の建物に在つては土溜壁穏として擁壁潜画或ひは内桂子替画を室掘りで下げ

得ると考へられる、但し湧水量の大小を橡じめ調奈して置〈事が必要である、東京下 11I J方

面では地下水位は地表面下 ｊＸｾＱＹ 尺、大阪では約 ＴｾＱＵ 尺である、東京動産大阪支庖に採

用され? こ潜函に於ては用策の必要は極〈僅かであり 或ひは其の必要な〈施工し得? こ のでは

ないかとも湾へられる。

用 策堀霊 室堀り にて相営の根入りを有するに至れば、主主風を開始して置き搾宰領を主主り

地下水の侵入を防ぎつ〉聾夜粂行にて塀撃作業主?績行する、送気掘りとも構し 、型軽搾空気

底力の刻 ｬ 減は摩力計を備へ付け＿こる「グｻジ」ノ ｪ 、屋にて各潜曲に分岐する空気の底力ｾゲ

ージマンをして調節せしめて各潜曲に所要の空気密珪れゲ{ ジマンをして之れを監硯せ

しめる 、空気の底力に就いては上述の如〈地下水面下の水頭を理論策墜とし . 之れより以

下であるが . 特に地質に依つては深〈とも湧水なきものがある故にその時 k の欣態に依っ

て種 k 調節せねばならぬ。

VI I I  4 0  

作業努働者は所要以上の塵カの方が作業に楽なる痛め職工は常に所要以上の摩カを欲す

るが . 所要以上の高き墜搾空気を詮る と作業室周囲より土壌中 に洩出し、 叉地下水を無理



に押しゃる事に依って地下水の拶動を助げて土壌に故障を起す等 . 種 k の障害を起す故に

常に充分情意して丸l 口下ばに少し7 . f ¥が成る程度の廊力にして置 〈事 が必要である。

潜函の沈下

f晶画沈下の理想は連続的に坊1撃宰聞を直ちに沈下占有する事である 、即 ち此下せしむる

ブJ e . 之れに反射するカと の比が常に沈下せしむるカ即ち沈下カに優れて居なければならぬ

沈下せんとする力は幣曲の重量 、即ち自 重及び載荷する荷重であり. 沈下に抵抗する カは

桝両周囲の摩擦抵抗 . 即ち表面摩擦力及び双口の支持力. 医搾宰策の上方への反カ. 共他

等である。

沈下カが沈下抵抗に優れて居る場合には理想的であり、堀れば塀a る丈け沈下し所謂自然

沈下を矯す、自然i右下の聞には京 口下端を卒均に掘り取って徐々に卒均に即ち霊直に沈下

する嫌にせねばならぬ 、所が地下湧水面下に下れば双口下端を卒均に取る事が困難である

之れは双口下端の土が湧Ｗｫと同時に不卒均に崩壊するからである 、之 の黙は型産搾 Ｒ 芸祭ｾ用

ひて双口下端を乾燥欣態にすれば 、空気を用ひぬ場合よりも卒均に堀撃が出来、従って雰

直に沈下せしめ得る課である、が之れは普通のAA態に比しての話しであって、潜画工法の

利黙として奉げられである垂直沈下が任意なりとの一項は 、オープンウヱルに比較して の

ものな りと私は解樺して居る。

沈下が深〈なるに従って下記

沈下力 = 潜函重量三周圏の摩擦+ 忍ロ支持カ+ 空気の反力+ 其他

右溢の沈下抵抗力中周囲の表面摩機抵抗力は首然摩擦面の増大と共に増大し. 又地質の

如何に依って翠位摩擦力に犬小あり . 同時に地下水等の闘係に依って 画内気塵も増大し.

延いては空気の底力も増加する、従ってそ の抵抗力は建築工事用潜曲の如〈潜函重量即ち

沈下力が11、なる場合に は沈下力よりも大となる十合央服}ri;の例に依れば沈下深約 7 米前後

にて抵抗力の方が大となって居る、之の場合赦荷重に依って重量を増すか、抵抗力を何等

かの方法で減ぜねばならぬ. 載荷の方法も形欣小 なるものには一定の限度あり. どうして

も抵抗力を少にさせ沈下せしめなげればならぬ. 抵抗カ中可愛分子である空気の反力を排

気し底力を下げる事に依って減じて沈下せしむる方法が最も簡箪なる方法である. 之れを

排気沈下. と補して居る、向沈下深〈なり空気の反 カを零即ち摩搾空気を全然排出しでも

沈下せね場合を生十る、斯〈 の如き 場合は沈下抵抗力は( 排気沈下の場合) は忍口下ぱを

痢り越しを矯し全然掘り下って居る故に支持力抵抗もなし全然摩擦抵抗のみであって.

之の表面摩擦力は沈下すべき地質に依って種 k に蜜化するものである. 然して之の種の抵

抗は主として土と潜画躯鯉と の粘着力に依るも のである 、砂の粘着力は共の大きの最大最

少の範園小で且っその大き の嬰化もその砂中に含有する7 k の量に依って定まり砂の粘省力

最少の場合は絶封乾燥時及び飽和紙態でめるとされて居り殆ど零に近きものである. 之れ

に反して粘土質土壌に於てはその組織の批畑なると鱗片j伏なるとに依っ てそ の毛細昔; が増

4 .l  訓 "



大しその粘着カも種 k に費化する 、テルツアギー 氏は粘土分子の乾燥せる紋態の粘着力は

共の物 質の物理的性質にしてその強度は皐に 分子の形欣及び大きに依って定まるも のな り

として之れを真の粘着力と稿 し、種 k の質験に依り之の真の粘着力は如 何なる場合と雌も

20 ｧＯ｣ ｭ Ｇ 以 上 の も のな き事を詩し＿こるも、之れにＷＮｋ ｾ含む場合には ＱＰＰ k g/cm' 質に上

記の 5，000 倍大の粘着力を表は す事がある 、之れは微分子聞の 毛桐管7k の篤す業でー あって

之の毛細管水の表面張力の痩動に依って種々に値を慶へるも のである 、テ ) 1氏は之れを見

掛 りの粘着カと 呼んで居る潜画沈下に営つでも粘土居に於て は常に大なる表面摩燦カを生

じ沈下に困難を感十る、十合呉服庄工事の潜画沈下に於ても別表参!IHの通り粘土居下部に

至って最大の摩擦力を有し 、非常に沈下に困難を感じ 1: 。

型軽搾室祭主? 排出 して双口下端を も掘 り取りて抵抗力 を最少に篤すも粘着力大にして摩擦

祇抗大にして沈下せぬ場合、再び詮祭主?開始 しt絵画周固から1 M搾空気が洩れ始め? こ場合に

沈下 を開始する事が粘土居に於 て底 ｫ 見受けられ に、之 の 現象 は 前述 の 空気 の 反力ｾ土脅す

事となる 故に普通に考へれば襲な現象では あるが 、空気の漏洩に依って地下水を格り動か

して惜l扇表面と土 との聞を7. Kでー抗:l 、. 一般にウォ ーター - ジェ ットと陪せ られる効果を生

じて際問的に粘着力即 ち表面摩擦を零にするの である 建築用の潜曲 に於て は上述の如〈 重

量小 なる故排気沈下等の強制沈下を翁す場合が多い甚? ご しき例で はあるが . 必要以上の

高原即ち 一時的に杢策の反力を大にし之れに依って潜画を持ち 上げ重力に加速度を附 して

沈下さ せる 虫 ｮｾ 胤 暴な作業セする 事が ある 、用策 ｪ 符 曲 に於ては荷重を掛けな 〈とも下げ得

るものなりと言ふ者迄あるが Ｎ上 記の 如き飢暴 ｾ矯せば ｪ 切る 事も言 へる が 、飽〈 起も 無理

をせ す・に徐 k に沈下さ せ外部の地質を傷付十に 下げる Z努力2理想、で ある放に. 施工に営って

その地滑とそ の地居の表面摩擦 力と潜曲重量と を考慮し 、沈下が楽になる様載荷の手段を

講す' ると 同時に Wi 土居の虫nきは徐 k に沈下せ しめ て巨大 なる 粘着カ を生ぜしめな い様な考

慮を梯はなりればな らぬ。

砂居中 の沈下 に賞つ ては砂中には含水量も多〈排水の矯めの潜曲内部の策墜を高〈する

事が必要で あり 、E つIψ の崩壊を防 ぐお めにも高気監を要 し. 砂居に jたてば上述の如〈 表

i商摩燦力小 なる故に沈下抵抗力少 〈且つ砂質土壌は掘撃も 楽であるが . 上部枯土居の粘着

力大なる場合 . 砂居に於ても排策沈下をせ ねば ならぬが . 砂居内の排気に は充分留怠せね

ばならね 、砂中に於て は/Kの流動力2速かであり排気すれば直ちに両内に浸水し . 7kIIE大な

る時は その 7)(墜 と共に砂を噴出し腕時に作業室内部を砂と水とで埋め同時に外部にそれ丈

りの空洞を来し上部土壌の崩壊を呼ぶ結果と なる. 故に砂居掘進に営つて は. 表面摩擦よ

りも掘盤沈下殊に排気に留意せねばならぬ。

潜画工法中 の 流砂居 の 安全施 工 といふ利黙は之 の 砂居中を地 Ｇ 下 Ｗｫｾ 動か さ争、即ち砂を

も動かさす・に掘進し得る事を? 指す のであって若 し施工が粗漏で あ るならば却って地下水の

流動を大にし砂の崩療を来すのである。

V 剛 、.4 2
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要す るに建築用満面に於ては形欣小即ち重量 少 き矯め沈下カが少なる故 . 地唐とその表

面摩捧力の大き を常に注意 し、 粘土居等に於てその粘着力を増さしめ 5 る考慮を梯ひ、蹴

荷重等tこ依って常に沈下力を大にして徐 k に少し宛地盤を傷めない様に沈下せしむる事が

必要である 。

線、て潜曲は細長い闘筒形或ひは立方閣を地下に沈める のであって頭過重なる故絵程慎重

に沈めないと傾〈 のである . 然して傾斜を絶針にしないとい ふ事は殆ど不可能である 、然

らばその許され得可主傾斜度は幾何であるかといふと Burnsi de 氏は古迄の傾斜は許し得

可しと論じて居るが、之の 坊 の計容傾斜を尺度で表はすと高さ 10尺に射して7 . K 卒距隊約

1. 5 寸であり、施工に嘗つては精密に計測しないと肉眼では判然せぬ程度で あり 曲り居る

な と感す・る時はより以上の傾斜を篤して居る。

傾斜な〈沈下せしu る矯めには最初の10尺を特に注意して霊直に沈め共の後も沈下総了

する迄注意に注意して霊直第 1 に努力せねばな らぬ . 傾斜矯正方法及び之れに謝する注意

は Burnsi de; Bri dge Foundat i on を参照され度し、。

吾園の建築工事に膝用されに潜画工事は

伊 藤 高 工 事 大 阪 十合呉服居第 1 期

松阪屋百貨庖大阪支庖 日 本 銀 行 東 京

東京赤阪某銀行 芝浦火力護電所

東京動産大阪支 j占

共 同 建 物 東 京

十合呉服庖第 2 期工事
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等に て各工事の卒商及び断面の示す如 し基礎柱構築のみを考慮したも の例へば十合、松

阪E患の如き 、擁壁潜画を主とし fこる伊藤薦、共同建物 . 東京動産主に分って考へられる 。

前述の 如 〈潜函基礎工法の必然性は米園稜顕著な ものな し 近 時の複雑な位合性が従来

通りの思純さを不可として種k の考案を要求するに至つ? このであ る、各工事計聾に封する

批判は省略し小生の直接闘係した . 十合呉服 l占新築工事に就い て記述する。

十合央服庄新築基礎工事

第 1 期工事

本工法は構士宮設計の内藤博士. 、及び設計者村野藤吾氏の御協議に依って井筒内陸を利用

して、井筒内部に鎖骨を建て根伐に首っ てシ{ トパイル土習壁閣の切り張りに この鎖骨を

利用しにものであって、米国に於ては 床梁を仮設切りと並行てて用ひ? こる例はあるが、本
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工事に於ては米図等に於りる水平材の利用 のみではな〈

垂直衛材をも利用せん としに新しい試みであつに。

潟良1 . 併 lifi l俄 筋 及 び作 業 室 俄 枠

工事 の概要に就いて述ぶれば 、土留壁憶としては 問周

主垂井矢板の打込みに依り約 3 米卒均に鋤取りを篤し 、之

の地盤面 OP. - 3. UO より O P. - 21. 20 の深さに存在する

砂牒唐迄約 60尺の潜画柱 35基の沈下を篤し OP . - 4.00 

即ち純根伐面上は井筒に依って締 切り を潟し . 根|え前に

この井筒内部に於て潜函基礎荘上部に鍛' 目柱を建て然る

後根伐面上部の梁を掛り之れ等の建築物の構迅ー自盟主? シ

ートパイJ l . 切り張りに利用するといふ工法であったが .

先つ第ーに之の垂直的利用に劃して考ふれば潜画沈下は

*-fl 立 予U: 直に容易に mさる可きものであり叉垂直に沈下するも

のであるとし、ふ 漫然たる認識に依って工事の; 十董が篤されにのであるが 、エユ ー7 チ ッ

ク工法に於て霊直沈下が容易なりといふ潜ゐ工法の利結として数へられるものも. オープ

ン・ウヱ1 [ に比較しての話しであって. 粉髄 JU、の土の中へ細長 い闘筒閣を掘り下げるので

あるから、 Ni 斜を粍針に避ける事難〈‘ 一般に / 6U 迄の{ 頃到は認められる例になって居

て. 之 の l / GOの認容陸度ーも可成の熟練と注意を要し 1/ 60 の傾斜は 10 尺に針して約 1. 5 寸

で肉眼では一見して !1'11ZUし難い緯度である。

本工事に於ても述上の認識不足と錯誤及び地

工者側の不注意に依り傾斜し. 営初計叢のペ

ースプレートに支障を来し. 同時に桂底部工

作に着手するを得予工程に可成りの遅延ーを来

しに。潜画沈下技術に就いては此慮で詳論す

るi収がないが傾斜のみに就いて話せば、虞つ

直ぐに沈める事が甚fご困難であって. 特に初

めの中 10) ¥. 位を旅意して沈めこの聞に垂直に

直さなければ棋入りが深〈なればなる程梢斜

矯疋は不可能となる、叉恨入力: 深〈なり垂直

に沈下して居る場合と雌も‘ 施工の不注意に

依って、即ち技術的に言へば必要以上の高気

鹿伝送り作業室より外部へ漏出せしむれば.

地下水を土部に押し上ぐると同時に其の部分

の地質を弱めて傾斜を生せ' しなる等. 常に傾

￮ｴ 良 ＲＮ 作業ｾ主況凶其 Ｚつ ｬ

斜には留意し特に最初の 10尺乃至15尺は入念 窃良 3. 作 業 獄 況 凶 其 の 2

Ｔｾ＠ ¥( 111 
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に沈下さ す可 きである。

今一つ施工上に苦努しに駐を奉ぐれば、 井筒底部への

買出しでありこの異から柱下グリレージ据付のアン カー

ボールトの位置を定める事とそ の割込みであつに 。井筒

と惜曲 コンク リート 柱との接合部の水? をに就いては、井

=  ‘  筒取付v7 の際充分留意して施工し? このではあるが、約40

鴛員 4. 寄託筒緩ぎ足し作業

尺の沈下作業に依って之の部分に故障を生じ水密性j思く

なり. この部分よりの湧* 多〈且つ上部井筒の漏水に依

る* 替へに非常に手教を要し. この水皆へ作様は工事着

手以、前に全然強想、しなかっ? こ工程に到する支障を生じ? こ

井筒材料は木製、銀板製、コ ンクリ ー ト製の三種を使

用比較せるに、コンクリー トが成績辰上であっ? こが高僚

にて 識板製が経済的に最上と思はれる。

この十合に於て採っ 1=工事方法を結果から考へれば 、

先づ工事の順序が順を追って進むのでなかっ fこ;矯めに、

工程の閲滑なる進捗に遺憾の駄が多大であつに 。工程の

閲滑なる進行には各工事聞に於て相互に官余裕を見る、例

へば井筒内部の大きとベースプレートとの関係に於ては

潜画桂の傾

斜ｾ考へて

井筒を? 大に

するか、叉

はベースプ

レートを小

にするか何

れかの方法

に依って官余

裕を見て置

〈事、その

他材料、強

度等に於て

も安全互容を

多少多〈取

fi 反 7 根伏古Ij に銭' 行主的組立

2事長 6. 井筒内部へ餓骨柱釣下し り僅かなる 3事長 8. 地下 2 階中央主主捌盟主進行
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故障が工事全慢に影響する事なき様考慮する必要が ある 。向上述の順を迫って工事堂進め

得ない事は上記墨出しの困 ｾｴ 水替八 の手数等に 劃して珠定以上の工費を要するも のである

第 2 期工事

VI I I  5 2  

第 I 期工事の経験より、土留シ ート パイル打 、掘撃 . 土留壁惜の切張り 、根伐終了後潜

画工事と従来の工事順序を追って進む方が工費の黙安債であり作業が闘滑に進み 、不浪IJ の

故障が少〈考へ られ? こが故に 、日 IJ園切張計霊園の如〈計聾して工事を進め仁 、第 l 期及び

第 2 期工事比較工程表に示す如き結果と なっ仁 、施工現業員としての感想は ‘ 第 2 期の場

合の方が遁かに安易であっ? 二 、但 し第 l 期工事に於ては未知より来る気苦努の割引を要す

る事は考へ られるが 、工事を闘滑に進めるに未知の因子は大いなる重荷である事は事貰で

ある。

結 び

地下深居工事施工は建築施工の新分野と して 展開 し. 同時に市街地に於ける建築の隆盛
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「1戸朝 ι どへiギ作! ?十 b  竺ユ--1

は針祉舎的に種々の施設及び工法の考案を必要とし来つに 3

従来も使用せられて居? こが 、オ{ プン ・ケーソン の活用も近時盛である之の新分野の進

歩の矯め諸賢の研究を望ん で lr_ます¥最後に異り 1= る試み叉は新工法と思はれるも のを米

国誌より摘出して筆5什聞き度いと思ふ。

1926，ENG.  NE羽TS.... REC.

1. ｐｲｯ｢Ａｾｭｳ＠ of i lf.Deep Caisson-Cof ferdaw Foundati on， Ne w Y ork F ederal  Reserve 

Bank. 



ｾ反 ｬ 切j 張工事伏鰍 認反 2. 切砥工事伏敵

.・‘ ;.. .. 

'  ー・ ， ー

.‘ 

ｾ民 Ｔ Ｎ 郷E基準行

潟 良 ＵＮ 捌ｾ終了 、 潜函 ｬ 躯也後枠据付 ｾ反 ＶＮ 潜曲作業伏鰍
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N o  .9.  

'6.11 - ' 93 4-

、

宣言反 7. 浴| 砲沈下終了ピットの{日| 所を示す
童話!IT 8. ｾ滋Ｂ， ｝Ｍ建方

篤民 9. ｴ滋 Ｇｾ ｊ 主 ｅ 方 潟 長 10. ｾｊＮ，｜［ 骨述方修了 Ｈ 御堂筋令市を示す〉

2. D eep  Cai ssonCel l ar Wal l s Br fl ced by  ftoor sted  before  Erect i on of Col umns.  

に出てゐる紐育市フヱ デラ l l- 銀行の工事は地下 5 階居で あり 、十合央服底第 i 期の試みとは幾分異

り水平の床用銀梁を仮設タ115長りと併用し て土留壁慣の 切張り材 に流用してゐる 、垂直餓骨桂は後で

建 て て 居 仁 梁 桂の接合部は斯かる施工に 過する 様計霊まされてゐる 。

1932年 Constructi on Met hod.  Nov.  

" Rot ar y Dri l l s， Speed  C aisson  Shaf t  Construcli on  in  Wet  and Dr y  Soil" 

之の廻時Jjt 式快速 ケ { ソン工法は1ff :探み式にケ ーソン を郷豊富する方法であってそ の記事より見れば

デトロイド の郵便局のケーソン工 事に於て直任 5 択のもの 1 日の工程約soりそ に達して居り可成り の

急速度である、之の式には 'Vet と Dry の2式があ り W d  Sys t巴m はi沙居 j う至隣家近 〈地盤に影

響 を輿へる Z誌を少 〈せねばならぬ箇所に T- 'J ふるもので 、土の中に7)( を入れて撹き廻し乍ら掘逃する

ので泥中の粘土を溶液扶にま3し所謂之の粘土のベ レ{ を掘盤壁に充分法透 させ不透水の粘土. 映そ作

りつ〉掘進するも のであって砂中は特に注意して徐々に沈下し砂分子中に 好〈泥土溶液の法透する

のを待っ て掘 り進み崩壕を防 ぐのである 、吾図でも撃井には筏 12吋の廻陣式を使用してゐるが米固

では傑10吠迄のものを作りつ〉あるとの事である 、之の工法は未? ご吾固に於ては建築には感用され

て居な いが. 潜由工法より機械設備が手軒で厨白い工法である t 思はれる。

V 川 5 6
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最 近 の

骨三込

町三

長=全

元ｾ 銘

接 1 )

浅 里子 新

1 ま へ 置 き :

電気錯援の最近数年来の臨進振りは定に目売ましいも のがある。 即ち事理の進歩、機器

の改良及び新製品の設資 2) 、新材料の麓明設費 、技 術の向上、設計の巧妙化によってその

本来の特性? こる技術的、力感的 . 経済的優秀i生3) 営 益 k 殻却し来る と共 i二、作業にnふ騒

音の弱少なる事及び爆投等の危険の少し、事 4) 等の長所が 、岡家主義の復興に起因する軍1 M!

充賓競争 、園際t条約による噸数制民に基つ

〈艦艇の軽量化、スピ 『 ド競争に基づ〈艦

船の改造( 所謂 H若返りり( 第 1 a， h 闘参

! H l . ) 新進及びデイーゼルエンヂンの使用 、

門事、電車、自動車等各種車酬の流線型化

及び腕量化( 第 2 闘) 、自111 きさ機工業の興隆 、

特殊高強度鋼の使用に基づ〈高強度接合の

要求等各閣共通の時代動向に由来する要求

第 1b 園 高官首 領 足 を 了 せ る ハ ン プ ル グ 君 主

VUI "6 8  

第 1 a 圏 汽at¥の若返り工事〈ハ y プルグ鋭〉

に合致し?こf誌に急: 速に費展し . 今や在り と.rLゆ

る工業部f"j Iこ於て最も倭れ? こる金届接合方法の

ーとして採用され . 従来の各種の媛合方法にと

って代りつ〉あるばかりでな〈 、進んで部材の

接合のみに 11てらす' 鵠遁作業主? 不要にし . 部材 の

損耗部分の l勾諜による復奮や部材 の俄街 、カ111:

等に迄膝用せ られてゐるのである。殊に我問に

於てはレーヨン工業のt)J 輿 . 火力及び /k力殻屯

所 の蛾 j長野f設、高居建築の新築 . 改築 、増築工

事の増加 、市街地に於ける建築工事に因る騒育

問題重視の傾向等特殊の事情も 1J11って此の I電無

鉛綾工業の勃興に一段の拍車がかけられたので



あった。然し電集鈴接法はま ＱｾＧ ま ＱｾＧ 稜遠 の 道科にある現 論Ａ 住用何れ の 方両に於て も 、 縦に

も横にも E に日進月 歩の躍進振りを示してゐる のである。

2. 理 論 方 面

即ち理 論に於 ては 僅 に Ｕ ｾ Ｖ 年前 け から基 礎的事項 の 本格的な科康的研究が始つにば か

りであるが 、既に

(  1  )  鉛接操作の資

際機構の研究

(  2  )  鈴綾部分 f 鯨

着金属並にそれに

近接せる接続部分

〉の物理的並に冶

金摩，的研究)

言ち・2 国 ユ ］オ ｙ ー ハ ー ス イ Ｗ イ ツ ク シス ア ムの放新流 ｦｦ ［Ａｪ ｈｲｾ 列 Ｑ ｰ Ｚｯ 此 の 六
糊 ｩｩｬｩｦｩ 吉 の 列 ｲ ｉｔ は ｾ ｊ ￭ Ａ Ｎ Ｑ ［Ｚ［Ｒ Ｑ 0噸 で，殆 ど 令市アル ミヱ ウム合令て;:zト

られ，最近レ コー ドを必る目的てイ j った大1'1，横断 I亡 il: て篠 崎el♀

ｏ 明Ａ の謎 ｉｉ 支 を ｉｾ した。

(  3  )  電極 棒の研究

(  4  )  鈴 ｊ 妾峻手及び鈴接 締法物 の静 力ｾ的 立立 に動力率Ａ的 な研究

(  5  )  鈴接部の非破壊的品質詰験に闘す る研究

(  6  )  鈴接による歪みについ ての研究

(  7  )  低f血友び高温に於げる鈴綾 k 合部の力要事的研究

(  8  )  鋒接設計のカ星野的並 t二経済的研究

(  9  )  特 殊鋼及び非織金属並に 同合金の鈴接に腕1する研究

( 10)  水中鉢接鈴断について の研賞

( 11)  鈴 使機採に ついて の研究

等が主として調米を中心として極めて活設に行は れて来? こ のであって‘ 感用範園が棋大す

るにつれて今後研究は 日を逐ふ て盛んになるに相違ない。

舘接機構の研 究は主 として猪逸に於て行はれ、 Pr of. A.  Pi l pert や D r. W.  Strel o w 及

び F l a mm 等に負ふ所が 大きし、。最近は Anna poli 邑 に 於りる U ni t ed St ates N aval  
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2)  移 しい種類の製品 が市場に出て ゐ るが 、其等の商品名苧メ ーカーの名前を闘す事は1Bi 告の織が

あるか ら差し控へる。傾向としては自働式叉 11牛自働式のもの が多〈な k 手働式の もの では型

を小さ く可搬式( 第 8 問参照〉に す る 傾 向 にあり 、 叉 電流 の 調 節 範 悶 も作 業 に 適 す る 様 例へば

20- 1eO ａ 、 ＲＵ Ｍ Ｒ Ｕ Ｐａ 、 ＵＰＭＲＵＰａ 、 ＵＰＭＵ ∞ ａ 等のも のが夫々別々 に まｾ｝ｊ 出 さ れてゐる 。

種 々 の 目的に 専 門的 ｬ 亡夫 々週 ｾＮ・ Ｑ た自 働抵抗鈴接機 の 便利 なもの や 、 各 種 の 皐 式 又 は 複式 の交

流又 は 直流 〈モ Ｍｾー後箔式 及びガソリ ｹ ＺｲＺＮＢｙヂ ＺＮＭＭ ｾ重也式 〉 自邸 ｪ 合 腐 ｦ 丘弧鈴接機 や自 働原子 Ｗ ｝Ｈ 紫
弧幸容接機、 種々の型の自働 トラックウ エルグ ー 〈移動式、 自動式〉等指定々 と使利 な新製品が 登場

してゐる。

3) 技 術 的 優 秀 性

(  1  Ｉ的 商其の 他不規則 な形 態 のも のを容易 ｩＧこ 接合組み立てる司王 が 出来 る。Ｈ第 Ｑ Ｔ ｗ ， Ｑｾ 照 〉

( 2 ) 気 密 又は7ド密 の綴目 を谷易に諮る 事が 出来 る。

( 3 ) 容易に 而 も経快 l亡剛接合 を造る 事 が 出来る 。従って見た目 も快 〈且つ部分組立品も丈夫に 出

来 る か ら 、 デリツタ に よる 運搬が安否ーである 。

(  4 ) 改造 、補 強. 主曾築号事5の工事が極めて容易 に出来、場合によ って は使 用しつ λ 工 事 を行」、惑が

出来る。

( 5 ) 研 究 によ P 改 良主主歩させ れば、後目 の各有¥11感 的性 肢の 、母 材 の そ れ に到 する効率 を l∞%

以上 にする 事 が可能であ る。

( 6 ) 仕 上 げ に よっ て外 見 令 〈 綴 目無しに見せる司}i1: III 来る。

( 7 ) 磨 耗 部 分 の 修 斑が容易に出来 る。

〈日〉工作 が容易だか ら 、 ｓ 昔話物 の代 用品 は 勿論 、 細 〈 肉￯￭ｉￍＭで紘司ｾｴ，で鉱物で Ｑ Ｑ 出来な い 様な も のでも

容易に造る事が il :l31ミる o

( 9 ) 作業を自働化する窃が 出来る。

力率的優秀性

(  1  Ｉ部材の連続性が容易に符られるから 、 ｾ綴性の有する態力経減効果を巧に利用 す る事が ｌ ｉＺｉ 来

る。

( 2 ) 金 値 とし て自主が減少す るから地震 や鉛直務主によ る態力 を籾滅す る惑が出来 る。

( 3 ) 制l方 向力 に釣して有刺な環以断而の材を自由に使』、 惑が 出来る 。

経 済 的 優 秀 性
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(  1  Ｉ ガセッ ト プ レート や添鋲が殆 ど要 らな い之 を ｾｕ 、 場合 も 、 他 の 接合場合 よ り も 逢 に 小さ 〈

て 済 む。

ＨＲ Ｉ 量 ｾ又はボーｊｉＮ ト 孔 によ る 部 材断而 の 減少がないから、 Ｑ｜Ｑ｜ 材 ｅ 軒町が小さ く て済 む。

( 3 ) パ y チ y グ作業宇猿孔作業を殆ど要 しな いから 、此等の作業 に附聯 した続 々の費用及び手 数

が省け 、工場作業の能率も上る。

( 4 ) 接 合郊で鋲又は其の他の材の: i l l ねを全然省〈事が困難でな く、骨量令ひ l Rねる場合で も、京 ね

を浅〈する事が出来 るから 材料 の 経 済 となる o

( 5 ) 力率的優秀性 の項に於ける ( 2) に よる材料の経決

( 6 ) 製 闘 が筒1' fl であ るから 、製問所要時間 が短縮 され る。

( 7 ) 岡国が官官明 でiut み易いから現場の能率がよく 、fHJj 主が少い。

( 8 ) 接 合 部の工作が簡 単 であ るから工作費が脈 〈ヒる。

( 9 ) 豊島打に比し入手が少〈て済む。

( 10) 足湯が緩小で事足る。

( 11) 馴 れ と工夫に よって鈴接速度も鋲打速度を凌Js させる司王が可能である。

( 12) 作業を自働化する務によ り鈴接 能率と 綴目 の品質を ウ y ト向 1-. させる事が出来る 。

( 13) 緩自に於ける腐触が少〈 、従 って 維 持費が 少くて務み 、且 つ主革命が長 い。

(14) 俄' 青鍛筋 コ :.--? ｖ ート工 事 の 場合 Ｑ ＺＱ 、 鎖 ｗｩ を ｾＮｴＨ Ｇｩｊ に 接 合す る事 によ りそ の 綻着に要する長さ

を短縮する事が出来 、叉主投筋との 接 合にも1! t : ね号事に長ャ長さを裂 しないから筋琶を縮減する本が

出来る。

4)  ヌ; 斯鈴接の場合の様 rこ瓦斯容稔の 爆五査 も な い 叉其 の他

(  1  ) 鋲の落下によ る危険が無い。

( 2 ) 僕鋲による火災の怠が無い。

等 の 長 所がある事 を指す。



E ngineeri ng  Experi me nt  Station  に於ては鈴接電流友ぴ電庫の費化を亥1閉 じ記録出来る

非常に鋭敏な電気計器を併用してア ー ク自身の超高速度活動潟貨を撮りア ー クの影響の下

にある電極棒 の 欺態及び之と昼策並に母材 と の相互関係等にｾＮｊ癒する電流や電医の蜜 化 金

調べ 、此の結果に基づいて Arcl ongr aph i : 稽する機械を護明し、鈴接時に於りる電流及

び電摩の襲化を刻明に詑鍬させて 、此 の言E鋭か ら舘接時の耳[ k のAA態を判断す る事が行は

れ、之によると 鈴援しつ〉ある 時に於て 、出来上る べ き鈴媛の良否ち職工の技側も 直 にわ

かり非常に便利であると報せ' られてゐる。

叉舘接部分の金相要望，自今研究によって此の部分は鈴着金属と之を悶む比較的狭ノl、な 一つの

唐とより成り 、此の狭ノj 、1;' 居は更 に分れて融合部分 と艶質部分 とのこ居となって居 仁 E

襲質部分は更に過熱音s分と冷却音1¥分 とに分れて ゐる事等が明 に 5 れに。又電極棒の芯線並

に被覆剤と母材の組成との相互関係及び電流や電駆の差異によっ て鉛綾部分の組成‘ 組織 、

電磁気的性質等が如何になるか等が研究されに。然し未Tご勿論十分な解決は得られてゐな

い の であって、初Ｚへば被覆 干し 桜棒 を 用ひ＿こ場合は彩ｾ電極棒使ｦｉｊ の顎合 に比して鈴緩音 ｉ ｾ 分 に

プローホー JL が多 〈な るf頃があるがその原因がま 1:: ハツキリ判ってゐな し、 のであって 、被

覆担割lの各成分中 の結晶7 ] < によるも のではな いか等と云ふ様な事が別賞中に属してゐる似態

である。

舘接電極棒については各閣共に多〈 の研安が翁 されて ゐる 。然、し此の分野' に於て も遺憾

乍らｾｾ逸が リー ドして ゐる とい っ てよいで あら う。調米共に従来好んで直流 鈴接 機 を Ｉ Ｑ Ｑ ひ

主として裸電極棒を仮Z用して来、 今向構迂物や機械数等には採棒が庚〈使用されてゐるが .

R 鱗や摩力容器は勿論の こと、其 の祉 の工事 に於ても最近は被援絡が好まれる犠になり、

延いて交流機の使用が崎加の傾向 lこある 。殊に米園で は慶ブ1治初日鈴・該の大電流使用 の分野

に於て特にそ の傾向が大であり 、叉遮首な厚被覆棒を佼用する自担鈴接頭の如l き菊i数置が

使 はれて来1: 。倫直流機を使用する場合にも被覆棒や有; 芯棒 ( Seel endraft ) を使用する事が

多〈なつに。之 は鈴接部の 衝 撃強度や疲努限 度を 高め叉拡性ｾ大 にして ｬＡＱ￭ カ の 自己 救済 能

を大にし鈴接部の終局強度を大にする事が重要視されて予約 : からである 。裸棒の方面は最

早大開に於て務建の頂黙に遣して ゐるので舘接部に 劃する力事的要求が六ケ敷くなって来

るにつれ今後奈々被覆梼の研究、使用 が容になるに相違な し、0*閣で は昨年 l 年に凡ゆる

鈴接仲置で使用 出来る鈴り込みのよい鈴着金属の延性の大きな高能電磁隊や 、直続交流雨

用 の 卒附用高速度 鈴按霞栃棒Ｈ大ＺｦＱｩＮｾで大電流 で高症度で佼はれる Ｉ 、 高強度鋼 用電極棒 Ｈ 鯨

着金属の引張強度 ＵｦｬＮＷｾＷＰＮＳ k g/ mm' で鈴着金属中 に 4問 叉 は J的 叉は此等の組合せを

含ん で ゐる ) Ｐ ＮＲＥ 以上 ｃ を含む鋼の接合用の被覆棒Ｈ旬材から鈴着金属 へ ｃｾ 移註す

る事を妨げ 、母材よりも延性のある鈴着金属を造る。引張強度 51. 3 kg/mmヘ 降 伏 黙 41. 5

kg/ mmヘ 延 ぴ 21/ につき 31% ) 、高速度 I 唐鍬接用高能被覆電極棒 ( bur n-off が早 し 飛

官主 主 容が ｴｪ 、でＮ引 張強度 ＴＹ Ｎ Ｒ ｾ ＵＶＮＲ k gj m mつ、鑑鍛鋳接用被覆電極棒( 筏 t lf で、低熱で使
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用出来 、従ってクラックの出来る可能性が減少

、但し約 80 A で使はれ 、錯援は 3" bead 以 上

一時に置かな い犠に、断続的に行はれる。〉及

び種 k の鋼の瞬粍面の修理用被覆電 極棒 ( 硬度

高〈級性大で軟鋼銀 上 のsingle l ayer は R ock-

well C  har dness ヵ; ＴＰ｟Ｔ Ｕ［Ｒ Ｑ｡ｹ ･ ｲｳ では ＴＸｾ

52) 等 種 k の要求に遁合する様な被覆電極棒が

賢り ｾｊ ｉ さ れ ｦ こ の である。

科ｾ的研究を始 め ＿こ最初 の 頃は Ｎ 各園共に専

ら静力撃的な賓験 と衝撃試験と のみを行って ゐ

?こが . ドイツに絞ては其後振動性荷重や. 繰リ

返し: 荷重による試験を行ひ 、鈴 fi:' k 手の疲勢限

肢 を試磁する事力; 主要l視されて来? ニ。此の策運

国j成の第一殊票当j 者は Prof essor Graf であっ 1=。

Nasenprけ日l

383 圏 いul ぉtprυtil

此の試 験 の 結 果 、錯 接の疲努限度が頗る低レ事力; 明になり 、電極 棒の品質の改良の研究が

康ん になり 、最近は鋲よりも遣に高い疲勢限度を有する鈴援を行ひ得る電極棒が製造され

る稼になっh 髭 接 接 手 め 動 力 開 研 究の結果 、振動性や繰り返しの荷 重 版 げ る 梁材 り

植手には 、 添 飯 石＿刑ひない接合方法がよい事が明 ｬ こ なっ＿こ 。 叉 接手の牧理、カｾ的な研究

の結果隅肉鈴接の猷陥の最大なるも のがル 戸ト lこ於りる; 熔り込みの不十分なる事である事

. 4 圃 Nasenpr ofil の使用量 1931ー 1934
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が明になり 、之が解決として特殊の型鋼 .

例八ば、 Dor t mund- Hor der 鍛工業協舎か

ら賢り出されに Nasenprof i l 巴 とか ll seder

鍛工所で浩り出されに Brei tstahl wul stfl a-

cheisen の様な型鋼が好んで使はれる様に

な り、 ( 第 3 - 4 闘参照 )、 その結果相首太

い棒で 1 同盛仕上げにする事も 出来る 様に

なっ? こ。鈴接に要する 時聞を短縮する事は

経済、上重要な事柄なので誼首な 断面の型鋼

を用ひ 、又 は設計を? 遁嘗 にして太い棒を使

用せんとする研究が行はれる傾向にある。

接 手 の動力謬的試験が行はれる様になって

から 補強 盛 隅肉よりも輪廓のな Ｑｾ らかに援

化する軽盛隅肉の方が疲勢限度が高い事が

明 に な れ 軽感隅肉を好んで使用する 様に



なった 出 来上つに館接部 の 品 質ｾ Ｎ錯接却を破 壊 する事なく試験 する事は 凡 ゆる場合に

1町二好ましい事である。之が間車に II つ安直に IJ I司王るな らば11前人的災害の橡防問題を暫〈

持 げば 、商倒な鈴接工の技何試験等は 必す・しも要らない事になり、且つ各部を限な〈 検 作

する事が 01* るか ら強度の雌質性を増し 、延いては安全本をも低下する事が出ボ るか らそ

れこそ一石二鳥とも 三鳥 ともなるロ従っ て此等の研究も各所に於て 行はれて3誌に。最近各

国共に X 線試験機の便利なも のが賀り 出されて来? こ ので、工場内館緩の検布には x ｍｾ＠

試験が廠〈行はれJ僚とする傾向にある。殊にド イツに於ては大 中小各極の型の可搬式のも

のが賢 り附 されて居 L 橋梁工 事の現場等でも 盛 に使はれてゐると云ふ事である。其の他

ドイツに於ては Schmuckl er 氏の穿孔試験機や l. G 舎l社考案の A E G 製磁力総佐用音響

試験機等が盛に用ひられてゐる様である。

舘接による熱歪み については早くから多〈 の研究がなされてゐるが 、多〈は鈴接方法や

鈴接I l I i i 序の女fJ き技術的な 研究であっ? こが 、最近は接手のブJ 接的研究に於げる熱態力や残作I

1flJ.. 7J の研究と卒行して材料力感的に研究せられる僚になり . ! 胤る精市IHを極めるに 至つに 〉

最近高視及び低温工業が盛んになり 、叉満袋の企fJ iき極寒地に於 て製品が使用される様な

機舎が多〈なつに局に 高温及び低温に方さげる錯接部の研究が盛ん にな って米? こ 此の方面

lままに開拓の特についにばかりであるから 今後の研究が期待される。

今迄は鈴J妥設計に 於て は何でもかでも リベットと 総を 切り 、鈴綾構造物は鈴接のみで 行

{ まれなければな らない と云ふ概念が総後併進界を支配してゐ? こが 、最近はその犠 な偏執的

態度を? とら す、リベット との併用必ずしも 在むべきて‘はなく 雨者の協力がうま〈ゆき 、且

経憐的に なるならば 、大いに リベッ トも巧妙に m用すべきであると云ふ思想、が起って米? こ。

それでドイツ の賞際家の聞では鋲陵合に較べて経情的となる部分? ごげ鋳援を用 ひ、他 の場

台は営訪植手叉はi:1 : : 口は鋲緩令とする傾向がある o ￘ｬ ｊ へば工場で集結する部分は総て鈴 Ｑｾ

し Ｎ 現場主 Ｑ Ｑ 立 の ｴＧＩｾ 手は 線 、 て 鋲 接合とすると云 つ仁 枝 な 方法 である。 叉之 は閥 情によって幾

分の相違がある筈であるが . ドイツで は鈴接工の工貨が高い f誌に鈴接を使用 する工事 の費

用は、飴接延長に著しく支配され . 従って幾分材料の臨故は上皆川|しでも鉛接延長を 小にす

るプJ が経済的になるのでプレ ートガー グー等もモーメン ト分布に従ってフラ ンヂ‘ に 小 さな

添泌を何牧 も鈴峻する事はやらな 〈て 、大抵 フラ ンヂは一枚の材で造る傾向にある。之は

叉前越しに様に! 日)J 的荷重を受げる場合にも架の絡局強度 ぞ出める 取に な り都合がよい ので

ある 。叉鈴綾に よって互の俊介が簡易 になっ t: 結巣主として1![UI方向プJ を受りる 材 として最

適 なる パ イプの活用が盛になって来 t=o Ｈ 第 ＵｾＶ 闘 Ｉ

工業が進歩し 、兵総力2援護するにつれて 、或る程度伯格を度外硯しでも優秀な性質を要

求する様になり 、最近はニ ッケJ l - ijl. j .  """7 ンカ‘ ン鋼. クロ ーム鋼 、ェツケル クローム鋼 . ク

ロ { ムモ リブデ ン鋼 、 クローム パナヂウ ム鋼. 、耐錨鋼 ( Stainl ess stpel) 等の特殊鋼の鎚

接 が段 ｫ 研 究官［ 施される 桜 に なっ ＿ こ ｯ 叉スピード競 ｾＺが激 し〈 なる に つ れ、 が ＢＨ ｾ さ機 共 の 他

6 3  v 川



第 5 圏 パイ 7 ・を鈴接し て遣 っ た選手智橋

の交通機関は軒〈て強い材料を好んで使用

する様になり . 従ってデユラル ミン、 ラウ

タール等のアルミニウム合金やマグネシウ

ム合金の鋳J妾が行はれる様になり 、叉銅や

ニッケ ;1.-等の鎗接も 行はれるに至つに。尤

も此等は康い意味の電気館接によって鈴接

される のであってすべてが金属電弧鉛接に

よるものではない。

水中て‘錯接. 錯E新等が行へれば便利 な場

合がある。それで水中 に於て竜) l J : ¥鯨接を行

ふ事の研坑が行はれてゐる。今 日迄の研究結果としては芸大の様な結論が得られてゐる o

( 1 ) 金属及び茨素電弧は水中で十分纏績が可能である コ

( 2) 水中に於げる錯接及び鈴断 作業も可能で ある。

( 3) 被覆糊は十分厚〈表面にシエラ ック

・ワ ェスのア ルコ ール溶液を塗布して

耐水性を輿八なければならぬ。

第 6 園 パ イ 7 ・で鎧った

高さ 10) 米 の塔 ( 最 高 認

の高さ 108.6米〉

( 4) 水 中では直

流が良い。

VI I I  .6 4  

( 5) 水中で は見

透しが困難で 第 7 b 園 宇 自 助 鈴 篠 機

あるから油営 第 7 a 園 自動匂狐鈴接陸自ス バ: / 9  m 

な方法を選ば

なげれば なら

ぬ。

鈴接部の 品質 に

ついて の要求 が大

になり 叉新鈴接法

の琵明が行はれ向

鋳接が盛んに般用

されるに至 るに つ

れて錯接機械器具

に於ても改良殻明

が行はれて便利で

優秀な ものが ドン



ｾ Ｎ Ｘ 圃 可搬式 一人用( 市式) 交流電狐鈴接機

第 10圃 7- レ ツ シ ユ ア ー ヴ エ ツ セ ノL 直 径72. "長23'

第 9 圏 Wi nt on  V - 型 ヂ イ ー ゼ ノL ; r.  :y ヂ y 架脅専用

主材 ドン市場に迭られる様になっ 1こJ

例へば駅搾丞寄託で作動するガンを

有するポータプルスポッ トウエル

グー、熟慮却され1= アルミ ニウム

合金を接合するのに使ふ スポット

及びシ ームウ エルグー、耐錆鋼の

鎗接に通ーし? こシ ーム ウエル ダ{ 、

自動車の車韓共他の鋼銀製 Shel l

の製造に便利な hydr omati c wel -

der 等が出来? こと報ぜられてゐる。叉極め て簡易に遠方調整の 出来る直流電弧鎗接機が浩

られる様になっ 1=。例へば電極棒を数回 タツフ.すると自動的に電慶が上れもっとタップ

すると下り 、か〈て唯電極榛でタップ 第 ＱＱ 園 ｖｾ 弧鈴接さ れ た直径 ＹＰＢ の 水道銭管

する L' けで穣電機の電流の生産が調節

Hl 来 る様な舘接機や、 Open C ircuit 

volt aeg と WelJ di ng current との 4 0  

の組l令せを i主る 140 s t巴刊を備へてゐ

る鈴接機等が寅り 出さ れたと云ふ事で

ある。鈴接作業も段々機械により 自動

化 しようと して 長!<i1=ので、自動鈴接機

( 第 7 a， b 闘) の瑳明. 改良も亦極めて

感である。今後鎗援機 r.N: の改良も此方

面に於て一段の進歩が期待される。

3.  慮用方面

雌用方面も漸〈世界大戦以来で あっ

65 yl l l  



て比較的 日が溜 いので あ るが、其の程遠は IEIこ驚歎 に値す るのであ るつ即 ち艦船の建造 、

修繕 、若 返 し 各種兵器の製作 . デイ ーゼル エ ンヂン の 架構 ( 第 9 圃) や種々 の機 械の架構

門擁及び歴力容器( 第 10闘) タンク やサイ ロの製 作. 水道の鍛 管 ( 第 11圃 j 水力護電所 用

のペンストツク 、瓦斯及泊総迭 管 、共の他各種の管類の製 造、従 来鋳物で迭 られて ゐ?こも

の〉 製 浩、航 空 機 、自動車 . 汽車 . 電車等の機開 、架構及び車悼の製 造 . レールの接合 、

クレーン、デ リツク等の組立て、橋梁や建築物 の 構成等 凡ゆる 工業部門 に於て その膝用日

を遁う て主主 k 盛 ん になら んとして ゐるのであ る。

建築 を除 〈其 の他の工業部門 に於ける舷用の概 況 につい て も書 き? こい のであ るが 、それ

は他日 の機 舎に譲 仁 建築につい て、 ぞれも我閣に於けるものは他日 筆を 改 めて書〈事と

し、主 として米濁の建築界に於ける電気錯接利用燃態につ いて き' っと 御紹介申 し上 げよう

と思ふ 。

米 国 ・ 米闘に 於 ては建築に封しては各州市 に夫々建築[ 際令を有して居り、従来 は錯接の

使用を認めてゐなかっ? こが 、米園鋒接協舎 ( Ameri can W el di ng  Society， 1919年創立) で

委 員舎 を起 し. 1928 年 に “ C ode for  F usion  W el di ng  ai1d  Gas  Cut ti ng in Bui l di ng  

C onstructi on" なる槙準的錯 接仕様書を作製し . 之 を各州市に その採用方 を勤 めに結果、 4

5主将営局に 於て も芸大第に 之が採用 をなし 、鈴接の使用を認容す るものが出来 て来 ?こ。 共の

後此 の仕様警は 1930年及び1933年の二 回に亙って改正が行 はれて今 日に至っ てゐるが . 現

在では 21州に於げる 11 ) 市が夫 k の建築僚令中 に錯接構i主に闘す る規 則 を包 含せ しめて居

る。 之 を 3 つの 人口級に分 けて表示すれば次の湿りである 。

v a t t 66fh  

A :  Ameri can  Wel ding  Soc iety "Code for  F ll sion  a. nd  Gas  Cll tt ing  in  Bll ilding  Const rncもion"

M :  湖 自 の 規則 、 どの場合に も貸 質的 には A の主 一致 してゐる が、 A 程 完 備 して ゐないもの 。

P :  Pac ific Coa. st Blli lding  Officials'  Conference Code  鈴接 に つ いて の保項は 凡ゆる 主 要新 に 於

て; . A と一致す る様 に改 正 され てゐる 。

人口 1∞，∞ 以 上

Birhl 凶 gham，Ala. M.  H oust on.  Tex.  M.  L ynn， l¥l ass. A. 

PortJ!l I，d， Ore.  M.  Syracll se， N.  Y.  A.  Wi lmi ngt on， Del  A.  

DalJ as， T ex.  L ong  Beach， Calif. P. New  Orl ean
o
， La.  A  

Rnchestcr， N.  Y.  A.  Utica， N.  Y.  P.  Y Oll ll g宮town，Ohi o. M 

人口 25，αX)- :∞，αX)

Ala. meda;  CoUf. P  Bcrkeley， Cal!f. P.  F resno， Cali f. P.  

Pasadena， Calf.  P.  F' acrament o， Calif .  P.  Santa Mon  ica， Cali f. P.  

Al bll querqe， N.  .M.  P  Corp凶 Chri st i，Tex.  P. E王unt ingtυn Park， Calif. P.  

Pittsfi eld， MasS.  A.  8alem， Ore.  P.  E' chr eveport， La.  P.  

んl hlmbra，Cal i f .  P.  Davenport， l owa.  A  l¥'J anchester， N.  H.  A. 

ｾ ｨ ￳･ ｮｩｸ ，＠ Ari z. .P. San Bernardino， Cali 仁 P. stockt on， Cali f  .  P.  

A: ustin. Texas  P. Everett.  Wash.  P. Meridian， Mi ss. M.  

:R ive尚 icl e，Cali f. P. F' an J ose， Ca!if .  P.  T ncsoll ， Ariz.  P  



Monroe， La.  P .  

人口 ｾ必泊以下

Ari zona:  

Br awley P  Prescot t  P.  Hawt hor ne P.  

Ful l erton P.  Calexico P.  l nglewood P.  

Burbal l k P.  Y tIl Da P.  

Gardena P.  C lar emonも P  

Arkansas :  

Compon  P.  L a  Habr a P.  E l  Dorado P.  

Laguna Beach P.  Coron込do P .  

Uorcoran P.  Li vermore  1'. 

Ca1i fornia:  

A It ura宅 P.  }';I Segundo 1'. Modesto  P .  

Ei  Uent ro 1'. Ma ders 1'. Santa Mar i 込 1'. 

Anahei m P.  ]<' untana Monr ovi a 

日1 Mont e l'. Mar t inez 

Lynwυod 1'. Bell 

Ne w J ersey:  1'. 

Mont erey Park P .  South Pasodena Uhぬもha，" A.  

Sebastpol  P. Newpor t  Beach 1' .  

Nat i onal  Ci ty 1'. Seal  Be出 :h 1' .  

Nevada:  

Oceansi dc P. Las Vegas 1'. i ‘ l IJ ulIga 

Sυ ut h San  Franci sco  P.  Orange  P.  

Ont ari o  P.  Tr acy  P.  

Nor t h Ddkota:  

Oxnar d P.  T ulare P.  Grando Eυrk: ;  1'. 

Tuj unga P.  Pi ed mont P.  

Palo  Al t o  P .  Tust i n P.  

Oregυn:  

Pi ttsbur 百 1もich mulld 1'. ド出1 Brllll u  l' .  

Uki ah 1'. Wal nut じreek ど. Uottagc Ｈｾｉ υ ｶ ｣＠ 1'. 

1・0 曲 on込 l' 1{iverbank P.  Eugene  1'. 

U pl and P.  Wat sonvi l l e  P.  Medford 1'. 

Redlands  P.  Sau Anselmo  P.  Kl arnat h Fal l s  P.  

Vi sal i a 1'. W ilI o w Gl enn Marshti el d 1'. 

Uolorado :  

san Fernando P.  

Washi ngt on:  

Sau Leandr o  P .  Gr a ml  J  ul l cti m P.  Sall  Lui s Obispo  P  

&57  vHI  



E Jl ensburg P .  

Mont ana:  

San RafJel P  K elso  H elen" 
1'. 

Olympi a P.  

下記の人; 口 50.000以上の 19の都市は、事質上重要な鋒接建築工事を許可 し? こが . 館嬢に闘

する規定を包含せしめる様建築僚令 を改 正してはゐない。

A lbany， N.  Y.  r  D etr oit ， M i ch.  Oma h a， N eb.  

At l ant i c Ci t y， N .  J. L os  Angel es， Cal i f.  P hil adel phi a， P a.  

Bost on， Mas s.  N e war k， N .  J. P vrt l and， M aine  

Br i dgeport ， C on n.  Ne w H aven， C onn.  P rov i dence， R.  1. 

Cant on， Ohi o.  N iagar a F 乱lI s，N.  Y.  Schenect ady， N.  Y  

CI 巴v eland，Chi o・ Okl ahoma Ci t y， Okl a.  W heeli ng ， W.  V a  

De v er， Col o.  

人口 250. 000 以上の下記の 8 つの都市 は、小規模の餓撲建築物 を認 可し. 又 は大規模

の建物に制限鈴援を認 め1: 。

Chi Cago， III 

Ci nci nat i， O hio. 

Kans as  Ci t y， M o.  

Mi l waukee.  Wi s.  

Ne w Y or k， N.  Y.  

P itt sburgh， Pa.  

St.  L oui s ， M o  

W ashi ngton， D.  C.  

以上の他人口 のもっと少し、津山の群小都市が . 鋒接建築工事を許可して ゐると報ぜら れ

てゐる。

手許に ある 資料から 、最近迄に許可されに錯接建築物の主要 な ものを摩げて見れば下表

の様になる。

No.  建物又 は建築主名 I品 主主 よ且 模 世ii 考 凶名

El ecもr旬、Vel di ng 00.  of  

ｾ ｹ ｰ 工場 1920 米

Amcr i c3， Brookl yn， N. Y.  

2  

Peerl c'唱 Aut o Sales 00.， 

2 階 建

Morg副 I Engincering  00・

Mi ddl e  West  

of  Al l ia氾之込Lγ .吋 e，Ohi o 施 工
I! 

Rtee! 120 t  

W estIl 、gh'¥use E lectr ic 

al:d  町 川 1 Ufacturi ug <":0. 

設 計監 督

3  8ch込ron.Bui l di ng， f' a  :r: 場 5 階 建 A meri can  Br idge 00 施 1926 
I! 

工、鈴接 プレ ート ガーダ

ーを有する & 初の建物

Rteel  790  t  

銭骨L・a及u工gh場lin鈴接 、 .} "nes  

色ub口redersrtlhvltn.rgnPhuaof.  ausce t  IClech-ic  
lζi In tunnel  

平 尾

&  Laughl i n 8teel  001" 

4  uri ng <":0.， 建 築 面 積

pnrati のn
I! 

billldi 口g 建方及現場鈴接 、Mi nno-

1927 

y.  2  Acres 

tte Br ot  hers  <": 0  

'科 teel 330  t  

General  El ectri c 00.， 

卒 犀 (1部2

鎗接、 Ameri can ｂｲｩ､ ｾ ･＠
5  場

階重量〉建築

ｗ･ｳ ｾ＠ Phi l adelphi a， Pa.  
エ

面積

00. トラスのスパン 6ぴ 1928 
/1 

138' x552'  
Sもeel 1，α)() t  告書

訓 "t・



6  
H omestead H otel. H ot 

Spri ngl， V a， 

7  
Sterl i ng f  EIetnori al  Li b-

rary of  Yal e Uni vers it y  

8  
T o口aw" nda P o wer  00.， 

North T or. awanda， N.  Y.  

9  

Mi ss issi ppi  Val l y bSIterl uc-

tural  Steel  Co. ， Mel r ose  

Park， Chi c"go 

10 

υhl ov al l ey  h  General  

H ospi tal ， Wheel i ng， W.  

V a.  

11 

Aust l n C0.，UCPPleEy  r  t-ar-

nOehgiio  e  Av e ， veland， 

12  
Hanger ， H oust on  A irport ， 

rexaョ

13  
Ar ch- r oof  Bui  Idings， 

Fl or ida 

14 
I王addon Hal l - Cbal font e  

I王otels，A  tl anti c Oi t y 

15  
vVest i ngh')use 0  ' . 工 場

霊平、Norl h Trati ord 

16 

Noni sto¥¥'n C Il urt h01l 5e， 

Norri stown， Pa.  

For 白 t Lawn M au301eum， 

17  。: endale，near L os  AI ト

geles， Cal i f .  

Paci fi c Mut ual  Li fe lrl-

1d ｾ ｵｲ｡ｮ｣･＠ Co.， Si xt h Sもreet，

L os Angeles  

Edi son  Bui l ding Al l nex  

19  
〈EqdoiUt hern Cλl ifor ni a 

son  Co.，)  L 05  Aロー

ＲＧ ｾ ･ ｳ ，＠ Cal i f.  

20  

E dison El ectri c  l l l umi -

nati ng  00.  of  Boston  

21  West i nghustl Co  

West i nghouse  () o.  Cent ral 

22  
IEng inPeeitrtisnbg u  L aboratry， 

East  Pi tt sbur l!' 

23 
WestSintgahtioo凶n，e  C0. Ser -

V 附 ， Newar k  

一一‘ - 一一

W 田 tinghous e ω . t ank 

.24 
sbhuoilp d  and  rollingbs-bmu ill 

ing， 'East  Pi t t sburg 

westmrcgh house C0.  

25 1  Research L J borat ories， 

E ・早t ‘ Pi l tsburg，Pa.  

ホ テ ル I 13 階 建

番 瓜{

2 階 i l l i 也

銀 行 法 下 階

事 務 所 正 ｵｲｾ 而 秘
133' x 138' 

届k - W. I 平 屋 建

J丙 11.>i: 

1主 主u 在 日i ;前

庖司五 若締者 Jj!j' ＱＶ Ｐ ｾ 日 ＧＱ Ｇ

持 納 W. I 平 屋 建

築 物 包技 場

2え 司 王 屋 主tt

ギ ヤ レ ー ヂ

E査官t l'長:

多くは 卒 緩

エ 場 其 の 他 は

3 - 7階

法 経 15 階 建

ト ラ ス

高 18'

長 96'

事 務 所 | 第6附を l畦

ｾ＠ ｾ＠

ギ ヤ レ ー ヂ 16 階 建

及 | 建 築 面 積

レコード倉廊 I 55' x 150' 

14 階 建

m築 商 政

58' x 100'  

ーヂ | 高 105'

I  Steel  2∞t  

-甫'j 158'  

研 究 所 | 建 築 市 税

220' x  120'  

2 階 建

建 築 面 絞

目 70，α刈コ'

l一一帯- m

高 60'

建 築 面 積

674' x70'  

研 究 所 | 第 3 階 1 階

司面 9長

鈴00接. 、 Amer i can Bri dge 

l 部 ボ ー ル ト使 用
1928 I 米

Stcel  560  t  

建 方 l 士重喜接、 L eake &  

Nel soll .  Inc.  ｾ ＧＯ の エ レ
クν ョ y ポーノレト使用 、

11 

5S0te，αelxコ7ヶ∞鈴z篠 々 手

SElil1Eze方ied1g2土e2鈴0九0接Vt0、2像lfs F or t Pitt 
11 

Steel  235  t  
/1 /1 

主主方及鈴接 、R. R

Ki t chen  Uo.  

11 11 

St cel  150 t  

会主接 、 L incoln El ectri c  11 11 

じο.

C会主0Z. 妻、 Li ncoln El ectri c  
11 11 

同様 の もの 3 村l竣功

施 工 、Ar ch E ngi日 出 ing

ar. d  Oonstructi on  Ou.  11 11 

Clear-span arch  t ype.  

同 様の もの30.rill

施 工、 Bethl eheru Steel  

00.  
1929 

11 

St eel  540  t  

E施延るte建工eFZl築t、eCJe面ool nr積pel.s  o0r93da37 K  t  ， L a  u  g  h  l  i  n  
lon  

α )() 口'

会 ee1 I ，Oj 7 t  

11 11 

S工te場el リペッ ト、 現 場;鈴接

8α ) t  

11 11 

Pacitic Iron  and Stecl  

Co. 施 工

11 11 

Rt ee1 60 t  

施 工、Gonsol iuat ed St eel  

Oorporati on  of  L "5  An-
11 11 

宮eles.

現 (f は 6 附I与し か 出 来て

ゐない が、将帯主築来 更 に上部

に 7 階数を の計1 ; : で

1930 
11 

あ る

工場リ ベ ット、現場S在接.

i3teel  1，3∞ t  
1/ 11 

内 1，050 t は鈴接構造に

腐 す

施工、 Mi nnot t e Brot bers  

Co.  of  Pi t tsburg.  
L  1/ 

ｾ 鈴接

金 鈴 接
11 11 

St eel  2，0∞ t  

Steel  1，060  t  
11 11 

St eel  615 t  11 11 

Steel  360  t  
11 '/ 

H 刷"



DalJ as  Power  and Li ght  

19 階 建

施工老、 Mosner Stee 1  

26 事 務 所

高 246'

Co.  DalJ as. T ex.  建 築 而 f.u
and  Machi nery Co.  1930 米

l oo' x 100'  

Stecl  1. 3∞z  

工場リベッ ト

27  

E.  1. du Pont de  Ne mour 
s 事 務 所

建方Bethl ehe mStrel  Co.  

&  Co. .  i Vi l mington.  Del  

14 階 建 現場鈴接 : Mell on. T ayl or  
11 11 

H endri ckson  

Stee 1  1. 576 t  

f:i ervi ce Bui 1di ng.  Al ba';y  

28 ( Ne w Yor k  Power  and  Steel  700 t  
"  

11 

一

l i耳ht Corporati on)  

29 市総合. Schenect ady Steel  5∞も
11 11 

30 

Y.  W.  C. A.  Bui l di ng.  
施工、 Bel mo白t 1r o口

Sch日ectady

W orks 
11 11 

Rteel  200 t 徐

General E lectri c Co. .  

5  階 廻t

31  

Bri dgeport.  Conn. 
建 築 商 絞 Steel  342 t  1931 

/， 

100'  x  190'  

13 階 建

New  E dison Bui l di ng  高 15ぴ

鋲と鈴接と混川

32 

( Sout hern C' a! if or n i a 

事 務 所

建 築 而 綴

Edi son  Uo. ) L os Angeles. 180' x 180'  

鈴接 令長 50.0∞'
11 11 

Cal i forni a 延 面 積

Steel  3，500 t  

269，0∞1:-: 

エ { ル大挙建築 群、N ell

鈴接 Pi tt sburg Bri dge  

33 

H aven.  Conn.  8hef1i el J  

Sc ienti fic School  admi ni s-

高 150' and  1r on  W orks  
11 11 

tiati ou  bui l di ng 

St eel  8∞b  

34 

υ or mumn-yi ，はuartranNsedl， 

Yal e  Uni versit y， Ne w Steel  940  t  
11 11 

E王uven，Conn.  

S之Aral 1VuY〈yEafleeTw OMIlIepdal fvicienars 1  l  

35 

Memorial 施工 Pal mer Steel  Co.  

H ospital ， 
6 階 建

Steel  560 も

11 11 

Uent er  

36 

General  E lec tric Co. ， 

工
Pi ttsfield， Mass.  

場

11 11 

37  

Courthouse aも Provi-

法 廷
dence， R.  1  

11 11 

38  

City H ospita! ， Boston， 9 築階而 建

Ma喧 .

建 fJi 施工 Pal mer Steel  Co.  
11 11 

6，&∞己'

39 

、，Vesti nghouse Co. .  

ギヤレーヂ

M onr oe St reet， Chi cago 

高 110 工場鈴接、現場ポー ノι ト
11 11 

40  I  ｾｾむ ｔｕ tt C li ni c ani  R ese- 発 卒 家
L eland W K .ing 設 計

Labυrat ori es 研 所 主 主 築 面 積

1935 
11 

」ーーーーーーー 277 m'  

奇妙な事には 、 上掲の諸表からもわかる様に. 米閣の 三大都市、 N e w  Y or k  ( 人口

6，9: ' 0. 000. .・・・・1930年現在入 Chi c ago ( 人口 3. 376，000. . .. . .1930年現在入 Phi adel phi a ( 人

口 1，951，000... . ..] 930年現在) では 、1 ・33 年現在ではま Tご公には建築構造に鋒接 を認めて

ゐない。然し此等の何れの都市にも例外建築物がある 。即ち N e w Y or k には Br oo kly n

に El ect ri c Wel di ng Co mp a n y の工場が . Chi c ago には 、W esti nghous e C o. の工場銭

接せるギヤレーヂが叉、 Phi l adel phi a には We s t P hi l adel phi a  に Gener al E lectri c  C o.  

の工場がある 。但し目下立集中 の ｎｾｷ Y or k 新建築僚令には鯨援について の十分な規定

Y III T O 



第12園 m弧 鈴 接 せ る 14階 の 事 務 所m築 第 13圏 海軍気象籾測lfr ' i '，J:弧鈴t寄せる' 丹純

が織り込まれてゐる と報ぜ られてゐる。叉此等の都市と雄も勿論部分的には他の建築物に

も鋒援を認めてゐるのである o ( 第 12，13，14，lli ， 16，17 闘)

濁遁: 建築に劃する膝用方面で はその舷用開始時期や 、普及程度ーから云ふと . 米国より

遅れてゐる様である。

El ekt ro日chwei ssung等に報告せられてゐるものを見ても橋梁方商が主な様に見受けられ

る。建築方面は、現在所謂 Di n 4100 の規程に従って Ba u Pol i zei によって監督せられ

てゐる。全館接の建物としては手許の材料の中では僅に二つしか傘げられな いのは残念で

ある o 勿論此の他にも相等多〈の鯨接建築がある事であらう。多kに餓道方面が盛の様であ

る〆第 18園)

建 物 名 用 主主 税 模 1l ii 考 竣功年 閣 名

Ti efofenhal l e 

深燈工場

3 mの 丈 を 有する 令 鈴接

1930  淘

eDor t munder  Uni on)  の プ レートガーダー似!JIJ

Dui sburger 本 線 の プ

7 ' ' 7ツ ト Hahment r iiger  

フオ ーム :zp. 家 ( 又 i'i Phostentrager)  
fI 

ラット 7 オ ー ム 上 家

上 君主 電1梨官事ー

最後に少し〈後談に亘る嫌があるが. Di n 4100 の治られに経過について一言述べさせて

頂き度い。と云ふのは之にこそドイツ園民の民族的特徴を如賓に現して ゐる定に 味ふべ き

鋒接進化史上の一節であらうと思はれるからである 。

此の Di n 4100 は始めパイヱルン建築地方委員合 ( Bayr i schen Lokal b礼I l kommi ssi on)

によ j l - モの制定が提唱され、ドイツ園織の熱心な指導的協力を得、1 / 電気錯接を通じて必

7 1  V I U  



r - ーーー

第 14園 7u: 弧鈴接された H ol't onsphere

闘するさ持者 、ー技術家及 び鈴接機持や電極棒 等

の製造業者 等の専門委 員によって D eut sche

Gese ll schaf t  _  fu  r  EJ ek  tr osch  weiss ung なるも

のが設けら れ. 之によ っ て誌の ドレスデ ンの

賓験其の他に根擦 を置いて鈴接に闘す る最初

の纏 つ?二規定が 出来上つに。次いで 1930年 7

月プ ロシ ヤ保安大臣の布告となっ て法規 とな

っ?こ 。共 の後之 を基 として之に劃して村l 治 家

材料試験家、事業家、 錯 接専門家等の熱心 な

協力による賓際的経験や賞験 結果に基づ 〈真

撃な批判 によ って適切 な改 訂 を受 付 1931年 5

月 10 日プロ シヤ保安大 臣の布告となり D in  

4100 として略現在見る様 な形の もの となっ て

現 れ1: : 。 その後も 前記の人 々の熱 心に して 自

由民警な批判、研究によっ て事理 、技術、 材

料、 機 務の著 しい進歩に感じる様 1933年 8 月

31日の許容感力度其の他 の重要な改訂を受げ

てプ ロシヤ大蔵大臣の布告となり 、翠 1934年

8 月25 日fl}び その内容に著 しい慶革を 刻|へて

Di n 4_100 第 3 版 として フ・ロシヤ大蔵 大臣の

V J .
1L 7 2  

す・鋼建築物工法の経情的上昇を達

成 し得る 11 と云ふ匿|い信念を 以て

ドイツ鋼建築物工業界は怒って此

の事業に一瞬の鴎賭もな 〈技術的

に叉経済的 に協 力 した 。 そ れ で

1922年に H 鋼主主築物に闘 する賓験

委員合 11 なるも のが D resden 工

業大事の賓験双材料試験局に於て

アン グ ｬ ｾ 材 の 媛合部 の 研 究 から事

業に着 手しに 次 いで Ｑ ＹＲ Ｘ ｾ ＱＹＲ Ｄｬ

lこ於て 、あの 有名 な H ドレ スヂン

の賓験ノノヵ: 遂行 された。 此の賓験

では専 ら静力感的 な試験方法が探

用さ れに。同年 ( 1929年〉鋒援に

4

日



第 18園 Duisbnrger 本 野 ポ テ ツ ト 7 オー ム上 家

布告する所と なり 、館接工業への着手ーは米

聞に辺れる事約一昔なるにも拘らす早 〈も

之を凌駕して見事に関系付 けられ 1: 現存の

規定を挫る事が出来? このである。その上吾

々の見逃すべから 5 る事は此の数ヶ年 こそ

第 17圃 ポ ス ト Y 市 立病 院 ドイツ闘民の経験せる恐ら〈は最銑なる政

治的、文化的、経情的危機の時代であっ仁左云ふ事で ゐる o ドイツ闘民のこの烈 -'<1: る工

業的改革の意気には唯 k 敬服の他はないと思ふo 本年 4 月の報導によれば 、トイツ開館は

本年中に約 100 伺の鈴設鎖橋を建設する 計重であると云ふ事である 。あの海軍大横張案の

務表と 思ひ合せる時ドイツ闇民の頑張りには驚歎の他はない。ぞれにしても 義国に於て も

1 日も早〈電気錯接だけてもよいから、我が現献に聞した、そして今後の聾展の基礎とな

り. 費展を正雷に導く指導線となる援な規定が造られる事を希望して止まない次第て‘ある

( 1935. 7. 21)  

ｾＳｖ ｕｬ＠



コンク Y ートの振動壌充施行法 に就て

武 内

ｾ 参

拝E ま住

コンクリート の振動頃充施行法が米1:.' 賓地に蹟〈採用されてゐな いのは 、振動填充法の

効巣に就いて詳細な事柄が判明してゐ ないことに 因るものであらうか。アメ リカに於て所

k の賓際工事に此の方法が試験的に採用せられ 、その効巣に付いて報告されてゐるものを

見ると、振動境充法が一般に普通の浜充法に比べて多〈の利益をも に らす事が認められる。

掠動填充に依るコンクリ ート カ; 本質として手詰めコンク リ{ トと何等異なる所がないの

は明かで あるが、凝原開がセメント モルタ; " l - に依て完全に包まれるか否か 、共の程度如何

は. コンクリ ート の品質として根本的な重要事で ある。

賞用上のコンクリートを形成するに要する水量 はセメント のイヒ感作用に必要なる水量 の

みならす¥施行に適する軟度 を輿へるに足る 水量を必要とする。之は換言すれば . 空隙少

〈筏度大なるコンクリートを形成する施行法として後分の71 < を利用する事で あるo :1" 1¥想的

な結果を望むには . 此の方法は既に その 目的と 矛盾すると 言は なければな らなし、 。水セメ

ント比とコシクリート の強度と の一定の闘係. 即 ち7kセメント比の，J、なる程強度が大であ

る事より考ふれば、施行に要する水量を可友的少〈す可きで ある事はー唐判然とする。振

動填充法は此の目 的に到して、官余分の水量に代ふるに振動を以ってする方法である と云ふ

事が出来る。

YI け7; 4

振動撰充に依る利 益ｾ翠げれば Ｑ Ｎ 施行に 適す る軟度を普通よりも硬〈し Ｎ 従てＷｫセメ

シト比を少〈 し得る事。従ってコンクリ ート の強度を高めることが出来、叉一定の強さ の

コンクリ{ トを作るに要する セメント量を倹約し得 ること。 2 . 普通の方法では填充の図

書量な場所に用ひて役立つこと 。 3 . 施行の努を軒減し得ること . 等である。 術 ほコンク リ

ート、空隙を少〈す る結果ほ皐に強度のみならす・. 透水性、凍結に到する抵抗等、締、てきさ

際 lニ闘係ある性質が改善される事は明かである 。叉 コンク リート の品質の不揃も娠勤務の

一定の取扱ひに依って改善されるであらう 。

振動現充に用ふる振動器には、之を用ふる場所に依って失の女n< 種々 の形式がある。

1. ( Aubenr iitt l ung)  仮 枠の外より振動を輿へるも の。此の方法は椴枠に 振動を輿へ

て之を内部の コン クリート に侍へるのである 。振動作用がコンクリ ー トの深部に向って有

効に停はる範囲は限られにも のである と見な ければな らな し、。放 に柱、 壁等の如〈奥行の

少なる場合に有効である 。奥行の大なるコンクリート恒に劃しては その表商の仕上りを卒

滑にする 1:: げの役目を果すも の と見られる。



2. ( l nnenr ii ttl l1ng)  コンクリート内に振動絡を挿入するも の。 此の種の振動器は似

枠の外より の振動作用が充分及び難い場合に有用である。此の種の振動音量の最も普通の形

式は 、符聞きれ七回11笥j伏叉は単献の銭容器の中に振動接置を納めたも のである。特に狭l溢

な場所に使用されるも のは純 l f/ 程度のチ ュープ妖で ある。 動力は長い可接柄に依って偽

へられる。

3.  ( Obertl acherii l t l ung)  水平に庚〈コンクリ ート を打つ場合に 用ひ られるも の。之

は底の庚い Ill l 欣の室長盤上に振動器を載せた形である 。振動絡は左右封構に廻轄する 2 つの

偏心廻時腫 に よ り 成 れ そ の姐時カの垂直分カに依って上下に振動する . 共の底は直接コ

ンク リート 上に蹴って居り、コンクリート の厚が上告すに従て上方に浮き上るのである 。此

の振動器は狭し 、場所や鉄筋の幅壊す る場所には用ひられない。

4 .  向lま之等の外. 振動する細長い餓棒を直接コンクリートに挿入する法、鎖骨. ? : ' コン

クリート で被置する場合 . 振動器? : ' 鎖骨に取付ける法等がある 。以上の如き種々の振勤務

は摩搾空気叉は電動力に( 去って運輔 される 。 J反動敏は調節可能であるが大韓 2000 乃至

4000廻/分 位 で 充 分のやうである 。

最近濁逸に於て振動現充法に闘する賓験結果1) が報ぜられてゐるものを見ると‘ 種 k

の重要な結論が掲 げら れてゐる。今 それを抄記すれば下 の如〈で ある。但 しそ の質験は

Oherf t aじherii t t l ung に就いて Y ある 。使用された振動器は底面約 40 cm.  x  40 cm.  f院枠は

40 じm.x  70 cm 高さ 40 cm. である。

1. 振動境充法は如伺なるコンクリ ート に劃しでも同様に有効なものではなし或る特

定の コンクリートに劃して、その:劫巣が特に好〈現はれる のである。

2.  振動効果の願箸なコンク リートを得るには先づ凝原腫 として可及的空隙の小 なるも

のを撰ぶ可きで ある。( 註 、此の賞験では凝原韓のみに振動l長充を施して、そ の密度を測

定する事 をも行ってゐる) 次にセメン ト及水量は強度を考慮に入れつ〉形成されたコンク

リート樟が粘延長性のセメン ト糊欣腫叉は微粒モル タル厳に包 まれるに 足る如〈定める可 き

である。

3 .  粘顕微粒モルタルを用ひ振動境充に依って形成したコンク リート は賓用上の長大強

度及密度をもっ。 而し て同じ配合を用ひても水量が之よ り少なかった り多かっ たりすれば

振動墳充の効果が劣る。

4 .  7 } < . 量を少〈して振動l員充を行ったコンクリ ート は同様の ものを注意深〈普通の方法

で填充した コンク リート よりも優秀である 。

5 .  振動i員充に依る時は然 らさ' る場合よりも水量が少 〈て情む。従って同じ品質のコン

クリ ート を得る に要するセメン トが少量で済む。

り， BET0N u. EI SEN 1935.  H eft 5， 6， 7.  

1 6-・'¥1111



e.  7kセメント比と強度と の一定の闘係は 、普通報; 練コンクリ ー トでなければよ〈営i絞

らなわのであるが 、掻動填充に 依る時は より硬練のコンクリートに封しでも成立つ。

フ. 振動填充法に依る時は . 然らさ' る場合に比し 、事情に{ 火つてはコンクリ ー トがより

経済的且つ、e 均質なもの主成り得る。

8 .  配合水量を遁嘗にすれば振動境充に要する時聞は比較的少いも のであ る。振動時聞

を必要程度以上多〈するも共の・1誌の効果は極〈僅かである。 のみなら する場合に依つては強

度の低下を来すこ主がある。( 註 、ー擬原惜の偏寄に因る〉

9 .  ..1ま地に於ては毎分 1 m. の割合で施行する のが誼賞である。

10.  振動作用を迅速に完了せしめ るには 、 漁め俄枠に可及的充満E つ卒坦に! 原料を充

? こしてお〈がよし、。

11 ・ 此の賓験に主として用 ひた振動数は 2000 回/ 分乃至 3800 回/ 分の範囲であるが 、

此の範囲内で の振動敏の相違は大した影響がない 。但し振動揺〔の多い方が多少共有利では

ゐる o 大韓として 2700- 3500 回/分の振動数が誼首と見られる。

1 2.  振動填充に適する配合。水量に於ては振動持はそ のほ商が強い表面張力に依って

コンクリート の表面に国持されてゐる。依って振動の需に振動絡が跳ね上る ことを防ヤに

は此のカに抗し得る程に振勤務を重〈する必要はない。

13.  振動器の重さを? 精しでも( 此の賞験の場合には 60 kg より HOk g へ、底面 の単

位面積に就いて言へば 3.7 kgj d m包より 8.7 kgj d m三へ〉何等特別の効果は無かった。但

し此の場合配合水量は振動j民充に油しにものであり 、振動様の遠心力 は 200 k g である 。

1 4・ 振動l員充に泊するコンクリートに於て、府の!手さ 15 cm. 振動数を 2700 回/分と

しに時、振動力を 100 より 200 k g に高める こと は結果に何等特殊な相遣を* さなかった。

而して振動カを上げると同時に振助教を 38400 回/分に櫓しに時はコンク リー トの強度が

少し¥ ( 約10 . %) 高まった。

1 5.  振動填充に誼しない硬練の場合には振動 1) ｾ＠ 400 k g に上げる時可成りコンクリ

ー トの強度ば増しに。( 但しそ の強度は水量を之より 多〈し 、振動ブJ 200 k g を以って填

充し? こ場合の強度よりは低いのである〉

1 6  金腫として次の虫fI ¥云ふことが出来る。即ち振動の時間 、振動数及び振動カを高

めるよりは 、配合、水量をく特にそ の水量を) 誼営に撰ぶ方カヘより容易に振動撲充の効

果を費量げる事が出米る。

1 7， 振動作用の及ぶ深さには限度があり 、或る程度までは振動力に闘係する。

1 8.  此の賓験の場合に就いて云へば、居のj享さ 20 c m までは振動力 200 k g で足り 、

之を 400 kg にすれば) 手さ 30 cm. に劃して有効で ある 。

さえにア メリカ に於ては M. O.  Wi t hey の貨験報告1) に次の如き結語が掲げられてゐる。

1). J O UR NA L  of Lhe  AM}'; R l UA N  C0 NC民日T E I NS' f l TUTE MA Y- J U N K  1935.  
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但し其の賞験装置は 6" X  12' 1 の闘j書限枠 {f i*助議上に取付けにのであ る。

1  .  振動填充法 に依れば 、セメント が僅か' i J '.J 至 8 %で 、而も優秀なる コンクリ ー ト一

一透水性 少 し 凍結融解作用に抵抗 犬 、 且つ材齢 1 月の強度 3000 乃至 3500 ｬ｢ Ｏ ｩｮ ｾ 一 一ーを

作ること が出来る 。

2 .  セメ ント : 援l京慌が 1 : 13.2 なる コン クリート を 振 動l漠充に{ 去って作つに ものは、

セメン トが之より 2 5 % 多 〈、ス ランプ 2 吋の手訂j コン クリート に比べて 、あらゆ る思』で

優秀で あ る。

3 .  1 :  10， 1  :  11. 6， 1  :  13.2  ( 重量比 ) の 振 動i員充コンク リー トは 150 回の凍結融解の反

復に耐え得? こ。 而 してそ の結 果強度は 、同 じ期間 中{録保存せる同種の試 験帽の強度 に比し

91 乃至 9 5 % を保ってゐ? こ。

4 .  1: ] 0 なる振動境充コンク リー トは 40 1b/ i n. の水摩を受けても 、 その表面に透水

の形 跡 を現 は さない。

5 .  より高速度の振動を周ふれば 、コン クリート のi毘充が更に短時間で成し遂げられる

であらうと 推察される 。

6 .  コンクリート のj穏充に螺動器を過賞 に使用するな らば 、従来の嘆充法に ff ¥るよりも

軟度を 小 な らしめ 、セメン トの{史肘を少〈し、叉より粗き骨材を用ひて 、而も従来よりも

密度大 に して透水性小なる コンクリ { トを作る可能性があると思はれる。

以上描げ? こ 如 き最近報ぜられてゐる賓験結巣の結論より 、振動摂充法の効率ーに闘する大

慢 の智識が得 られる。之を 如何にして有効に賞地に感用する かは 、fおlま今後の研究に侠つ

可きも のがある 。此民主では唯七、 その基礎として会11 る可き事項を 、簡 略に紺介し? こに 過 ぎ

ない。

本 披 執 筆 者 紹 介
( 3 ] 十音順 〉
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京 都 市 水 害 朕 況 視 察 報 告

浦 向 史

A . 序 説

J 昭和 10 年 6 月 27 日以来北九州地方を襲ふ? こ稀有の大豪雨 lま同地方に大水害を輿へつ

'> 28 日深更から猛烈な富雨を伴ふ局部的低気摩の大築凶となり 、東進し山陽 、山陰、凶

園等! t ' 荒し捻仁 29 日未明よりは京阪紳方面を襲ひ 、電光、宮鳴を伴ふ全〈の土砂降りと

な れ 大 阪地方で は午後一時迄の雨量 163.8 粍の大豪雨とな れ 明治 29 年 8 月 30 日の

淀川大洪水の際の 174 粍につぐ篤異的の大雨量を示し 、京都方面では更に

第 一 凶

甚 し し 6 月 28 日! I : 後 10 時より 29 日午前 10 時迄の総雨量は 268. 6 北大路橋

粍に主主し 、明治 14 年京都測候所開設以来の記録となり 、叉 29 日午前 6

時より 7 時迄の i 時間の雨量賓に 4ti .3 粍を示しに のであ る、之が翁淀

川始め木津、宇治 . j じ、加茂、共他近畿各河川の増水甚しく東海道線、山

陽線、山陰線、閥西線等の銑道幹線、其他郊外電車各線不通となれ電信

電話の被害も甚大に A' i=f.:kの大風水害の惨欣を再現せる かの槻がめつ にので

ある。 而し て之による被害の統計は次の通りである 。( 6 月 30 日午後 11 時

現在〉

竺三巴-主巴二ι盟主恒竺恒竺!丘三当匝亙|竺竺

;;i l ;l; (2;: 戸 11;j 戸li jjj j戸l:;;;; 戸|l;3 146

繭 岡 l係| 32 61 29 

童話長 l 五依大橋東洋

B. 京都市に於げる 加茂川

梁 幡 宮 切 り の 吋Yl
に作ふ加茂川 の射水は約 4 米

で全〈 の記銘絞りでゐった。

4申a  

妻、

従って 6 月 29 日午前 6 時 30 分に木造橋な

・喝;...ー- -

‘ .  切る上カH此橋 、御凶橋が流出し . 続いて 7 時

‘  
ｾ＠

同
島、. ｾ＠ - .; 

匂. . )0.......，.. JJ 山 内 夷 川 橋 二 附 吋 出 之

等の橋材がカ11茂大橋、三傑大橋. 凶僚大橋に



d  

2事長 2 .'I i 係大橋VG岸

引l匠り、流域附近一帯の浸水の一国営なしに

のである、其後加茂川の各橋梁は相続いで訴

も. 残って居るも のは僅か に、北大路橋、 /:H

雲路橋、加茂大橋、四f氏大橋、七[ 際大橋に過

ぎ争 、 さしも山紫水明 を誇りしカ11茂川畔も 一

朝にして陵塊となる の感がゐつに 、著者は 7

月 2 日、 111 口儀三郎氏 . 伊藤帯封t氏の御助力

を得て京都市内各橋梁共他 の 水 害 ｩ ｦｽｾ 況を調 査

する事を得1: ので以下各橋梁の被害の大田告を

報告する次第である。

篤民 -3 三{ 阪大橋

，. 正面構官鱗筋コンクリート橋で中央部 下詰!IT 4 三修大憶

が落ちて居 ＱＺ が附近一関未 ｲｾＧ 浸水を捜し調斉不能で あっ ｦ こ。

軍事長 5 夷川橋 2  玉僚大橋 橋幅約 4. 5m石

古橋脚 3 本に支へられ . 橋面は木

遣 、都j干唐金擬費珠を附 し1: るク

ラシックスタイ) 1 . - の橋であっ 1: が

窮民 1 及び 2 に見らる〉首n< 南岸

の 1 スパン宛を残して全部流出し

て居る。こ の盛存部の橋脚の基 礎

は何れも河床上にあらす・雨岸の河

原上にあっ 7二事も特長と云へる。

3 . 三候大橋 高山彦九郎の銅

Ｇｬｾ をｶＧ ｭ Ｎ



像のあ る有名な橋で あるが中央部に於て見事に流出して居る。橋巾約 7 m 直俺約 60c m

の闘い橋脚 5 本の上に約 30c mx  50cm のコンクリート枕桁を戴せ之 に約 30cm 1 形鋼佐

用ひその上 lこ約 8cm の木造床板佐用ひ 1: もので 、五僚橋の如き 擬費珠付の欄干があった

事は云ふ迄もない. 潟i ! { 3 は同大橋の偲橋工作作業である。

4 .  = 慌大橋 7)( 流に直角に約 30c m の I 形鋼にて補強せ る木造で あっτ 東岸の 3 ス

バンを捜す のみ であつに。

5.  夷川橋純然? こる木橋で橋巾約 3. 5m 位東岸の残存部分ぞ見るに水流に卒行にコ

篤農 7 ｾ害補の石度当直前方が賀茂大橋

r  

明 118。



r'. b良 B 葵 橋 間 洋

シクリ{ ト基礎を置きこ の上に長さ約 2m の橋脚丸太を用ひ之に橋桁を戴せにも のである

6  荒神橋 rlJ 5. 5m の鍛筋コンクリ ー ト橋で ある橋仰は約 50cm 径の闘技 3 本の上

に橋桁 60cmx  60cm ぞ識せ 、その上に スパン約

7  m の桁を有する餓筋コンク リート スラプによっ

て構造されて居る、各材の支黙はすべて所謂サホ.

ートで ある 、こ の橋は 丁度中央部の l スパンのみ

が落ち 1: もので他の橋脚に流木が非常に多〈 か〉

第 2 闘 って居るのがE怒って居7こ。

7 . 葵 構 加茂川と高野')11の合流転に 接し て加茂大橋があれ少し離れて 加茂川側の

橋が葵橋で高野川側の橋が河合橋で共に落ち 潟良 9 ｾき橋東岸を 望 む

て居る。馬其 7 は西岸より見7こる 、葵橋の破

壊献態で先方に見えるのが安全であっ? こ加茂

大橋である 、潟真 8 は同じく西岸よりの破壊

紙況で橋床のアスハルトが露出して居る のが

よ〈見える. 潟虞 9 は築橋の東岸を望ん?ごも

ので東岸の残存部が流材共他の 1: め持上げら

れて居る飲況を? 示す 、この橋床の断商は闘の

如〈相営堅聞なも のであるのに橋，仰を過す・る

梁( 枕桁 j に撃に戴せであるにげのものであ

る詩に橋脚が陥淡又は流出して潟県の如〈コ

ンクリートス ラプが落ちにも のである。

el  vi i r 



軍事良 11 出雲路橋幸了it

潟民 10 はこの橋の残存部と破壊部主の床の接手が離れ て居る所を示す前闘の梁断面は

この潟県に見える断面である

8 .  出雲路橋 英橋と殆と同じ構造で欄干のデザイン のみが異る橋であって危〈流出を

菟がれて居る。西岸の端の橋脚に援する石垣が崩壊して見地石の尻を見せて居るのも水流

の1孟烈 さを4思ぱせ' る 。

寓J T t で見る如〈之等の橋の橋脚が低，1 3 . その間隔が徐うに少に過 ぎるのではなからうか

私共素 人にはこの橋の設計が鍛筋コンクリ ー ト治で ありなカ 2 ら木橋に針する手法を その僚

用ひである様な策がしてならない。

9 .  北大路橋 北大路橋は安全で あっ 1: 。橋脚の間隔も努橋等の約 2 傍あり、鎮骨桁を

有する鍛筋コンクリート橋で ある。 併しこの橋によって上流の流木等が壊事 止め られにま誌

に附近の堤防が一時危ふかつ ? こと土地の人に聞 いに事である。

潟良 10 務 縮 の凶 停 の 床 接 日 の 破 後 篤l ! 12  出 ｾ￟ 各十怒る垣の崩楼

"'"1"  e宮、
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北 大 坪む協

持反 13 北 大路橋2土中賀茂橋

10  中賀茂橋 中賀茂橋は北大路橋の北方に接して居る鎖筋コンクリート橋であるが

忠良 14 中'l'd立陥橋 桁 の落下

叉 この橋の コンク リー トの調合が非常に裂

し、，隊に 思はれる 。

C  建築物の被害に就て

今回は幸にして風を飴り伴はな カB つに i誌に

建築物 に劉 する被害は比較的少なく何れも /:H

7kに よる被害のみであつに。

. ]. 京阪電車四僚停留所 プラッ トホーム沈

最も 完全に流出落下し 1: もの 〉一つで ある。

潟員 13 に見 える標柱がなかったなら或は橋

の存在営 見i詳し?こかも 安11れない程度であ る、

潟県 15 に見 る如〈各橋床はば らばらに 夫 々

溶下して居る、而して各 k は均年下の時の激 動

による亀裂破援のみ で梁 或は床としては丈夫

なも の と想像される 、潟真 14 は東岸の石垣

に接する橋桁を示すも ので、橋桁そ の もの と

しては徐り被害はない のである 、要するに橋

脚がもっと丈夫であればよかつにも の とも考、

へられる のである 。

認民 15 中賀茂橋破援! f *況

6"3 .  VI I I  



' 局長 16 四後大橋と京阪際

下。

京医電車停留所から四修大橋へ通す・る銀筋 コンクリート のプラットホ ームが潟県 16 の

如〈沈下して居? こ 。

之はプラットホームの桂の基礎の根入が浅かつに f誌に流水による土砂の流出のにめ基礎

が沈下し 、従って桂が破援し? こ震に上部の鎮筋コ ンクリ ー ト床も破壊され銀筋を露出しに

ものと思はれる . プラッ トホ ームの桂の断面は比較的充分なもの と考へられるが恐 らく今

回の様な大洪水時の水流や流木等の横 j J ｾ充分に取って設計はしてないであらう。

2.  回俵大橋畔八百政食堂別館基礎 京阪四依騨の聖母岸にあ る八百政の別館として河原

に突出して建築せる部分の基礎の根本の土砂が流出して失つ? こがその断面が相嘗大であっ

筏局 17 八百政 ｾｉｉｻ 拾ＺＩｫ ｩｬ 畦

VI I I  8.4-

?こ震に建築物には何等の被害がなかっ? こ。聞

に見る如< 35cm x  15c mの木梁の下に 16m m

の鎖板を置き之に 30c mdi a の鍛筋 コンクリ

ート凶柱 をつけ 、その基礎は 63cm 角傑 き

55cm の下に割栗石 毛? 入れて あるものである

之が潟県 17 の如〈周囲の土砂流出して割栗

石迄見えて居る のである . 潟真 18 の凶荘は

最前列の分で聞のは中妊の分である 、凶依騨

と同じ場所にあり一方の鎮筋 コンクリートは

破境されこ の方は上部は木造ながら安全であ

勺にのも面白い封照である。 潟県 19 は同じ
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ｾＱ＠ 3 問

〈四係大橋下のコンクリ ー ト ( 厚き 30 

c m 1 mx 2m) の ものが剥離されて而も

位置を艶へ られにも の を示す 、水流の猛

烈さを示すに足るも のであら う. この橋

下 には流木が一杯 に積重ねられて居?こ。

3  京阪三僚韓プラットホーム基礎露

出 プラットホーム の桂及び小屋組は鎖

骨で基礎の土砂流出が なかっ Tこら建物そ

の ものも無被害で あっ? こも ので 、桂は

90m m  x  7 0 mm x  6m m  の山形鋼 4 紋を

20cm に用 ひ基礎は湾民の如〈 底面約 6

Ccm )( 45cm 高さ約 1. 5m の コンクリ l

トで、主u土の上 に約 20cm 厚 の1県筋コ

ンクリートス ラプを用ひて居 る。

之がホ ーム の無筋コ ンクリート下部の

土 壌の流出によって基礎が露出 したも の

で、斯る河におｾまれた様な場所に於ける

構造物はこのホーム の如き極めて簡翠なも の と雄も更に充分なる設計 と施工が望ましい も

のである 。

叉潟県 23 は同 じ〈三傍聴便所附近の石垣の崩援を示す ‘ 石垣が出7. kの時に裏込 の土砂

の流出によって斯〈 の如〈崩壊しにも の と思はれる、完全なる餓筋コンクリート擁壁でめ

つになら仮令土砂の流出 はあ っても壁そ の ものは安全で あったで あら う。

4 .  j 在阪国道筋ー民家の基礎涜出 京阪街道筋の淀の附近の間口約 4 間奥行 5 聞の}ノト

ＱＮｾ 民 Ｑ Ｘ 八 百 政 i) lj 官官基礎
f.:&良 19 閤4最大 筒 下 のコ :--!7 リ4 ト ー

ＸＵ Ｎ ｾ ＱｬＧ＠



1J 提 20 京 阪 三 僚 際 7 ・7 ツ トホ ーム

民家にｾ箕の如き基礎下地盤並に基礎流出があっ＿二 、 隣地の凹地は約 Ｒ ｭ の深さを有し卒

常は7] ( なく 、従って排水口もなかっ7こものである、之が今回の涼雨の? こめ約 2.5m 増水し

震に床下の約字分に沙る土砂流出崩壊して 、栴を組んで危〈倒壊を菟れて居るのである 、

之に依って池叉は 問地に接近して基礎を設〈る場合は、擁壁叉は石垣にで充分補強せる 地

盤の上 に基礎を設〈る の必要を痛感しに次第である。

D. 結
五

ロ

z

z

n
"
 

橋梁の設計の際はゑJ論過去の辰大雨量に劃して安全なる如〈にさ れるのが嘗然であるが

京都に於て は明治 33 年 8 月 19 日午後 10 時から翌朝 日 時 迄の聞の 161粍が最高記

第民 21 Ｉｾ 阪三 伐 際 Ｗ ・ Ｗ ツトホ ー ム 基 礎 ｹＮ￭ よ出 勾長 22 J ; r阪 三俊廊 プラット ホーム 基礎 沈 下

"' I u，s e 



鋒で今回の雨量はこの約 7 制上位になって居る

のである 、従って相営量の被害は営然かも知 、

れない が昨年 9 月の大風水害の時に山間部楠

林は多 〈倒されて裸地となって居 ?こ震 に この

地方の雨が全〈一時に流出 しで惨欣を カ11へ?こ

ものと考へ られる。

今回 の各種の被害 を結果から 見て、而も 建

築家の我 ノ々が批評がましい事を述べるのは甚

1:.' 般{ f 失し1: 事とも思はれるが 、その原因と

して考へられるも の〉一部を述れI;{ 、1. 河積

が不充分であっTこ事、現在の河原町は背の河

原で あっ1: とかの噂も ある位で 、昔時に 比較

して河幅を減 じ? こ闘係 もあらう 。

2.  
橋脚力: 多過ぎた事、之 は加茂川の風致

上或は止むを得なかったかも知れぬが 、叉前

にも述べ? こ如し木橋時代の設計をそ の健餓

筋コ，ンクリート橋に I!!!. 用したか の如き翻のめ

る橋が相嘗にあっ1: 様である、叉費用の闘係

もあらうが. もっと鎖骨や錨筋 コンクリート

の特長を蛮揮せしめて貰ひ? こかった。

3. 
橋脚の構造が不完全に思はれる 、今回

流失或は落下した鍛筋 コンクリート 橋の橋脚

( ピヤー〉は 一般に闘示の如〈闘形断面のパイ

ルピヤー( 脚註)の上 に枕桁 を皐に載せ fこのみ

の構迭のものが多かつ fご。

叉! 附柱は仮令官余り長〈な 〈と もも誌の紫 ぎが

あっ?こ方が強いと思はれる、斯る sappコrt の

構造は鉛直荷重に謝して は安全かち知れない

が. 洪水の時の如〈水平 に流材共他が首る場

合は蛍然枕桁の落下 を来?こし 、ス ラブが落ち

るのではなからう か. 叉枕桁が落下しなく と

も! 肉桂の基礎根入が少なげれば流勢によって

洗掘せら れて水墜と相f突って橋脚が倒壊する

10;良 23

2草花 25

三 線Ｎｷｾ石虚脱 婆

?霊長 24 基礎流出民家i E 商

ｽ ， ｾｬ 礎流出民家官 ｉｉｬ ｬｬｩｉ

81  ， ｙＮ ｾｬｬ＠



事も多い 、従って今後加茂川に架する橋梁は

人道橋と雄も橋脚の根入れを充分にし . ll つ

枕桁と脚桂とが離れぬ撲に少な〈とも橋脚力2

闘の如き 1 つのラ ーメンになる様に設計され

ｾ＠ 4 岡

1: いのである。

4. 橋商が低〈過る事、今回流出の銭筋 コン

クリート橋はすべて橋商が常水面から 2.5m

以下のものである、上流地方の橋は殆ど木橋であったのと、木屋町共他の涼み床等が流出

第 5 闘

格 ?牌 ヲ - _/(ン

した震に、之等の流木叉は浮滋物が流出しない

賀茂大橋共他の橋梁の側薗に簡突堆積し遁水箇

所を閉塞し、水位ｾ高めて附近に氾濫せしめに

ものが多い。之に劃しては雨岸の取付げに差支

へない程度に橋商を上げると同時に橋桁の成を

低〈すべきである。

5  橋梁の或るも のが木造であ ? 1二事、木橋

は或程度増水後は浮上るか 、流失する事が多く

その流材が F流地方の供水の一原因をなす事は前に述べ1: 通りである 、木橋にす れば 勢

スパンも少となり. 従って橋脚数も多〈なれ洪水時に非常に庖険である。

又工費は 、橋の構造叉は長短によって勿論一定でないが 、巾約 5m 長さ約 80m 位の橋

で鍛筋コンクリート迭とすると 1 m

2

営り約 70 悶位木造にすると約 45 闘位と聞いて屠

る。併し耐久年限に於て木橋は銀筋橋の約 占と見られ、維持修繕費をも見込む時は却って

館筋コンクリ ート 橋の方が約 3 割程安僚となるのである。

勿論、二僚. 五僚等の麗史的に有名な橋は矢張り昔の形を保存ーしたいものでゐるが之は

橋面上の問題で、橋商下の構造は須〈近代式のも のであり? こい。更に上流地方の植紘共他

永久的施設も考慮されて 今後京裕の 山紫水明の奪はる〉事なからん事を切望する次第であ

る。 向本調平日に首り右ftk 便宜を興へられし建築科長高田忠雄氏並に篤真撮影の努を御採り

下されし. 山口儀三郎氏、伊藤善雄氏に深甚の謝意を表する次第である。

叉本報告は橋梁 に到しては素人である筆者の考へを率直に述べ? このであるから斯界の専

門の方 k に針して或は失姐なる言附等があるやを廃れて居る、幸に御寛容の上御叱正あら

ぱ望外の光栄である。 (10.7.  12. ) 
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静 岡 地 方 震 災 調 査 報 告

lU 田 誠

災害強度委員

中 井 新 一 郎

は し が き

本 調査は災害強度委貝舎の命により現地に参り 調査見開 したもの を記述 した もの であ

ります其の節. 2在者号事の剥 査 に御 j f 品//下 さい ま した li将阿i孫、管絡課長吉野技師、静岡 l孫

建築技削 ｩ 大村 巳 代 治 氏 、 都市計 ｾ ｦ ￭ 課長良荻忠蔵氏及び其他の方 々 に深〈感謝数 します

叉震災調交の伐街地に御滞在中 の帝 大武藤清博士、問弁士皮切/ij 士授、工 大谷口 忠 博士 、

京大棚橋助教授及其他の方々と宿を同じうし親しく御指導、納l援助を賜った$ . を厚〈

御 蔵時 ｬ し ま す ｣ 叉彼［町地を 詳 細に御案内下さ っ た ｬ 孫 符 ｾ［Ｇｾ思 の山口技 手に は 非常に御 Ｑ 世

話 に 預 りました 。

最後に合員石川究三氏が自強的に筆者舎の調査に御参加下され最後まで我々と行動を

共に され 御援助下さ っ た'$ は非常に倹快に存じます。紙ヒを借りて厚 〈御量豊中します

縛 、 論

Ｗ 月 ＱＱ 日午後 Ｕ 時 ＲＵ 分静岡 、 清水雨市及共 の 接続町 村 ｾ製つに地震は 地 域 的に非 常に限

定きれ に ｉ ｊ 、地 震であっ Ｗ こが 、共 のｾ域 地 直内は可成の強 ｾｑ であっ＿こ事が共の被害の相賞多

大であっ 1: 事によって知り得る。

強震営時の各測候所の概測によれば

沼海測候所授表

護 震

震 度

初期微動

憎績震動時間

最大震幅

性 質

震 源 地

飴 震

i賓松測候所授表

7 月11 日午後 5 時24分56秒l

強震の弱

7 秒 3

1 分間fi'[

20 111m.  

上下動

沼津を距 る西南 40 k. m， 

安千奈川河口限近にして一部断居の活動を認め 1: lJ 

11 日強足後 5 向 、12日!I官庁に 2 阿あり . 何れも人慌に感す' る程度に

あらす' 0

本日午後 5 時25分 56秒左記の如き地震あり。

初期徴動 9.8 秒

8.9  VI ) I  
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東西南北水平 20 lllll ¥. 最大記長幅

蚤 極

上下動 10 111m. 急:

苦言度

質

構観震動時I 1JJ

出

身慌に感す・るも の 2 分

出僚を出 1 る北東75 klll. 安倍J11 ｾ ｉｊ 流地思 ｬｩ 、

無し

辺司1，1 地

被

中央気象葺三島支葺

害

11 日11' 後 5 時24分57秒珪 [ Q 時

強誕の弱質
ト

ι

・

ト

E

E

1¥)  111m. 
中高!主

15分

民 源 地 安倍)11M口

｛ｑ 災地の静岡市に測候所のなき ｊＮｾ， 営地に於ける ｾｗ 也［時心地出に劃する数字的な観測 ｉ ｊ

総w勤時間

キi料は得られなかっ? こが、島村沼津測快所長の調不正によれば民うたに最も近い静岡市 、高恰

大谷の各部員存1) ｾ長害最も激しし此等 の 烈五区域に於ては最大出幅 ＱＲＰ 111m と推測されて

居る 、然し此等の烈以区域は前記高絵. 大谷附近. 時間 . 清水雨市及其近郊に限ら れ極め

此れに ついで猿長区域は富士郡庵係官1) の南部にして 、駿東郡 、富士て狭少範聞でゐつに

m; の北部及 11
1府府地方に於て は師に強出の強となり 、伊東 、熱海方面に至つては弱民とな

って居る 。イ第 2 闘参mO

此度の地主; の出源地に射して有度村村長の12 日朝

静岡鯨聴に 1:1

'

，頭し「此度の長災は有度山が提訴地ら

しい」との Ｑ ， ｾｴｈ により皐ｾｊＧＱＮに意外のセンセ ｻ シヨン

ｾｴ 巻き起し＿こと云ふ挿話がある。

即ち y({ 津i J l lJ 候所 の安倍川河口設に劃して . 有度山

に犬断層が認められ、殊に山麓附近には亀裂が茜し

1梢 4 いので 、有度山カ ;b.Q源地であると云ふ設が劃立して

'" 3荘。1，居る。

気象里浜的似 ｬ 究ｾ基礎とする沼津測候所の護去によ

ると、有度Ｅふ ｩｾ［［ｩ 地設は有度山の大｝ｪＩＭ ｪ 濯が断唐と誤

認せられ? こもので三島、御殿場、伊東の各測候所の

観測通信をまとめ出央を安倍川河口附近と決定され

( 第 2 闘参照〉叉強震直前久能山( 有度山

の一部) 沖合に突如大鳴動があったと思ふ間もなく

て居る。

、

点"

a ゃ

Jo f ' も

， 

Vt l l  

ぐらぐらと 31dこのにふっても. 出板、は有度山よりも有度山沖なる事が立詮されて居る と云

91 
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はれて居る。有度山の崩壊は此の山に 山骨な し 殆ど赤土であっ? こ矯で 、山] 頁の茶屋三軒

に何等の被害の無かつ? このを見ても 、主主源は有度山にあらざる事がわかると云はれて居る

此度の長災地帯に は清水市の中心を貫抜き南に延ひqこ' ! i . ・傍川町I厨及更に其の南を南から

北に走る断唐があるが 、此度の地震程度では断居を稜生するまでには至らなかった。

又海 との闘係上最初非常に憂慮されて居? こ津波は . 調マモの結果金 〈起 らす¥ 此の程度の

地出では寓ー海中に起ったとしても 、共の心配 の必要はないと云はれて居 る。

然し此れと反封の有度山民源地訟によれば地質感的見地から興味める 研究が既に発表せ

られて居る 。

護表者は静岡師範製校の問 中. 武田雨数識である。今回 の如き局部的地震にあっては 、

測候所の気象事的基礎によ って長源地を突 き止める事は困難であって 、主事ろ地質製的立場

に立脚すべきであると議論されて居る 折柄 、雨教諭の焚表は従来此種の研究が軽視されて

居? こにげに地震謬界に異常なショックを輿へるものと蹴されて居る。

雨激論は民出土也は有度山西方、静岡市吉田から 小鹿へかげで の中間地帯と断定を下 して

居る。両氏の調夜によれば出源地探究の基礎となる 行動系統、( 俗に地長の巣一一各地 の地

，，， 

ｾ の 方 向が何れも共 の 地 駄に集る場所Ｉは 、 静岡 市吉田小鹿 から東部は安部 郡有度村 の 静

岡電鍛沿線狐ケ崎遊園地西南部を経て清水市追分、入灯、江尻方面に 向付て居 L 西部は

小鹿より智rl l J して南に向ひ大谷村ノj 、撃校東部を経て海に抜けて居る( 第 1 圃参照) 此の行

動似の溌見は地質害時的方面より調査すれば比較的容易であって 、結局長動は此の線に沿っ

た地帯が最も激しかつにと云ふのである。然し雌然? こる決定は向将来を待?こねばならぬと

思ふ。

民災地 の地盤は静岡市及共の東南部の高松、大谷の各地は向れも安倍川のi日濫によりて

生じに沖積地に して地盤は殆ど砂質で あって海岸線は強し 、南風を受 げ砂丘が連続し怯林が

自然の防風 、防1沙林をなして居る。此の砂丘は潮流により自然に東北に延びて 、三保松原

を形成したと云はれて居る . 従って清水. 静岡雨市共地掠は軟弱なる砂質で あると考へ ら

れる。共れが此の地方の此度の被害を 大な らしめに原凶をな して居る 。安倍川の西岸話芸

及焼津の海岸地方 l立五央に近き割に殆と被害が体へ られて居 ないのは、此地方が丘陵海に

せまり地盤の非較的破強であっ? こに め と考へられる。 又久能は民災の最も激しかっ? こ東大

谷の 東にに制〈村であるがおj 然と匿別されて 殆ど被害を受けて屈なし、。此の地は「石m長I:J

で有名な F久能劫u の産地 で、海岸にせまつ? こ急: 傾斜の山腹に階段式に数段つーっ石崖 を築

き犬走を設り此に羽を栽時して居る。此等の石庄には何 ら崩壊を認めす¥民家の被害も殆

どない有棋であって 、地盤の硬軟が如何に地出の被害に嗣係するか Y 立詩 されて居ると思

」、。

叉此度の地長の中心地帯をなす有度山は地質皐上安山岩糸よりなる富士火山脈とは全身

性質を異にし、古 き片腕t岩系のものに して赤石 山系の一分減と 見なされて居る。此れによ



つでも此度の地長が金 k 火山性の ものでない事は明である。

此度の 地 震はま ｊ 源は兎も角、 一 つの構造Ｇ性地ｾｾ ( 先年の伊豆大地長と向性質の所謂断居

地震〉であって 、地中の! A 縮力によっ て生じ? こる地殻の歪が . 大谷. 高松及有度山麓に沿っ

て抜かれた篤起つ? こものと云はれて居る。従って共の範囲も非常に局部的のものであっ?こ

最激地は安傍郡大谷村の東大谷 、西大谷 、高松の各部務及清水港岸壁附近であって、此等

の地方で・は民度 0.3 程度であったらうと考へられる。此れについで激民地は有度山西麓を

大谷より北に宮川、ノj、鹿を経て吉岡に至る皇道に沿っ? こ各部落及吉田より東に有度山の 北

龍を醤東海道に沿って草難、上原 、及び清水市追分、入江、れ: 尻を経て清水市街に至る地

帯であって 、年度 0.2 前後と考へられる。

此れにつ. . ，; < 強仰也は静岡市東南部首益〉 b岡市東北部及沓東海道北部巳川流域に及ぶ

地帯であって、' よ度 0.1 科度と考へられる。 地長による被害区域は安傍川東部巳川南部の

聞にわに る静岡市 、清水市、 有度山金慌に河る地域である o 地震の方向は殆と‘ 各地共東西

動力; 主で最初大きな主主動力; 聞に 向って起つに矯建造物は殆ど東に 向って倒れて居る。〈第 l

闘参照)

此の 地 方は地援の腰ｾは少なし今 よ り ＹＴ 年前天 保 Ｑ Ｒ 年久 能地 震 と云ふ のがあっ＿ こ。

嘗時東照宮様現のl政演しに程度の極めて局部的の ものにして、今回と同様な地' 五であっ ?こ

と考へ られる。

家屋及人命の被害

地震の被害は前記の如 < I i 三域のIJ、範囲でーあつに策、死傷者は僅少であ っ?こ が、倒壊家屋

は可成の敢に 上って居る静岡 、清水雨市及接続村を合して、 死者 9 名、重鞭傷者 299 名 、

合計 308 名で ある 。倒壊家屋は静岡市( 大谷村、有度村を含む〉 全部 370 戸、半出1 . 699

戸、合計 2. 06戸、損害見積約 37 寓国、清水市( 袖師 、飯田 . 庵原、高部、西奈、雨河内

の各村を? 含な) ( 立金むいP戸、半潰321戸、合計 390 戸、損害見積約28高 3 千盟. 雨 di を合し

て 、 ｾ潰 ＴＳＹ 戸 、 Ｔ 三 ｴ ｬＧｴ 2. 020戸、計 2. 496戸、損害見積約65高 3 千闘である D

別に 東大谷にーケ所清水市内にーケ所住家の火災に抗日り 1: るものがあっ1: 。

死傷者の少なかっ1: 事は蛮従の時聞が午後 5 時25分で . 時聞が夜間でなかっ fこと云ふ事

である。特に郡部は此の地方の特産? こる製茶業盛にして時期が丁度二番茶の期に首って居

?こ1語、多〈戸外の労働に従事して居1: 闘係上、倒壊家屋の多 き割に死傷が殆ど無かつにと

云ふ事は不幸中 の幸であ っ? こと云へょう。火災の少なかっ? こ の も時聞に未fご家庭に火気の

無い時であっ? こ のが原因であっ て、殻火は僅か二ケ所に あつにのみであ る。

被害地域の僅少及被害地が、地方行政の中 心地静岡に接近して居? こ需救済成置が非常に

敏速に行はれたと云ふ事・も 不幸 中の幸 と考へられる。下表はi絡岡牒護表の家屋及人命の被

害調究表である 。

，9 3 .
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震災取調表 ( 昭和 10年 7: 月11 日静岡限設表〉

市 君H 人 世 平存 君主 よ註 ( 材l数〉 扮 Ｑｾｾ 見絞

町村名 死 ｼ 傷 Ｑ ＲＲ Ｑ 計ｼ凶 ｉｾ 鴇 ｼ 計 ｼ 区別制 ｉｾ 主的ｼ計 倒 持

静 岡 市 226  

4住 家引| 同叩刈|ド1. 41い 91 1凧 師阿

2971  J  ，5481  J  ，8451! 

非 服 |叫 ん 叫 J，4J 41  350，335 

115

1 叫
安 倍 郡 |

57，704 

有 度 村 ! 一
81  - 8， 73 

非 鰍 1 47  
19，235  

計 370 J ，699 2，066 

住 家 | 幻01 J ，吋 J ，8731  1，114，209  

{ 主家非 1 4191  1，1司1吋 369，570  

前年 7Jc 市

住 家 | 臼 145，974周

11  68  691  69  313 382  

非住家 1
28

1  
282，591 

熔 )厳 君日 1! 住 家 / - 1

20つ

袖 師 村

l 非任家 / - /  

ー イ 上 家 | 一|

世{ EI - l 村 一 一 一 一

非住家 |
300 

ー‘

| 住 家 | →

非住家/ J I  3∞ 

タ

11 住 家 | 一!

150  

南 部 村

ー ー -

非住家 1 1/  
150  

51

1住 家

1 - ， 

300  
ク 21  

5  

西 奈 村

| 非 回 1 I  

100  

i位 家 | 一!

非 協 1 - 1  
20 

住 家 | ヰ 刈 田
146，624回1

言十 1  69 ーー 701  69  221 390  

非住家 1 82/ 
108

1  
104

1  
283，171  

志 太 君 目
1 住 家 1 - 1  

民t 申番 村

i 非住家 ， - 1  

ク 住 家 1 - 1  

}綻盆 滞 村

21  - 21  -

非住家 1 - 1  

ク 位 家 1 - 1  

間 苦1I 岡j

非住家 1 - 1  

住 家 1 - 1

計 41  - 41  -

非{域 1 - 1  

-fr 首「

| 住 家 | 吋 1.8301 加 1 1.260，833闘

91  2991  - 1  308 仰 2 む 01 2，
469

1  

粕 家 | 必 11 1. 24711，6981 652，741 

ゆ 刷 、94



交温機関の被害

東 海 道 側 味、清水間巴川橋梁は約 40 m.  m 逆川橋梁は約 70 m.  111 沈下、叉清岡 、用

宗聞の安倍川の東岸は土砂 100 m・餓匙線路上に削壊し . 何 れ も列車一時不通 とな る。

市内電車は静岡市異拡ri l ノo 首!?水市は一時不通なるも 被害少 し。 静岡電気織道、( 静岡、

清水間郊外電車〉は一時不遇なるも被害少し。

道路は大谷用宗方面及1際情図迫( 最近完成のも の) 所 に々 亀裂崩壊を見るも被害ノレし。

通信機関の被害

静岡市を中心に警察電話は 何れも不通となる。

水道、電燈の被害

静岡市水道は被害殆ど な け合7 ) < に支障なし . 電熔は一時停電せしも 、静岡市は首 日午後

9 時 . 清水は 12 日時股せり。

損害の見 積

損害の内最も被害舗の大なるも のは 清水港の岸壁及 ii )l IIのJj ij壊並に破損であ る。清水訟

は大i E15年工費 850 関凶を投じて昨年修築を完了しに許りで 、目下波探工事を今明隔年度

l こ於て施工し完了する事になって居1: もので、hij 壌の岸壁{ ま同港設重要位置 にあ 1こる三千

噸級二隻分 、八千噸級及二関噸級各一隻分の岸・按 4 k ll1 . に亙り崩壊し 、此の港 湾のみ に

でも損害 500 寓闘と見積られて居る。

清水市飛島製立地も甚大なる被害を受付損害百数十寓凶のE 額と云はれてゐる。

各部門に亘る損害見積はi狩岡腕の程表によれば下記の通りである。

土 木 闘 係 1，600. 000問

農 業 闘 係 6. 860 

iJ l 林 関 係 136.946 

耕

7K  

ＦｉＭｾＺ＠

ユ二

位

家

計

地 闘 係

産 関 係

校 関 係 ( 中 等 感 校 )

場 闘 係

寺 闘 係

屋

688. 264 

123. 060 

78.720 

718.300 

;'1. 390 

5. 906. 300 

8. 308. 820 

静岡 l院として の損害は約一千高凶に近いも のである。

建 築 物 被 害 調 査

1，静 岡 市 方 面

宮前十岡市何地｛ま被符少し倒壊家屋も殆とＺＧｾＡｬＱｩかつに。主なる被害を 上 げれば中町天満宵

の大燈能の全部倒tft! しに事 、腕臨入口般の涼端のhij 壊 、円赤看護婦寄宿舎の石堺 . 馬淵 II¥J
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静 岡抄紙工場塀の倒壊等であつに。各商l古l土

飾 窓の硝子lま殆ど破壊 されて居 1: が共他の

被害はない . 奮市内の建物の被害 として l工、

静岡燃聴 、静岡芯兵隊建物の組裂の入つに事

である 。! M: 臨は煉瓦浩二階建 、瓦茸にして .

外壁煉瓦二十女、内部間 仕切壁版瓦一般積にし

て、先年伊豆の地震後 3 寓 凶を投じ餓筋? 見事長

、1 静 悶l線路内線χ 浩 〈厚 1 ;枚〕間仕切壁の傘裂 土 迭のパッ トレ スを? 設けに需 . 此度の地震に

No.2  

劃して、被害が亀裂の稗度で J t : ったも の と考へ られる ;) No. l に同断

寓貫:No . 3 は其のパットレスを?示す 。パッ トレス は共

上部60cm. 下部 120cm. 位で あ る。

ｾ民 ｎ ｯ ， ｬ 及 ｎ ｏ Ｎ Ｒ は ｛ ｩ 車内 の 亀 裂 を 示す。 市 内 に 煉瓦

浩建物 が二三ケ所あ るが何れも 亀裂は菟がれてない。

然 し鉄筋混擬土誼 ( 現在の主なるも のは. 市臆合、普

祭器 、松屋 百貨底、大東 ホテル . 共他 二三の銀行) は

全〈被害を認めなし 、。

新市街方面の主なるも のは替市街東南部の曲令の東

洋モ ス リン工場 、静岡 j際立農事試験所、鈴木蔦吉煉瓦

工場 ( 3練倒壊) .東若松1l 1r の静岡!際立農製校、森下町

の大野煉瓦工場( 1 棟全壊 人哲市街東北部柚木のJ OPK

局合 Ｈ 局合 の 傾斜とアン テ ナ の 切断 の ｾ放送一時不 能

となる) 、及其の東部の三光紡績舎杭工場等で ある。

東洋号ス工場

構 内護送用倉庫石造 ( 伊豆地方産の安 山岩) 卒屋建

'  瓦耳に し

て. 妻 側

は殆ど 崩

壊して居

る。

oi 芸員

o.  4  )  

No.4 東 洋 モ ス 9 y 工場 護送用 . uw. :>巨西 を定

ってゐる建築物の伊豆石で 杭 t げられた 妻側の上 費 電所

部が尉捜 してF量級而が次の トラスに至るまで挑ん 一一 煉瓦

でゐ る。又防火監の上に裂ひのかけられて あるの

はこの部分のf負傷る誇る ものであ ら九 造二階建

ーーーーー

¥ 

No. 3 静 岡県長総E 面外!娘、先年の伊豆

地震後補強 のｾ設 け ら れ た 、 Ａｉｩ ｾ筋 ｦ 昆 凝

ゴて溢 パッ トレスを示す



陸屋根に して、建物全開が腕 3 cm. 程の亀裂が到に

無数に 入り崩壊をやっ と克れてゐる 。

工場 一一 一煉瓦浩 平 屋建 瓦 子 ｩ 鋸歯 止ｾ 屋 根に し て 、 被

害割合に 僅少であるが建物全開 に所 -'< 1こ亀裂あ り。

食堂一一 木造平屋建瓦葺 ( 寓異 N o. 5 ) 一棟完全

に梁間の方向に倒岐し て居る 。梁間36m にして 、牒

積煉瓦ー牧牛 、高75cm.の上に 土妥( 13.5 x  13.5 cm.)  

ポールト にて締め付 け短納にて杭建込んで あるが 、

柱と土誌のt1l l に全 締々付りな く. 上ー下動I放しさ鴬桂

力;抜 けて 1到底の原 11.: 1 となしたるもの と考へ らる。柏

は全 -'< 1政債を認 めなかっ?こ のは不恩義であっ?こ 。柱

は檎 l 1. 5  x  11. 5cm.角 にて 、l Ocm 角の方杖、小屋振

止め等あ れ 上部は相蛍完全な建物であっ?こ。 此れ

と金 〈同様な食堂が今一棟並んであっ?こが比較的醤

No・5: 東洋モス リシ工揚 亙倒壊主主ー

食堂 は路 東 西 に走 17 ， 東南方に例芸員し

て 居 る。

いに反し全 k 被害を認めな い。 この原因は判然し ないが、屋根葺材料の異なる黙即 ち倒壊

食堂は日 本瓦で あっ?この に、他 はスレー ト茸である 鮪か叉は地盤的差異によるものと考へ

られる。他に木造二階建女工寄宿者が食堂に卒行 に並んで居 るが可成の被害の様であっ?こ

ｎ ｯ Ｎ Ｖ 静 岡際立 ｉｊ ＡｫＱｊｾ 試験所 収 納 鹿 の 倒援。 農事試験場

本館一一木造平屋建 、被害少 し、屋根瓦

のとって屋恨面の一方 に集って面白 い現象

呈 して居 t: 。此の現象は各地の事校の屋根

には何れも見 られに。

牧納庫一一木造平屋建 ( 窮民 N O. 6 )  

此れは妻側に倒壊 して居t: 。建物の桁行

の方向の長 さの短かかった魚 し 地震の方

、幅四回目白 方が桁行の方向 に近かつに矯 と考へ られる

ｎ ｯ ＮＷ 静 岡 麟 説 法務 試 験 ｦｦｲ ム化 拳試ｾｾ 庫駅ん の

被符 j伏滋を 示す。 ィヒ翠室、( 潟民 N o. 7 ) ーー木造平屋建

破損多し 、内部に間仕切多き主主傾斜は 少い

煉瓦治煙突は折落して居る 。

農業撃校

本儲一一木造平屋建五葺

玄関車寄は倒接して居る 。此の現象は共

他の事校 ( 大谷IJ、早校 ) にでも同様で あっ

た。 本官官に比して耐震力弱き鴬此の部のみ

9 7  VI I I  



No.  8 都間際、立 J1&l;-!=校本官irIE面玄闘の

倒援 を示す。

No. ll 静岡際立 ｪ ｊｅ 拳 校校 堂 の 正面 ｪｽ，ｾ

離れて倒壊しにものである。( 窮民No. 8 )  

本館は可成奮き建物にして 、地盤より高さ 15桝

ぐらいの延石の上に土事を置き建立 J'. げにもので

校舎の桁行の方向に何れも 10 - 1 5 c m 移動して

居る。共の矯にむしろ上部の構造の破援を菟れて

居る様である。( 潟県 No. 9及 N o目 10)

置 室、木造卒屋建

寄宿 舎 N っ.9 静附際立政事校本館建物士廷の移動を

ー一一木 示す。

造二階

建

何れも

本儲と

同様の被

害あり。

校堂一一

木建平屋

建

新しき

建物にし

腰は混凝

土、土華 、

柱、の聞

に移動を

認め子 、

No.  10 静 岡県系立 l込書匹校教室のー部 の破援 を

面 に 〉 - 〈 型 倒 を 討。蹴 の筒 よ 〈 締 結

所 lま貨の油って居る位置。 しである

ものと考へられる。然し柱が窓下端附近にて

所 k 折れて居る。地盤の震動力: 完全に桂に筒

撃となって傍つ1: 結果と考へられる。震動の

方向と直角な講堂の壁に横カを受げた時生す・

る壁の典形的の亀裂 を認め にのは愉快で あっ

1: 0 ( 潟民NO. 11 )  

VI I I  '9 8  



三光紡績工場

汽健室 、無筋混凝工卒屋建、( 篤真No. 12)

倉 庫 問 、( 潟員N o.13)

工 場 ( 奮 〉 同 、( 潟県No. 14)

No.12 三光紡鉱工場汽縦室。池袋の方向萎壁面に

何 れも大正拾年の建 設に して壁厚 30 cm 

の無筋混凝土遣で共の被害は悲惨なも ので

あ る。 j享い壁が何れも亀裂 . 崩譲 し. 時落

して居る 。 然し其の営時同時に建設した煙

直角の方向であ って妻壁面の 崩落7.!J.. 亀裂を示す。 央 ( 高 さ約30 m位〉 水槽( 高10m.位) 及歳近

建 設 しに新工場は何れも鍛筋混損土浩にして何等の被害 を認めな い。

2 ，大谷村及久能村方面

大谷村の東大谷 . 西大谷 、高松は久能筒道に沿

ひ軒並を? 相媛した一本筋の部落であっ て、此度の

主主災の最激 震地で あ る。 此の地方は往昔安倍川が

此の地黙にで海に注 ぎ河砂の沖積 によ って生成 さ

れに地盤にして 、非常 に軟弱な る埋 立地盤の如き

ものであっ ?こ。従って被害は最も 著 し〈殆ど軒並

に倒壊、傾斜して居ると云ふ有様 であった。地震

の方向は東西に$Eれ最初の筒悠が上下動を含み西

に向って長 れに矯家は何れも 東 に移動 . 傾斜. fi1J  

No.  14 三光紡絞工場、'Isエ易、地震の方向 lま

壊 し

裟壁面に直角の方向 にあり 、柱型の部分のみ鎌筋

が入って居た f喜劇壌を 免れ たもの であ らう。本主主 て居

のトラスか ら分離してしま って居る 壁位の脚部に

制自 が表れ柱筋の むき出 しになってゐるケ所 も見 る。

えて居た 。 震 幅

は前

Nu. 13  三光tJ j 紋工場倉庫。 地震は葉壁面

に直角 の方にあり、 妥壁面の)jJj 落及大亀裂

を示ナ。

述の如 〈約12cm. 震度は0.3位と 考へ られ る。

我 k の調夜の目的は 此度の程 度の地震 に劃し

て、 銭筋混凝土浩、 煉瓦遣が如何な程度の低

抗を蛮揮し得るか と云ふ黙も あっ たが. 主 と

して木造家屋が地主主に劃して 如何なる 程度の

抵抗を な し得 るも のか . 叉共の破壊現象は如

何なる欣態 となるか . と云った様 な開通に 多

9 9  VI I I  



大の興味を持って 、現地に j吐いた のである が、我 k が現地に到着 し?こ のが既に地震のH乍咋

日で あつに矯倒壊家屋は殆ど盤理され .詳細 なる調査をなし得 なかっTこのは残念であっ1: 。

然し牛壊、傾斜. 家!宅は殆ど殻長官時の ま〉にて 、此等の果liの調夜によって側首の材料 を

得られに事は卓であっ? こ占

此め地方の民家は多〈木浩平家建にして 、二階建は僅少で あっ仁。屋{ぬま瓦刊にして草

葺の家は殆ど無いと云ってよし、。民家 の 平面は多〈国 字 ｾにして 、 Ｘ 帖聞を Ｔ 間 Ｈ 小さい

L ン

，¥ 

中古

ｾ｢＠

Z ン カ" ワ

ーーー-ーーー・ドーー

offi 

b  

ものにて 8 帖間 2 間) に床、押入 念設付、入

置す口 !i 幅 1 ｍ ｉｾ ｾ 三 叉 は Ｒ 聞 の 土聞 を Ｘ 帖 の 部 屋 に
L ロ f

主 的よ I 並べて取り 二つに 仕切 り華所 と玄闘と して居

中主

る。( 第 3 liNl参J ! ¥t) 共の堺の桂は大泉佐とし

こｾ 1 て居る。柱は J 2 c m，角叉は1 l . 5c m 角の槍材

閉 キ l

入 口 I  )稀に杉材) を用ひ大黒柱は 24c m. 角 、柏叉

立叩 l は俸材 を用ひて居る。柄 、込松等も可成よ〈

夕、キ 1

- - - - - - -・ 入り制l部構造は相営普い方で ある。然し基礎

第 3 闘 民 家 平 面 白1

構造は全 k 不完全の ものである 。各柱下に玉

石を置き土蓋は金 k 用ひて ない。然し 、一階床底し土問よ b ＳＰｾＴＰ 糎 位にして 、 此の 黙に

て各柱に足回めを取イ寸り土誌の代用と して居る。桂lま基礎と の緊結な きに め何れ も、1 0 -

2Qcm. 多きも のは 25 c m.位の移動 をし て居る o t i の基礎玉石を外れ 、共れが建物の傾斜 .

倒壊 のー原因を な して居 るが 、定l: の外れてないも のにあっ ては上部構造が丈夫の 矯E止の 破

損等の外は殆ど被害を訟のないも の もある。西大谷の岩崎臨三郎氏宅は此のよい賞例であ

った。

倒壊家屋の内にて方杖を用ひて居7こも のが . あ

っ7こが 、方怯; の働 きによき柱が折fJr して居る。此

れは家屋の復奮の際奮材料の使用を不能とならし

第 41剖 柱 下 1¥li 村正迭

むると云ふ理由で 、方 杖 な し 建 物のftfi 斜し

て. 荘の折断を? 菟れ? こる を得殻とすると の住

民の意見が聞かれ? こ。

然し桂の筋違は相官有効に働き 、柱に損傷

を輿へて居1; い。共の例は大谷IJ 、接校にあっ

?こ。

V 川 100

No.  15 大谷 方而 の住宅の被省 、瓦 の洛下のJ . ! . ら

れ ないのは震動が委に 直角 の方向であ っ た然と考

へ られ る。院予紙 Z土附子は 或 る一定の形式で殆 ど

令 )¥li 破れて 居た。



No. 16 大谷方面I の民家

No. 17 大 谷方面の 民家

No. 20 大谷村精 米併の倒援。家厳は古いも ので

用材繊弱なもの であっ た。 との程度の家 l廷で倒捜

した ものとしては 他 の燥さ業用の 上 底に mひ られて

ゐ た ものも見受け られた。

大谷小撃校

大谷から 敷町北上して大谷小皐校に至 る。

ｃ ｾ 真 ｎ ｯ Ｎ 24)  

略東西に 走 る校合が二棟南北に 平 行 し て

置かれで ある。( 第五闘参!!¥り校合金鰭として

の被害は廊下の壁画が!'fC買. は込線 にて堅固

にかにめであ り、横 カによ〈抵抗した事を示

す〉の位置に沿って剰落して ゐる程度の もの

であるが 、二棟の校合 とそれ らを 繋ぐ渡廊下

との取付げ 部 分 には仕 口の緩み及び木材の

局部的破 No・21 大谷 村 方面物置地ｾの方 向 は

ｾ物 萎 に 直角 の 方 向 に て 、 腹肢の煉 ｊ Ｈ，

1員が見ら UI三枚〉のみ が尉主主し上苦sは移動傾斜 し

て ゐ る。

れに。潟

真 No. 24

No. 18  大谷 方凶民 家。 住 家は 殆 ど金百 ， ＱＱ 刀、 午 添匙Ｍｾ

で 2 階家は 稀 に見受られた No. 18闘は 2 階 建 の 被 蕗 は 南 向 主

管3定例であ る o 11の正面玄 ‘

No. 19 大 谷方面民家。 No. 19闘は I 階 が 崩 援 し

て 、 調 ｾＲ 階 が地 上 ｬ て 安着 し て 居 る 例 である 。

闘で あっ

て附属 し

ゐるカヘ

之 は倒壊 '

t Q l  Y I U 



No.22 大谷方面。 こと磁の被告10 IE而壁

而は東西に iili ずる道 路に平行で従って

地震の方向と 平行で ある。墜聞に出来

た土語誌は相首地震に耐え符る司院が見ら

れる。

No. 23 大谷方面。ゴ二磁の被街地震の方

向は正而壁面 に卒行にて、被;町並し く

取扱し中である 。土議に て 1 階は居住

に供せら れて 居た と云占、。相官I 堅固 な

もので あったが古老建物であ る。

特に附記してお かねば ならぬ ζ とは

準者等が調査に 歩 いた時は日銃 に遮 〈

倒築家主量の殆んど令部が既に獲理され

てゐたとと 、傾斜が甚し〈て修絡のき

かない家康 I-:i J反捜し中で倒援のよき潟

良が得られなかっ ととであ石 。例扱家

主量lJt..び倒烈・の甚しいために I辰吉良される

家屋の各は街並の家の数の 15%先にも

主主 して ゐたであらうか。

明"“ 女2

し? ごものであると考へられる 。本屋の玄関廻り の柱 に

は7] <. 卒移動の跡 が 判 然 と し て ゐ る 。 此 底 で 我 々 の 目を

惹 くこと は 、講 堂 に で も 代 用 す る の で あ ら う か 数 室相

互 間の間 仕 切のあ るべ き彪を 板 戸 に鐙 へ で あ る 部 分 の

被 害 程 度 で あ る 。 潟 毘No. 25 はかかる部分を 示 しにも

の で あ る が 、 水平 動 に 略 垂 直 に 、即 ち 南北と 走 る 板 戸

の面の雨

端 を 限る

柱 の折 損

紋 態 を 示

す 。 之 は

廊下側の

即 ち北 方

第 51副 大谷小隼校平面倒 、

A  柱折 曲ケ所

地場t ，才師

--ー一一一ー，

B  以It 下の本館より折断 のケ所

C  l { I 寄伊j援のケ所

① 

の桂 の例 で あ る が 、南方 の柾 も 之 と 金 〈 劃 構 的 に 破 損

してゐる。

各 教 室 間 仕 切壁 が 90cm. 聞 に 桂 あ り 筋 遣 を 設 り て 居

る 震 何 等の被 害 を 認 めな いの に 此の部 の み が 破 損 し に

事 は 注 意 す べ き 鞘 で あらう 。

久能村 No. 24 大谷小型校正商玄闘の ;;11

方面は前 一一一一

述の如 t

ｾ ｩ ｩ合ど被害

な 〈 、 只

久能山の

石燈の倒

壊が特筆

一、-_
ー『・ー、

ー占哩ち喧"' "

す べ き 位 No. 25 大符IJ、準校。政$f i 引 t] 仕切の郊の粧の折凶

の もので 、

あ る。

3 有度村

方面

! 大谷よ

り北に宮

J . II小鹿を



N  o. 26 ti1j7j¥港 岸壁のよ熔の依得

No. 2 上 原 よ り 市 に

No. 1 上厩を望 む

No. 27 1，1)' 水港旅基rn. 厳 の 被 代・

-h  

No.  I 上巌の内部商11i1.ほEを望む。

ＴＭ ｾ Ｇ ， Ｍ

No. 29  ii!;7J < 港岸壁 u軽微t17:

No. 2 . U置の倒撲を北{ l IUよ りa'H r

経て吉田に亙る地貼 . 及吉田より有度村を経

て清水市江尻に至る地黙は . 被害は前の大谷

方商に比すれば多少i節減されて居て、震度0，2

伎と考へられるが、被害は 、相首の数に上っ

て居る。倒壊家屋は所 々散在して居るが 、傾

斜家屋は殆ど全部と云つでもよい程あある 。

此の地帯は前者に比し多少丘陵地帯 のｾ 地盤

の閥係上被害の軒減されにものと考へられる

4 . 清 水 市 方 面

有度村方面と殆ど被害の朕態は鑓 らない。

市内及; I t の近郊は各所に倒壊家屋が散在して

居る。家屋の傾斜移動の被害は何れ も多少共

被って居る。

此の地帯は梅岸地帯の事11立地及巴川逝川の

河口附近は地盤惑き鴛海岸地常に近〈被害を

多〈受げて居る事は注目すべきである。

特に清水港岸壁の被害は此度の被害中最大

のものである 。

清水港

岸壁上屋

略南北に

向って作ら

れ? こ岸壁の

南方の ケイ

ソン が地長

動のために

地震の方向

NC' .28  ft!f7J < 港岸壁上尾被寄

No.  I 上底内部北側委の倒撲を

示 す

床の＼ｉￍ ｾｾｉ ［ ｕＱ ＱｊＮ継の陥 ｴ 立に より 生

じた もの

に海中に東方に向って移動し? こ結果. ケイソン後部の裏

込めに莫大な沈下ぞ来しにのである 。岸壁に建てる N o. l

上屋の地主主の一部は この1: めに金 〈海水面下 に淡し てゐ

る。

従って岸壁 にあつに上厚. 二棟 ( No. l 及N o.2) は東側の

l'0 3 ，v 凶



柱の陥授により東 ｉ Ｚｾｊ 壊し て居 る。倉庫は鎖骨 牢 屋建ス

レート 葺にして梁間 155m. 軒高 15m であっ て岸壁の被害

なき箇所のもの ( No・3 上国) は何等の異欣を認めない 。

静岡廓立清水高等女皐校

清水市の西部山手方向の被害の一例 として清水女易保校

をあげる。 此れ は山手方向の地盤よき所に位して居 1: 銭

海岸地帯程の被害は 見られなかった。被害の程度は正門

の石の門柱の東に倒壊して居1こ事、外壁画にあるガラス

窓が破れてゐる事、叉廊下壁の貫きの位置に沿って制脱

してゐる等のものであっ仁。天井裏に 入って調べ 1こ結果

によると別に大しに損傷箇所もな し 只仕 口の部分に多

少の綬が生じ仁程度のものであると云ふ。

N. . 30 清水港滞日空J 二康 被 害 他 に南北に走る校舎に沿っ て取付け られてあっ? こ廊下

No. 2上庫内潟市 (1!IJ 'fJfの倒壌 を が地震動の? こめに本家から主任 〈分離して倒壊してあっ? こ

可1 す 。

方杖、小局阻取付けの リベット 清水女摩校の近いこ清水の次郎長の墓があっ 1: 。墓地

が 切 断 せ ら れ て居る o の被害の見撃を粂ね て決良11長のJ14に参つTこが 、見地の被

害は殆ど無 〈、来石の廻時現象も見られなかっ 1: 。此れ

は地援の大きな衝撃が只一回であったと云ふ事にも起因

するのであらう。1 . 1 1門の門柱が上部に何等の異放を認め

ないのに 、東南に l 5 c m，程とって居? こ事は自につい 1: 。

叉清水市西部静清園道に建つ都市計聾記念塔の高 2 米 程

の石造「ヲ ベ リスク」 が高さ 3m. 位の華の上に建ち倒記長

せす' して東西に移動して居 1: 事も注目を 51いに。

叉附近に静清間道の擁壁が壁面に直角の方向に( 大開

地誕の方向に一致す ) 移動し内側の路面に陥淡て居る筒

所も二三見られ1: 。

以上で大開の被害調茶の報告を終るが 、此度の如き 小

地震に於て

No. 32 む!f7. 1<高等女帯主校 々合

No.31 清水港岸l誌上 減 被 告 も地盤の軟

完主力 ラ スの破 撲 を示 す。大 した 被告' は見ら

れな い。

No. 2卜ー蹴倒主主のため生じた小

弱が如 向に

よ喧組下端材の後形の 一 例

被害』こ重大闘係を有するかが明である。我大

阪市の如〈市街の大字が沖積居及割! . 立地の上

にある時 . 一度震災に 舎ふや其の惨AAは非常;

なものと思ふ。我 k は此れに劃して如何なる

割策を立つべきかは我 k に課せられfこ任務と

思ふ。

;v 川乱0 4



混 凝 土

緒 言

構

ｾｬｬｩ＠

3巳

文 化 と 際 業の進展にイ'Ioひ、特 に大都市を中心と

して近代工梨的ニ1: 木主主築工事は途年以射の一主主を

辿 っ て 居 "、 然も重是 々地下へ 向って: 1 1:11量的に術大

されつ L ある。

然して耐震 、 耐 火 、 恒ク 、 性を ｾｉｾ ，ｶ 月 とする此今 こ Ｑ ..  

物 の 防 Ｗｾ＠ 法

大 道 彰

(  i  )  混 1疑こ卜ー抗告回めの不充分 、やj1指官接合の不

信と， 7、
フ ｣ ｾ ｲＺ

上記の諸; 原 Ikl を除 〈手段の一部と 考へら れ る設

計 上 の 注意と しては

(  1  )  防7)<布淘1の完令な政り附 け を妨 げる様な

鋭角 JIz び符 rt l J 郊: J t 他凸凹? 絡を最小限 に 11:.めるとと

(  2  )  浪 凝 ー1. .の1111綿接合には joint fi l1er と し

木 ill 築の 材 料 としては従来の有機 ' [ ' ( 材料で あ る木

て通常なアス 7 アル ト材、asphalt fel t 告す: をもt!. 1日し

材に代って無機 'i[ 材料である 鋭 、 セメ Y ト、石 材

刻々 : が 三大 要素として専 ら使) I J せられ 、 との三者 接 令部に於ては強制な争防板を相到する混 i疑二卜:'1

1

の最も有機的な 付合に依っ て構芯物は安定、E星回

な核心 を得 るの であ るが 、同時に彬必物を自依然 、

水分母: より隔絶 して保世t 術 '1'.(1旬 、恒久的とする銭

めの |坊 7)<工 作 を 常 に必要とし 、更 に内外百Iの美的

粉飾に依って始めて完成された ー{日| の建築物と詞

ひ得 るのであ る。まEにf見昔話士 有事縫物の 11方フド法 1<: 就

いて述べれば次の 如 くである 。

; ! E凝土の漏水並びに防水工事

失敗の原因

防水工 事の成功 、失敗は直接的には| 均71<工 事 自

鐙 の良否に関聯す るはv1論大で あ るが、 その基礎

工 事とも ｾｾｾ j 、べ き浪綴土の良否から! Hl接 的影響 を

猿る場合も多い 、失敗 の原凶として は大位次 の様

な項目が書官げ られる

( 礼〉 防71、工 の始波 書占/えび終 端 に 於 け る joint

の不完全

( b ) 係数工の 不完 令

( c )  混 綴土 が膨 服、収縮、 硬 化の際又は 地震

の場合に起す 運 動に ｴ￟ｬ 主 ｼ する防水工のｾ

裂 、破i l ' t

( d )  構 設設計上の 不注; 蛍

( e )  不 良な材料 使 )11

(  f ) 拙 劣 な 工 事

( g )  混凝 ｊｾ 而と ｼ 防水朕との接合而の破援

( h ) 結 氷 気温 の際 ス 11 氷結商 、水分 を合む表

面 に 防 水 エ 施 行の場 合

に埋め込む。令腿板と浪飯」ーとの i nter10cki ng 

を増す伐めには波 "i)f ]!x は雨端附近を perforate し

た ものを使用する 。

く3 ) 地下水位の 平均的: を的研Eに見 出 し、平 均

水 位 よ習も 2 尺乃奈 3 尺以上の ffr を防水工車霊堂の

限 界主 し、 との限界以下の部分 は特に入念 な防水

工 を施す。

( 4 )  イ[111壁ではその背而に割栗石其他 を結 め 込

み最 下部 に ｩ ｩｉｩ ＷＩ＼ｾ を設 置 し て構 造物 附 近の Ｗ Ｉ＼Ｎ を排

除する

防 水 方 法

防水方法はと れを 大砲次の .1m(  5. t頭数1に大 別 す

るが現畿 の欺態 を考慮 の t 、1 種f ] ¥又は 2 和 知以

上を同時に組み合せて施 工する 場合も あ る。

1  グ ラ ウト泣入法

2  防水性物 w混和l法

3  表而主主布 法

4  "" スチ ック 法

5  防水際 法

( 1  )  ゲ弓ウト注入法 ( Grouti ng met hod)  

本方法は 7)< を混和l して薄糊 欣 とした neat cemcnt  

又は ri ch ｭ ｯ ｲｴ ｡ ｲ を 適 ｾｲｩＮ な ｾＱ ｊ で 模充 さ れ る べき

目的物のｾ隙に 押 し 込む方 法であ っ て、 ｧ ｲ ｯ ｵｴ 自

身 が7)<. : &，' 性に釘んで 居る故、地 下構鐙等のタト悶 に

路行ずれ ば 良 好な結 果が符られ る。一 般に地 下 水

合 有 ｦ 立 が 多 くて軟 弱 、 不安定な地盤とか隊滋捌ｾ

I 0 5
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工 事 の 場 合 等 に1主施 さ れ る比絞 的 fJ (栂 (1甘な 防 水 方

法である 。

( 2 ) 防 水 性 物 質混 和法 ( Integral or  Ri gi d 

met ohd)  

此 の 方 法 l'i 綴ぬ的防水法とも云』、ベきであって

concrete や mor tar 自身を防水性とする: I t め 、工

事中に 次 の ｾｮ lき続 々な 物 質ーを c0ncrete 又 は mo・

rtar 中に混和する方法である 。混和さ れ る 防 水 性

物質は次の捌く区分される。

( a )  イヒ皐書聖化を起さない無機 'l'l 場 充 材

微 粉 と し た 粕ニ|二、珪 藻 土、酸 性 白 土、高E酸 、 i丹石

等 であって此 告 すＺ の 細粉 ｩ ｍ はＱＮＧＨ配合の浪 ｾｈＮ に混和

す る 揚 合 は 、7)' 密性を: l fj すと同時に而J 腿強度を も

大 な ら し め る 効 果 が あ る 、然 しながら Ef 配合 の 混

昔話ニlての場合は却っ て 忍 影線 を及ぼす? と月れ があ ると

諮はれる 。

( b ) イ1:1}1袋化を 起 す 犠 充J材

此の 部類に腐するものは Ｗ Ｉ Ｇ 酸化カノ ι シ ウ ム 、 Ｗｾ

酸 化 ア ル ミ = ウ ム其{ 也無機物質の水酸化物 である

水 酸化カ ルシウ ムの使用i i 1 ; は普iiIi セメ y トの重量

に 封 し 8 15%位を mi fi'.; とし 、食 配合 の 場 合 に は

添加立を多〈 す る。

一 般 に 比 の種 無 機 物質の 汁、酸化物 ( M( OH ) 玄) は

そ の紡合 Ｗ ｾ 分を比絞 ＨＱＱＺ 長 〈保 有する然 、 ｭｾ ｊ［ ｩ ｬｊｮ充

材 と し て 働 くばかりでなく 、 混 凝ニ卜. の誕 生 に も 役

立 って乾燥に よる亀裂防止 の 効力があり 、然 も セ

メ Y トの 成 分 の 一 部 と 新 合 し て setti ng rc 於ける

net work を堅固にする作用もある 。

( c )  可請手性合理5腕邦1

可語手+生令 周 知 と し て は 関 化 カルシ ウム ( CaCJ . '、

法険暫l逮 ( Na. fi i O，) 、lit 91: 化YA' 主主 ( Na. Si F. ) 絡

がある 、 此 空宇の ｅ 街化物は Ｗｾ の目旋回 駄 を低下させる

性質を保有して居り 、iiIi常 conc rete ゃl l 10rt 山・

の養生と強度の 1合江主の日的に侠日] さ れ るo ?J j ，に寒

冷 ( OOC 内外〉な然1J i 3. の場合、7k のあf 回Wi を下 げ

て set ti ng の 満 足な途行を比I) け る究b11があり 、久

乾燥しi ¥1f，ぃ性質を利用して夏季に於ても con巳rete

の 発 生 に使用 して効果がある 。

( d ) 石 鹸 刻1

布 齢J' Jll ' i 可係性のものと 、不 irf l' l: のも の との2

利 先1に応別 す る。

1)  可 溶 性 石 鹸

動 .IlO: 物1由服 、樹 1I if iBl の官主主 ( Na) 、 知県 ( K ) 、及

VIII . I 06  

びア ム モ = ア ( N H
3

) 石 鹸

2)  不首長性石虫歯

動 植 物 油 11首、樹脂高il のカルシウ ム( Ca)

マ グネシウム ( Mg ) 、アノレミ = ウム ( Al ) 、俄 ( F e) o

] l i 鉛( Zn) 、鉛 ( Pb) 其 他 の合厩 石 鹸、

( e )  経 背 物 質

経 背 物 質 は 之 を 純 渥予f 物質と渥背芋L殉lの 2 種鈎1

にN] ; 5J IJ する 。

(  1  ) 純i照11t 物 質

との古都知に腐するものは更 に;fsJm: の低・いものと

高 い も の と に 区 別 せ ら れ、前 者 に 隠 す る も の は 液

位 叉 は 字 国 般 の コ ール F ール ピ ッ チ 及 び 液 惚 ア ス

フアル トであり 、後後に! 惑 す るものは天然 ア ス フ

アルト石油ア スフアル ト、 ア ス 7 アル トを 合 む 粘

土費Jl であ る。此等の保育物の混手n Qはセメ y トの

5  - 25%で あ っ て 、 セメ y トと'fi J材とを 充 分 担 ね

合 せ た 後 混手nする 0 3 Z 気温のi I l ぃ場合にはセメン

ト、 何・材、保 守ll 物 俸は 何れも 90
0

C 前 後 に 加 熱 し

て混合操作を する 。五五に添加 される石油アス 7 ア

ル ト の性欲の一例 を掲 げ れば次の ｾ ｮ くである。

比重 ( 25
0
Cj 25

0
C) 0. 930 ー 0. 945

上 ｕｾｩ 皮｀ 50
0

(.: ( engJ er)  15- 30 

引火駄 (f羽薮式) 150
0

(.: +  

との方法は 、派背物氏自 身が防水性である 銭 自 然

concrete ゃ mortar も防水性となる のは荊l i 1' t であ

るが、反 而 にm，て Eetti ng の際の net work の完

墜 を 期 L!Nfi < 従って一般に強度が減殺さ れ る傾向

がある。

( 2 )  i照背乳殉j

上 認 の純 i展青物質司を 、骨材ーと 並J 令ーに混和 するに

は機械的に非ｾｾな努力を必要とする欠駄があるが

源 背 乳朔j の 場 合 は 之 欠 勤 が な い 、即ち j展帯J. 乳押l を

先づf見綴こ|二の練 り合せ に 必 要 な 71<で稀i慢 した後 、

セメ y ト混合物に混和すれば容 易 に骨 材と 均 w的

な 混 合 位 を 泣 り 符 る し、又 気 温 の 低v 揚合 で も 加

熱 す る 必 要 も な い o との目的に使用される乳朔j に

は色々の君主ぬ1があ り、液背' 1'[ 原料と して は 軟 質 コ

ール F ーノレピッ チ、天然アス 7 アル ト、石油 ア ス

フアル ト、 パラフイ Y 、粉 末 コー ルタールピッチ

又 は 粉 末 ア ス 7 アル ト等 で あ っ て 一 方 乳 化剤! とし

ては可抑制: 粘土、令周到1の水酸 化 物 . アノι カ P 、

与 が使用される。

保守可 乳l ' i 11は多五t の防7kjt上物質 を合有 して居 p 、 セ

メン ト混 合 物 と の 混 和 操 作 も 容 易 であ る と 云』、特



徴を持つばかりでな 〈、場 合 に 依 つて は セメ y ト ! ルタル のgg防i を填充 す るから水省性に富んだモノレ

の20-. 3 0 %を混入 しで も Sett i ng に慈影響がなく タルが出来る 、 との際俊化を耳}J ける銭めに少泣の

然も耐 伸、 時 ｦｬｬｩｾ 弧皮 を ふ ＱＵＥ 牝 増 加する と 訪 統音 Ｇｩｾｾ ・ ｊＩ Ａｴ 話 ＨｩＧ 虫裂を力日へるととがあ る 。モ ルタルに

はれ 、上主sの各都防水性物 Hれ手n法の' 1 ' で一番 良 I 令! 渇粉 4ミを iJ / Anす るのはmに防水性とす る JJ 的 ば

灯な紡ｊｬ ｾ を ｦ 寄 ると ｊＱＱ はれて居る。一般に防 Ｗ ｊ Ｈ 性物 ［かり で なく 、 熔減抵抗を大ならしめる 矯 めにも 行

!f' ti .足手/11.去は concrete に肱川するよりも 、海底の

mort al' の場合が効呆的である 、何とな れ ば 後 者 の

場 合 に は 前 者の揚; 0 - と終って接ぎ自 に於ける泌フJ'

の危険を完与とに| 坊ぎねる様仕4J": が出来るから 。

( 3 )  表 面 塗 布 法 ( Stl rfacc coat i ng met hod)  

此 の方法は 7X配合の 川町知人 命鴎粉末告す: を泌

有l した mor tarパl唾背' i 1主主料 、共 他 特 釘l な防 7J<JI'iI J空手

を concrete の表而に主主布して防水の口的を得ん

とするもので あって次の如いき柾ll ，¥が場げら れ るo

( a)  セメ y トモルタル

Ifl:. 凝 1-.1こセメ y トモノι F ルを塗布する方法は 谷

易である鵠最も普油に JIJ ひ られ る0 0 > との終抗菌E

イ吋IJ 令は 1 1 又は 1  :  2 位 の も の で、以さ は

大 位 15 - 50111111 地 f 71'什立と距離に 比 例して j弘さ

をJij し、 1 :  2 のものは 1 1 のものより 3 -5  

はれる。

( c)  シノレペスター法 ( 8Y  ]¥'ester  process)  

之は阪地ｾ ｾ ［の ｾｊｪＷ ｊ＼ 工科にも イ史川さ れ る方法 で あ

って 、乾燥した iJ U疑J'. の: ;} . : <. 耐に明書聖漆il 主と石鹸裕

液 と を 交-'U;: 主主 1"1盆布し 、 アルミ z ウムエス テノレ

の防7M 廷を泣るのである 。骨子液は 1 リットルの熱

湯に 90g l'. Ｑｾ｛ の石自由を ｲｩｩ 拍手したもの及び ｬ リ ット

ルの微湿湯に Ｑ ｾ ｧ ｬＧ Ｎ Ｑ 立の明書聖を終解したものが迎

Ｑ［ｾ ー とされる 。泌行の際注芯すべき事 項 ｬ 士 、 コ ｹ ク

リート の表面を消帰 して乾燥させ る事. 作業中 D

in. 皮はJ ( ) - 15.5
0

C とす る事が肝要であると 511は

れ る。施行方法はがWI)し た石鹸液を品11毛で塗り 、

24時間{すま霊泊して表而[ が乾燥した時明会禁液を塗り

付ける 、 l列怨液 D 極 度は 15，5 -2I
O

C  1立と し、 吏

に24時 IltJ の後第 2 恒l の工程を前と同様の削除;ーで干f

m m.  1<'L厚 〈塗 布する o 防水モル担ルの主主布は そ 」、。

の亀裂 、 事 ｉ ｊｪｾを防止 する Ｑｾ め 、 ｴ 昆ＱＮｬｊ ｦ ゴＺが凝結する

I狗氏主主るのが最も良いので あるが 、宝島直前では ζ

れ は不可能である 。

。1) 透 明 防 水 塗 料 ( Cl ear da mz. proof i ng 

p込 111お〉

此 の種 の 塗 料 は一般に緋造物の外壁にもl ! } i J さ れ

るもので 、 ｔｬ工僻必物等にｾ主査させ れ ば ｗｊ 来が大

である。材'14 としてはパラ アイ y ' 7 ツクス 、 ピー

型' fi i Irモ; . {il ノl 捻 を す るには先づIfl:.1.lJ E土而[ のラ イ タ

y ス宇 不 純物学士取 り除〈のは vll 論でみるが、充

分 7ドを飽和l させ 、表 T国が乾燥し始めた頃に下主主 iよ

ワックス 、 カ y ヂ リラ ワックス 、 カノι ナウノ〈 、 ワ

として粍i伏般とした 、純セメ Y トが セ メ y トモノL

ツクス 、 日本似或は此勾? を樹脂j : ( 、脂 肪 'i l 物と品t

{il ［Ｎを剛ぃ局 ＱＱ 毛で ｩｈ 凝土Ｎ つ ｾ ｧｆ 訟を嘆プじする般に按 ｪ

りつけ 、 ζ れ が 乾 燥 しな い内に中塗 として 6 ー13 和したものをu l ! } 1 ] する。パラ 7 イ y ワックス 11低

m m， の厚さに銭に 1J を如lへ、 下主主との術活をよ 温皮で* ，lf l1J:，ず る欠鮎があるけれども 、之 に樹 脂 動

くする様モノι F ルを 主主 る。次に1 ' 1' 主主が品完結する前; 航物油 JJ 旨を添加すれば ζ の欠Ehhは) &:る 程 皮 ま で布自

に表而に十文字の切り目を入れて u賓と の治 活 を ひ1! トるo 此今: の浴料は渉透性 を保有さ せる 鐙 め ベ

ジ己舎でにする様にし 、 ' 1' 塗の モル タノι が1l Jt紡 を 終 る : ース 11笹 池 その lfL拡の : 0- 8 0 %J ) i #媒 に 終 解 さ せ

る。熔 械 と し ては 石 油 ペ y ヂン 、 ペ y ゾーノι 、四

市 ｉｊ ｋ 所定 の ＩＧＱ ー さに主主する様仁訟を施し充 分 謎 ｾｦ ｯＺに

法: 猷するつ久l ! l sJl幸E位以に( 1 くって モル タノι を噴 きf、:1' ; ｾ化ＱＩｾＧ索令がｻ史ひられる が 石 ｴ ｬ｢ 僚 ｩ ｬｬｬ の様な何 遊 性

け るセ メ ン ト放 射機を[ 史凡l して防7J ，} 仔を巡る 方 法 で な いがF燥 を 共 )IJ すると渉透皮 をJ拾す 乙とが出来

もあ るo L の方 法に依ると モルタ ノι が中日' 討小さ い 。るo 塗 布の恒11紙 二去而I が飢ノJ 易 合 l工3 1!l 1位、表 面

法的: で も填充 し符られ従っ て施 工 面 とモルタルと が2]'- ｩＱｾｴ であれば Ｒ 凶位でよく 、 塗 布 前 ｬ よ致め清織

の密渚が 服 従 になり 、強E a : ; ¥k : びに箱、皮の大きい防 i して充分乾燥 して泣 く必塁さがある 。

7]<. 居を ま量るととが出来る 。 ( e) 紫 色防7]<. 塗 料 ( f¥l ack da皿 z-proofing-

( b)  ｾ腐粉末をモルタノレに混和 し たもの p山 nts)

例へば鍬粉をモノι F ノι に混和すると倣粉が酸化。 此の主主料の材料はアス 7 アルト類、色 々の コー

( Feー: >Fe. O. ) して鈎が出来 、 谷絞 が 槍え してモ i ル F ーノι ピッチ 、脂肪 般 ピ ッチ俸を l fJ. 獅 か 久 は出j

101' "' 111 



組物泊目旨重責と 混合して使用 せ られる 。 アスフアル

ト系主主料 は会主: l i l の 40- - 60% の拡滋性 石 油蒸 溜

物同 ｬ ち 、 石 油 ベ ｹ デ ｹ 、 ガ ｙ リＯＧｾＧ・に熔 ｪ 切したもの

を使 用 し 、 一方コーノ'. "_1. ピッチ 1130- 45 %の

ペ y ゾー ル に 終 解 したもの を侠」、 。此 の粧の塗料

は風 雨 に 除さ れ る石 工榔 弘主物ｾ Ｎ ［ ＯＩ 壁の 内 面 ｬ く 防 総

材 として 有 効 に侠 月] される場合が多 〈、塗 布 した

後 木摺工や其イ也の工 作 を 省 い て 直接 に石; 討・塗り が

ｕ Ｚｬ 来るｾＭ名プ ラ ス ｆ ー ポ ｹ ド Ｈ ｰｬ｡ｳ ｴ ･ ｲ bond) と

も訪はれ る。普 油 2[11]主主 りが車i ' i:J.I t がよく 、 第 I l!!.l

の塗布後24時間 を経 過 し て 第 2 凶 の操作 に移り 、

更 に24時 間 経 過 した後 石浦工事量 りをすれば主主料は壁

の 表百と石 苛 ・と の良好 な 勝活科ー とな る 。又 脱肋 ｩｾ

ピッチ 、動 植物 油JI 旨、 或 は樹)J 旨の如 〈可 齢化 物を

合 む ものを 混入 した 主主料は 、之空事 をi.f[ 入 しな ν も

の よ りも膝着材と して優秀 である 場 合 が 多 ν、、 乙

の理由はコール F ーノι ピッチ を塗料 とす る場合塗

料 は時 の経 つにつれ て酸化して硬脆し従 っ て目撃着

性 を 減 ず る 傾 向 が 著 しいか らである 。

なほ アスアアル ト や 、 コーノｾＮ，ール ピ ッチ。の様

な 遜背物 貸 は酸、 アル カ P 、盟実質よt 他 の 腐蝕性を

有する化男性薬品 か ら防禦 す る主主料として 混凝 土 宇

木 材 の表 面 に 塗布する に好適のも のであ り、 ア ス

フアル トl-:i一般 に 、 コールタールピッチ よ りも毅

品に主せする抵抗が大である 。塗布方法は先づ探査主

性 の 溶媒 で 稀縛 したものを塗って表 面 の主主日誌を場

充 さ せ 、t昆凝土 の表 面 と 次の主主布料との総t 策材 と

し、 ζ の第 l 肢 が 完金に乾燥 した後裕媒を 使 用 し

ない同前の i歴青物 質又は遜 背物 質ー とア スベ スト の

混合物を 2 凶 塗布する 。 ζ の場 合第 q 英を治 る材

料 と し て 渥背乳剤を使用する の も宜しい 。

( 4 )  マスチ‘ ソク洛 ( hlastic meth!l d)  

普 jffi マス チッ ク と詞』、の はアス アアル ト或はコ

ールター ノL ピッチの様 な漉 背物 aと砂との 混合! l l ' t

であ っ て混 合事IJ 合は 重 量 で 25 ・75 内外で ある。

マスチック法 に は 次の 2i去がある ω

( a)  シート マ スチ ック ( Sheω m硝 li c)

此 の 方 法 は地 下構 遊 物 、建 築物 、停 車場 の床面

等 の防 水 に使用さ れる 。 配 合 11砂 と 石 友 石 粉 末 或

はセ メ y トと の混合物にマスチ ック金:l1l:の 15- 25

% の 渥背物 質を 加 へ繰 り 合 せ た もので あ り 、 施 工

法 は 道 路 工 事 の シートアスフアルト鋪装と大鐘類

似 して居る 。骨 材と して上胞 の外に小碑 石 を混合
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す る 揚 合 もあり 、更に 石綿 繊 維 を 混 入 しでも よい

砂 、砕 石、等 の骨 材は汲 め加熱して 完 i e K 7J<分を

除 去 し又 アス フアル トの加熱 iE.U支は i 90
0

C 以 上 に

昇・らない様故意す るこ とが肝 嬰である 、 シ ヶ トマ

スチッ クの末端は視凝 土止 の給 j古をよ〈する銃 i亡

悦凝に凸 l町を作るか又は アス 7 ] ' ル ト7 ・テ イマ ー

告す，を鎗ｾする必 要 がある 。 叉 Ｗ スチックＧｋ ￸ ＺｬｬＮ車問 、

布告事を 入れて銀動や衝撃に到する抵抗 を保有させ

る こ とも必要である

( b)  プリ ツク イ Y マ スチ ック ( sri cki n- -

masti c) 

此 の方法は 比絞 的7J<H区η 大きい所にちIUI J され る

ものであ るから 、( :t ) の場合 より も rat t， 混 合物

を使用する。匂・材 と し てもU . 砂 は 、 10番 怖 をjiJ1過

したもの 、石 次 石粉夫 は 1∞ 番 飾iiJ1i/&8 0 %以 七、

200番 飾 iIDi/& 10%以 上の ものを使 IJJ する。ア スフ

アルト又 はピ ッチの 震 は 7 スチッ ク金量の25 - 50 

% 位 、砂と セ メ y 卜又 は石灰石粉と の間合 は 1 : 1  

位 を 普1mとする 。叉 7 スチック 金 量 の 1 %内外の

石綿 繊 維 を 更 に混ず る とと もあ る。 煉 Jt: 1' 1良h' "ょ

普沼 鎌JL、或 1';): 侵過煉叉; 句Eを使用 L 、温度 が 5
0

C

以下の場 合 とか 、1典主主 を合 んで居 る 揚合 は 手 で 持

てるイ立迄煉 Iじを 加熱して使用する 。x 混凝 土 の 泌

工面はモ ル タル在使用して凸凹や不随の 無 ν、様 に

平滑 に似 上 げた上充分 乾 燥 させる。水平 副 に プ ロ

ックイ Y マス チックを施行する には 、先 づ 混 縦二|二

百 に マ ス チ ック をl早さ 15mm 位に 均 等 に微 げ そ

の上 に;煉 JL を置 くの であ るが煉 j じの線、ての lll i が少

くとも 4 mm. 以上マ スチッ ク で包空 れ て居る

ととが必褒である 。 2 居 施 行の 場 合 は下暦 の工 程

が 1m内外治んだ 頃 前 の 方 法 を 繰 り 返 し て 行 ひ 、

煉 花 を・置 く工 程 を 終 っ て か ら最 後の 表聞 を -. . A チ

ックで混ふ 。垂 直 面 に 施 工 す る 場合 に 11型t置を造

り7 スチックが固化した後型板を取i徐〈 様にする

型 ｴ 反 は 取 外 しを 容易 にするｾめ Ｗ ス チッ ク と接す

る而 に籾 欣 セ メ Y トを刷毛で塗る か、 アエル トの

様なも の を貼 るの が よい 、煉 ]L は普 通 最 大 商 を水

平 に L 、長 手 の面を壁 に卒 行 に泣く t去に し、総 て

の商がマスチ ック で裂 はれ る様 に秘む の は 勿 論で

ある 。伶保護 工 に つ い て は 後 で 述 べ る ζ と λ ず る

( 5 )  防水機漆 ( W' .terpr oofing rnernbrane 

or  elastic meもhod)

此 の方法 は アス 7 アルト又はコール F ールピツ



チを 首長透 せ しめ た p 、或 は 塗 布 し た 紙 7 エル ト布 アスフアルト 又は コ ー ノ ｾＹｚ ー ルピッ チはプライ

Jt: 他 を毅暦 に:1IU ユ合 I:J: せて防水 す べ き 面 を 緩 ひ 、 : マ ーの 次 に主主布 され るの である が . {l ールピッチ

J主上に麹泊ーな保護 工 を 施工する もので現 在 最 も 僚 は酸化し易 い性質を有 し て居 り、 ｧｬｾ 鉱や 日光 に際

〈行はれて居る地下袋 、地 F 泣 、属 板 、隊泣告すーの } した場合 11: 特 に ｾ ｬｧ ｩｮ ｧ が激 しく硬 ＱＱ 危 とな り 震 動

防水方法である 。 にも弱 < iliJ. l変の挺化に到する i浮電車を受 ける こ とも

(  1  ) 材 料 ュ兆二しV' i ' i士、此 髭 で は主 として熱に到する感I@jtl の

f初日 1聞に依って材料の設 明 をすれば次の如 くで ー小 さいプロ y ア ス フアルトに就い て述 べる とと L

ある ずる。防総 、防71< Jfl JID着 材 が 保 有 す べ き 性 'i'[ を似:

( ，，)  アス 7 アル トプラ イマ ー ( A語pha1t ハ ｊｾ 易ｬｙｲから考喜美する と 次の如 ｬ くである。

pr i mer)  (  1  ) 地 下 別

ア スフア ルト 7 ・7 イ7 ー は防水 すべき泊・と防水 地下傍造物は 一年を通じて 温度の霊長が砂い故腹

膜暦との! & . ' 着をよ〈する目的ばかりで なく 、防 水 浴材は熔 融駄 の 比較的低ーいものでよいが 、 ￭ｬｬｬｾ 民性

すべき商 K 首長透せ しめ て防水 の効泉を更に釘l若 に ・の 大なる ζ と &') 時HH.民度の 大 で あるこ とが必 姿

するため最初に塗布されるもので 、 その組成はＱｉ￬ｾ であ る。

党 で50 - i O% の3市議性質と 40 6 0 %のアス 7 アノι ( 2 ) 地 上 用

トより成 り立って居る。事F t 滋 性の アス フア ルト訴事 地 上用の もの はふ{ 恨の 兆一しν、、後イヒに依 って 軟

媒と しては 、石油 ベ ン ヂ y 、 ベ y ゾー 川、四強 化 i 化した り又は脆硬化しないもの換言す れ ば 熱 の 感

炭 索、テ レビ :d 由等 が 用 ひ t れアス 7 アル トは 普 ・ 受性 。小さい もの で なけ れば な らない。

沼主| 入皮 10 Ｍ ｾ ｏ のス ト レートアス フア ル ト ＺｸＮはプ 上ι 包2 種類を 比絞すると地下月のも のは 仲 張 性

ロンアス 7 アノL トが使}IJ せられる 。 ス トレート 、 が大 で あ り、耐 [11'強度も大で あ る と云」、性質から

アス 7 アルト の場合溶媒は 5 ) %プ ロY アス 7 アノι 見て寧 ろス トレートアス 7 アル トl亡近似の性以で

卜 の場合 Ｗ ＰＥｦｳ￬ Ｚ のが刷毛引 き に Ｎ 似合がよく 、 ｾＺＨ 温 Ｚ あり、 地 卜 ｊ 日のものは正にプ ロ ン アス Ｗ アルトで

の努化が大で割合に 銀 動 。少 ν・鰭 般の防水 工 事の ある 。次に掲げる表は 地 下 j司、地 上 用 1ft. び巌根用

時 など では 後 者 を 使 用 す るのが宜 しい。 。とし て量産表されて居 る米国材 持試除・協合 ( A) 並 び

( b)  ア スフ アルト 又はコール F ーノι ピッチ ' に米凶政府( B ) の仕様舎の 抜高主である 。

第 1  表 地 下 及 池 上 岡 防 水 ア ス フ ア JL . . トの性紋

A  B  

地 下 用 地 上 用 地 Fl土地上月j

針 入 度 40
0

U  最 大 100 1α3 

11 25
0

C  50ー l∞ 25-- 5)  25 - 50 

11 OOU  
最 小 10 10 

やt 強度〈縦 〉
25υじ

】I主ノl、 :; 0  15  15 

熔融ｬＡＡＮｴｾ ( 宅設球法〉 46 63υじ 66  77むじ 60 77"U  

蒸護 減 量 ( 163
0

C.  50gr 5時間〉 最 大 %
2  

蒸後残間物の 25

0

C rこ 於 け る 針 入 度 最 小

が 原針入& に 童書す る /五 一

60 6つ 60 

引火里占〈側室正式〉 最 小 175
0

C  204
0

C  

二 硫 化 炭 素 に 不 溶 成 分 % 最 小 5  

水 分 %  最 小
。 。
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• 2 褒 屋 根 同

A  B  

鍬 j宰又は砂

母島i宰又 11

非1 ] にて表面
アス 7 アルト 塗 り仕上げ

砂利 にて ア ス7 アル ト主主

仕 上げ

表 而仕 上 り仕上 げ

げ

木製巌級の上・・ …・・ ・4立大勾何日
2;n・pel' ft 3;n. pCI' ft. 6;11. per  ft 

3;n.  perf l  
3η j fも 6in・perft

石 菅 波 凝 土 の 上… ...1i?<大勾 配
1  ill. pcr  ft. 1をilJ . pel' ft .  3;11. per 代.

i占 tn.

1! " ( fも 3in. perft 

per  ft 

ア ス 7 アルトの種 類
A- l  A - 2  B - l  日 2 C- - l  G-- -2  

.... ..  .. .... 
-・ー ・ー ・

針 入 皮 46
0

( ; 最 大
.... .・ . ..・ ・・ 125 125 100 100  ー・ー ... 100 l∞ 

11 25
0
じ 25- 50 15  - 2020 45 15- -20 15- 40  15- - 25 25-- 50 20 50 20 ｾｏ＠

11 0
0

( ;  最 小 10 5  10  5  8  4  10 10 10  

伸 長 皮〈糎) 25

0

U  最 小 15 25 10 15  3  5  5- 20 5  5  

r存融弘li( 球 環 法 ) OU
60- 74 54- 68'66一一79 ｾ Ｐ Ｍ Ｍ ＷＴ＠ 77← - 91 66一一79 60 - 74 66 - 74 74 88 

' !A滋減量

Ｈｩ Ｖ ｾｏ ｃ ，＠ Ｍ ｾｏ ｧ ｲ Ｎ＠ 5hl' ; )  % 最 大

1. 5  1. 5  1. 0  1. 0  1. 0  1. 0  1. 5  1. 0  1. 0  

Z在滋残留物印25
0

に1山うる

針 入皮が股{ 主| 入皮 iニ!f.;J' -r J， グ最大

60 60 60 60 60 60 ( 0 60 60 

二硫 化炭紫に不溶成分%i 0 : 大
25- - 35 15- -25 15- 25  

鍬物質合干' r fJk %  最 大
18- 28 10- 20  10- 20  ; O( c)  10 20 10 20 

7]( 分 う4 最 大

。 。 。 。 。 。
( c)  くc)

7]( 簸 示、臓の 沈 澱 %  最 大
.... ..  7  ..ー・・. 6  

... ...  6  

第 2 表 の けr A- 2.  B -2.  C  2 は 天然アス 7 アノo : 之に惨透 させ るアスフアルトは地一lリIJ 、 尾根) I J 、

トと 石油 アス 7 アル ト又はアラ ック ス ( 日ux) との。 或は冬 期丹l . R J WIJ に'1:1<って制度 の災ったものを

混合物に劉 す る規絡であり、 ( U) は トリ = グ ツ ト 。 使 用 す る が大値重i 入 皮 70ー 110 のス トレートア

アスフアルト ( Tri ni rl ad Asphal の と 石 油 ア ス 7 ^  7 アル ト (st rai ght 凶 phal t) で あ る。叉ルーア

アルト又はフ ラ ックス の混合物に霊せす る規絡であ イング は ア スア アルトを惨透せしめた後 、片面I 又

るo 1，古I我 閣 に jたて普ii I I 使用され る此 の務i防水よnア 。は雨函にプロ y ア スフアル ト( bl own 凶 νh，t J のを

ス7 アルト は針入皮 10- 4: : 1 のものが多〈池上期 塗 ったも ので あ っ て、 ζ の場合も 、使 m1匹| 併とか

屋 根 附 と し て は 針入 皮 G ー 10 ，10- - 20 のもの 、 i 使 用 時季 等 を 考慮して アス 7 アル トω初 度 を 後へ

地下用と しては針入皮 20- 30 ，30- 40 のものが るが大怪 童l 入皮は 、 10- 40 の間 の ものを使用す

使用さ れる 。 る。又ウ ールアエル ト ( ¥Vool fel の は 羊 毛 を 原 料

( c)  防水紙、 フェル ト、 防水布その他 の とした もので ζ れ は動物性 有機質 の繊維である。

防 水 朕 一 般に フェル トやノレ ー 7 イ y グ獅はその構 造 形 位

此 等の防 Ｗ ＮＱ＼ｊＡＡ，Ａ は そ れ 自位 が相 官 の防 Ｗ｝Ｈ ＱＧ｛Ｇ 片｝ を持 Ｚ よりして耐仲 狙 度 が 小さ い事ｾ熟 ｬｩ があ り、 惨透 せ し

っ と同時に 、防水工施行の際 、限定聞 に主主布ずるア め たアスアアル トが ス トレー トアス 7 アル トであ

スフアル トが混凝ゴ二の運 動 の 錫 め亀 裂 磁 出 土起さ れ ｬ ゴ 普 ｩ 血の 先ｻ巡の 時と断然の時ではそ の 制度 と 革 Ｇ ｾ

ず、完全に防火効よ! 1 : を泉たす様保護する使命 を 持 。性に主主: しい草壁化が あ ると とが短J i f r で ある。 l秘羊毛

つ言! ? はピ 鍛 筋 浪鋭 ニ1，_に於 け る銭筋の存在に類似 す は総集に接溺させても久 日光1' - 1燥しで も他 の 続 々

るもの で 耐水性に 1苦み 、強 靭 で耐 iljl 性 の大き なも な 植 物 性 繊 維 よ P も遥かに抵抗が強いからウ - J レ

のが必 要 で あ る、以 下 各 種の 防水 朕 に就いてそ の i アエル トは此 の 駄 を 特 長 とす る

長 短批 判 を試みる 0 ・ 綿 布 ・蹴 布

防水紙、フ ェルト( f elt) ノレ ー フイ Y グ ( r oofi ng) 綿 布( cott on fabr ic) 、麻布 (j l J te，man;l a， burl ap)  

此等 の朕 は chemi cal pul p 久 は mec hanical 等の級布等の 織 布 類 は柔軟性 で 似 性に笛み 、 且

pul p 毒事の有機 質織総を原料としたものであって、 つ 耐 仰 強が大で、 鋭 角 に 曲げ ても裂けた り、 磁 れ

""1 I  10 



た習しない特徴を持って腐 り、綿布は挫鎖的に辞i

i試に接 締 した場 合 麻 布 よ りも腐朽 し革lii "' : 長lfr があ

る。 叉 と れ俸 の 布 知で特に織目が荒〈アス 7 アル

ト惨透後も 命 綱 の1設に籾自のあるもの は 、穴明き

綿布: r &: は納欣ノι - 7 イシグ ( Open ｭ ･ｾ ｨ＠ fabri c  

or  open  mesh  l' oofing) と呼んで 居 P 自の結った

もの より 安 似 であり 、 防水) J 築工施 行 の 時 前後 に主主

布するアス 7 アル トの密涜が完金で然もアス 7 ア

ル ト暦の骨柱作用を す る効果がある録 、盛 ん に 使

用される。布類に診透せしめるアス 7 アル トは 務

3菌室l 入 皮 10 - 40 のプロ y アス 7 アルトである。

石綿布 ・ ｾ綱

無 機質 繊維 であ る 石 綿 布 ( Asbestos f  abr i  c) は

総主主や酸 アノι カリ今: に依 って腐創! しないと 云」、長

所を持 ち 、 命綱 は作 ｊｊｊ に鋭角に ｉ ｴｬｬ げ Ｑ Ｍ ｾｊ るとと 、 耐

や11YIU皮 が中目常大であることが長所であ る、 ζ れG.'fー

に使」、 アス フアル トはJ 二主sのもの と同様である

(  2 )  liJj7)<際法施工法と法; 0 :

地 下 防 水 の 施 工 は 先 づ唯備された商にアス 7 ア

ル トプライマ ーを 1 l p. 方 米 ti. D  0. 3ー0.5kg. の 割

合 で均 tr; に君主布 L 、 とれが乾燥し た後 体 融 し た ア

スフ アルト を 1 ; 卒方米 'j:i. り2- 3kg. の制令で主主長J

L. その上に防水際 を張って第 1m- を作る 。 次 に

アノ ι ト は地下ｾの揚子干の 様 に Ｒ ＮＮ Ｓ ｫ ｧ Ｎ の必要はな

く1 . 5- -2. 0kg. 位 で 、 中nUJ否l亡は 1.5kg. 以上 で

あれば よい。

施 工 法 の 注 意

(  1  )  防水工は 0
0

0 以 下 の 気 温で は施行しな

い とと

( 2 )  アス 7 アル トの如Ji 敏湿度 は 2∞ 。C 以 下

とするとと

( 3 )  i.昆凝オ: の表而は施工前清掃し 、不陸凹凸

を除去して後 、年半絞配合 1: 3 のモルタル を厚さ

1. 5c m 以 t に均等水平に 抑 し 付 け る 様に塗ると

ととの際混昔話 ー ｉ のｾ隙 をモルタル で完 会 ｉ 亡模プビし

て雨者の :&，'irf を充分にする様注意 す る。

( 4 )  アスフ ア ル トプテイマ ーは充分乾燥した

モル ｆ ノ ｌ 商に主主り多少モノｾ Ijl ル} 曹に診遜せしめる

様プライマー のi1Wt を訪] 基盤して使用するとと。

( 5 )  ア ス 7 アルト主主は ー 而に均等に行き渡 り

然も主主而に主主i包を残さない様注意する ζ と

( 6 )  防 Ｗ Ｉ＼ 布の怒り付けは鍛を生じたり 、 ｾｰ ｲ， ｩ

然 泌 を 作 らな い 様に しアス 7 ア ルトに充分続前さ

せ るこ と。

( 7 )  1均71<布 類 は 侭ーい方から張りすfTめること

( 3 )  防 水 政 の 保 護 工

防水肢は比較的 jjj 翠 な ど に 釣 L 抵抗が少〈 、主主

i年融アスアアノι トを 17J ' 方氷: ￭［［ｾ Ｇ り 1.5kg. 以上の : 既に依っ てアスフアルト の初度の援 化、膨 阪、 l肱

割合で 塗 布 した後 ｼ均水映を ｩｬｬｫ り付けて ｾＱＲ 暦を作 縮 空?ーの現 象 が 起 習 易 〈 、 又 gus、油 、 共 他 有 機、

り、 次にと の工科を繰り返して ｬｦｲｾ の防水底をね

るのであるが、最後の liJj7)< Ｉｊ廷にｾ［ｻｪ￯ずるアスフア

ル トは最初 プ ライマーの次に侠)i1 したアス 7 アル

トと同五t1¥L を使月l する 3 防 7 H央の j奇数は施工場所

のI1史態地下水位との距離に依って !Nるが、3 . 6) j-

Ｑｾｌ である。

映のE量り方には レー ヤー式、コ Y チ= オス式、

コース式 、 ス タツガード式 ｾＺＺが ある 。普 通防水政

の綴手は縦絞らI t 必ず 10cm. 以上京ね令はせると

とが必嬰で 、 ｬ ｬＺｬ附 、 入隅ｔｦｩ＾の綴目ではち宅ｾＺ縫とし

アアプ リツF ノι - 7 イ y グを榊貼するがよい。防

水肢は前述の様に織布先立が弧j切 で 有 効である が、

債 ' 傾がおいと と兵他から 7 エルト類と 交互に也I ! 用

されるのが普iffi で & る。そ ζ で貫主 i 朕 に 7 アプロ

ック曲、又はオー 7 ・y メッシユ 7 アプリツクを使ひ

賀ｾ 2 )寄目からは 、 フェルト 7 アプリツクルーフイ

y グ伶 を交互 に1i l ! 川すれば相 前効 果 的 な 防 水 層 が

作れるの である 。垂 直而に施工の場合には アス 7

ア ルト ｊ Ｎ ＺｊＺＱ千 ｬ 雷共 ｉ 平方氷 ＺＱｾＧ り ＱＮ Ｐ ー ＱＮ Ｕｫｧ 位 でよ く

又属板防水の時も最下府最上層に主主布するアス 7

無機 の険 、 アルカリあ Ｑ や ｩｻｾ 然 、 Ｗ Ｑ ψ 〉さかにｻＯ＼ つ でも

悪影ｾを受ける古士 、此 得Ｚの原 ＱＢＱ を防止して充分保

護する必要がある 、保護工は普i i I i 防7)<工が最長って

直ちに施工するがよく次の様な方法がある。

(  1 )  5  10cm 厚のモノＮｾ Ijl ノι 、 又 は 混 凝 士 、

3  5c l 1 l . の鍬籾混凝士 、 とれらの セメ y ト混合 惚

はなるべく u; 間合とする。

( 2 )  3 - 5 c m の 7 スチック

A - J i l ; 則合制令

1

4

1

3

1

2

3
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ト

チ
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ツ

ツ
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ピ

ピ

又

フ

ル

凡
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ス

一

一
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砂

タ

砂

♂

砂

一
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J
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L

r
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L

r

1

1

1

ク

ク

ツ

ツ

ト

チ

チ

チ

凡

ス

ヅ

ス

上

ア

マ

ピ

7

ア

ル

ス

一

ア

F

、

2

ノ

、

』

J

a

L

u

 

f

f

、

、

〆

S

也
、

同

( 3 )  アス アアル トプロッ夕 、ア ス フ ア ル ト 煉

](， 、煉 J (， 、 タイル 、テ ラコツタ告す: 此空宇の. cj ' i l l 1i ヱに

はモルタル目地を使J l J する。 f句垂直面には 煉 j じ、

プロック矧をモノι F ノι 日i也にて絞み防ァ} 、! 習と煉叉;

との I::J 隔 11 2- 3c mとして尻町令のモル担ノL を喚

ヲEする。
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千 年 家 の 古 文 書 乞 棟 札 に 就 て

大 古島 昏

ま へ が き

7 月 1 日強行の郷土 建築 税に 、野地修左氏の 「兵庫県革、下に於ける古住宅 J の記事 が

あったが 、 その うち に載せられた古住宅の 1 つ、千 作 家 の古文書と械札 に就 いて大熊

事手11惇 土 から下 の卯l き怖が寄せら れた か ら、 と与に遺産量して 、野地氏の記事の完墜を

期 す るとと L す る。( 新 名〕

安B

郷土建築競に兵庫燃下に於ける古住宅として古来有名な簡原の 千年家の こと が報告され

てゐる。そ の箱木氏の分に「上棟吉 日之事」とある古文書: が載せられてゐるが . こ の古文

書は措津名所園紺にある 「近年 まで梁文に 大同二年の文字ありしが云 k J と閥連そ もつも

ので . 古来千年家棟札として体へられてゐるも のである。

世俗に唱ふるこ の千年家棟札は 、天保 2 年に複製墨拓として古河務主から世間に配布さ

れ?こ 而して 、ーこれを拓本と して配布す るに付て は、こ れが上梓の主旨をも書 き記して ゐ

る。即ち

播州八部郡筒原村は我古河 の 別 邑な り村長ｻ･ ｾ ｦ 木興一兵衛と日ふ 、其 先兵部なる者間原

をｾＡＮ ジ、 て姓と震す後 子孫故有り て外族 の 姓を 胃 すと 云ふ 、 ｪ 奏家大 同 元年 作る所 今天保二年

を距る一 千廿 六年 Ｎ 其 間 未 ｲｾ 曾て改 作 せす ・。 極橡棟桂猫 ｬ ま存し子孫 も亦連綿として絶八

十俗これを千年家 と謂ふ 、今 昏予邑を廻り共家主? 週る主人此書を 出して予に視す 共

用之設 ?こり、 書も 亦古色頗ぶる策部i あ り、予共久し〈して霊食終 t二其の古きを無〈すを

惜み則 もこれを梓に 上lませ以て家に毅し併て好古之士に賑し我が封内に此の如き 奮家有

るを知らし U o 橘霊 源 敬 長 記 霞 外山朝儒書( 原本漢文)

これが上梓の主旨で古文書の誠失を惜んでの企と封内にか〉る奮家の存ーするを誇とし? こ

ものである。 T 年家は背から 有名 な奮屋で知られて ゐる もので 名所闘絡に云ふが如〈 梁文

として大同云 k が記されてゐ ?こか否かは暫 ら < j } 1] として、こ の;文書が棟キしとされに のは 「

上棟吉 日之事」と 詑 されて ゐるから であら う。思ふに「上棟吉 日之事」と記し三 月十一日

米亥¥J 也と 判し簡原兵部殿とあるからにはヒ棟の吉 日吉反を Ii1J生山 の 目原とい ふ修強借が勘

案し7こ勘文ではあるまいか。この世俗棟札と僻するものが勘文であるとは思ふが記年の頃

の ものであるか否かに就ては何等考へては ゐな い。郷土建築披を読んで古河藩から先考に

贈られ? こ千年家棟札として の拓本の有る の を思ひ 出 し、千年家の記事{ e 読ま れに讃者の参

考に費する矯めに筆を執っ? こまで〉ある。

VI I .  1  1.2  



北 側 外E 顧

ｾ ｜Ｉ＠

1 階 卒 面 圏

南 側 外 観

2 階 卒 面 圏

、曹..... ・・ー品回園間，.........._ -ー守・4

( Archi tectu.I al  Revi ew 誌よ り本多E 皇室〉

( イギリス) ウ エ ン ト ; ウ オ ー ス の 住 宅 建築家 Ol i ver Hi l l  
1  13 vl l r 



代 表 階 卒 面 圏

1 階 平 面 園

② 

ＮＮＭＭＭＭＭＺ［［Ｍ 一『テー モｾ

1 つ の 入 口 正 面

南菌ハイゲイト ・ヒルよりの外顕

' (111 1.14 ( イギリス) • Chol mel sy Lodge の 集 合 住 宅
建築京 Guy Morgan 



V ill eurbanne は 7 ラシス第 2 の都 合 L yons

の東方 Danphine の平野 にあ る工業地で ある

が、最 近 2 人 の建築家と熱心な市長 とに依っ

て高層建築のmち蛇 ぶ そのシピック ・セ : / t J

ーが完成せら れ た。

シピック・ セ :/ tJ ーの 中心、をなす建築物は 、

目Cu ' I 聞に見る如 〈、 市 総 合 と 市 立 劇 場 と

A lbert  T homas 公閣と中央電話局と高居集

合住宅と である 。

1' 1111軍合正面の大湿 りが美しい スカイ ライ y を

見せ てセッ トパ ックした集合住 宅 の1mを抜け

て E mile Zola 街 と合するJ j I f . 19 暦 の前i塔

が 2 基の塔門としてまモえ立 っ て居 る。

街路に ';]1燈柱の ない と と に 注 意せ らる ベ し。

街路照明装置は全て集合住宅の l 階前j 庖 の上

郊 の 壁面に俗 されて. 居 るの である 。街路樹 が

規J ! IJ i : E しく植 えられ充分 に手入れ せ られて肘

るのは 、 とれ?fF 7 テ y スの街に特有 な j瓜張、 の

1 つ である 。

A I ! 置園

‘  

• 

TYPI CAL  FLO Of1， P L A N 

高 層 集 合 住 宅 代 表 階 平 面 圏

( フランス ) Vi l l eurbanne のシビック・センター

建 築 家 Mori ce L eroux 及

Robert  Gir oud  
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1 1 6  ( フラシス) Vi l l eurbanne のシビツウ・センター

建築家

市 陵 会 外 観

市 立 劇 場 外 翻

Mori ce Lerbux 及

Robert  Gi roud 



全 景

濁逸 に 於ては 明年 は オ リム ピッ ク競技と 共 氏関際都 市 合 議 も 聞 かれ る。 闘は オ リム ピック

競 技 の暴行され るべノ ｾ V  :..- 郊外の獅主盗事rr 競 技 場 H ライヒス スポー ツ 7 エル トH の心鰍凶 で

ある 。

a.  オ リムピッ ク スタデユ ーム

b. 水 泳 競 技揚

c.  馬 術競 技場

d. 野外側易

e.  集 合 場( ポ ロ競 技 も 行は る〉

f. 管理事務所

g.  ホ ッケ ー競技 場

b.  パ スケッ トポ ール競技 場

P.  駐車場

H . R.  幹線道路よ りの主嬰入 口

s. 餓 滋停車場

U 地下般道停 車場

( A mer i Bn City 誌 6 月盟主 よ り 内藤 ｾ ｩＡ _.)  

( ドイツ 〉 ベ ル リ ン に 於 け る 第 1J 回 オ リ ン ピ ッ ク 競 技 場
117 VI I I  



Barksdal e Fi el d 全 景

約 65，000，0∞ 却 の 工 費 を以てアメ リ

カの各州に捗って音"1止さ れ 、念 遮 完

成が念がれつ L ある1 l LJH施設の 11認

である。

アメ P カ陸軍のi WJ 期的の施設である

が、完全に司王和的の施設であり、い

きふかも軍事的目的 を持 った もので

はないと稼して居 る。

( Arc h MuM R ecord)  

誌より 新 名 種 夫/

V 川 I 18 ( ア メ リ 力 ) ア メ リ 力 に 於 け る 軍 用 建 築 の 1 例

1ヒCal ol i na 州|の Pope

Fi el d に於ける気球絡納

庫

Barksdal e Fi el d の格納庫



-J i - -
'" 

司自
ー噂

『

• L  

司自噂 L

'  

'  

一 一
」 ;  イ - ・- - ι  Ｍ叫ｾＧＢ . - ニ モ - 出M

背 面 婆 園

J  

一一主主 パ ｫ Ｎ Ｙｬ ｦｅＮ￰ｭｍ諸説迦凶器漉拠品、脳訟、Ｎｾ正当

正 菌 姿 圃

平

.  

( アメリカ 〉 シ カ 耳 の 興 術 協 曾 の 増 築 懸 賞 首 選 圃 案

面 園

ν カゴの美術協舎 の滑築懸 賞常選悶

案である。

卒 面闘は最初に 建設せら れる Jij ;築部

分の全胞の平面である。扮築の総 工

費 10，0∞，000 弗、全部完成 まで の工

事期間 8 年乃至 10年の 漁定であ る。

建築家

Ｈａｲ｣ｨｩｴ･｣ｴｕ 悶 ｆ［ ｏｾ Ｉ
誌 よ り 新 名 種 夫

耳ol abi rd 及 Roof 119 v 川



刑 務 所 男 囚 部 建 物 全 景

サ y フラシシ スコの 男女囚刑務 所。

男女囚合計 528 の凋房が ある 。

内男囚 mS48C 女 囚部が48 と言」、割合

である 。

各 凋 房 にラ是 々 1 fl¥¥1の窓 が 聞 か れ て 居

るが完令 なる空気 調義援 置 を 有する

放に 、窓 IH 甘く様にな っ て 居 ても開

〈必要がない。

f市街 11 三 笠 山に似た小さい Ji ・の総の

25C エ ー カー もある 草原の中央に主主

て られ た 病院かと忠は れ る堂々たる

男囚都 の建築である。

(  A  凶 t旬胤e釘c山 a叫1 R e悦c∞附町0町加rr

誌よ p 新 名 種 夫j

男 囚 部 代 表 階 卒 面 園

男 囚 部 l 階 卒 菌 圏

V 川 120 ( アメリ力 ) サ ン フ ラ ン シ ス コ の 男 女 囚 刑 務 所 建 築 家 包 誌 は 髭 鵠 及



曾

木材市場品規格調査震員曾 〈第 2 回〉

時 5 月15 日午後 6 時30分 - 8 時30分

所 建築倶祭郊別室

出 席 者 幹 事 池 岡 松 久 保

委 員 ( 大 阪 材 木 同 業 組 合 〉 森 野 楠

瀬黒. 棒 阪弁 島 国 白 川

後 川 高 岡 谷 丹 燦 吉 本

1 午後 6 時30分 池 悶 幹 事座長となり関合

l 本夕は別紙鳥図案( 省略J につ き研究を遜む

l 昭和 B 年 3 月強行の林業試験報告を購入すると

とに決定舎長に要求するとと

毎市武袋各部長倉議 〈第 3 凹〉

時 5 月16 日午後 6 時:;: 0分- 7 時 10分

所 建築倶築部別室 予

出 席 者 委 員 長 池 田

宣 停 郊 長 小 笠 原

合 計 部 長 清 水

1 午後 6 時20分池田委員長座長と な り開舎下記件

につき協議す

1 扶書作成に闘する 件 ・・… H ・H ・......・ H ・...・ H ・- 可決

1 上に要する経費支出に倒する件… … … ・ ・…・可決

l 映富島製作 K 付特別委員合設置の件... ・H ・- …・可決

材 料 醤 員 曾 〈第 7 [ljJ) 

時 5 月22日午後 7 時- 9 時

所 建築材料陳列場

出 席 者 幹 事 松 久 保 浦

報

l 防水紙に付研究の件

1 下記工場見撃の件

(  1  ) 見 撃允 工 英 量J:

(  2 )  日 時 6 月日日午後 ! 時

1 次ω委員合日取の件

C  1 )  6 月 5 自の定例日は荻 11-. め

( 2 )  6 月19 日の定例日 は開催

般備委員曾 ｃｾ ＢＧｩ 81111)  

時 5 月24日午後 7 時 一9 時

所 建築樹斗隙列車釦)I J家

出席者 委 員 長 小 笠原

幹 事 ヰ 吉 井

委 員 竹 内 塙

特別委員 須賀前i舎 内田成之

l 午後 7 時小笠原委員長座長 とな リ下記事項協議

す

I 設備工事設計上の注意

(  1  )  機械室の商fHを充分 に取 ること

( 2 )  配管方法

( 3 )  給湯、蒸気配符は 絶望す に埋殺 して 遊くべ

し

( 4 )  沼化槽

( 5 )  パイ プが防水平存を賀 〈場 合

( 6 )  給水管としての符 の材料比較

1 次回 は君! 綴者向問題に付き研究なすとと L す

委 員 楠 瀬 作 間 君 主 高 岡 遊 間 j 時

木材市場品規格調査蚕員曾 ( 第 3 [f)J) 

5 月28 日午後 6 時30分一 10時

吉本

1 午後 7 時松久保幹事座長と な P 開合下記の事 項

に付協議決定す

所

出席者

建築倶祭 場 部別 ｾ

幹 事 i也 岡 松久保

委 員 ，JfAi翠 阪 井 ぬ回

l 法制委員合より照合に係る瓦の研究に付其後の 。 丹 藤 ill 閲 古本

後 川 市 附

経過の件 ｾ＠ 1 午後 6 時30分池悶斡事座長となり 開合

l 委員高松卒太郎氏僻任届 lUの件 Ｑ 前委員舎に於ける寸法規格案の角物 のＺｴｾ '1' itl! 尺

l 大選民原稿送付方催促の件 』 の寸法数字は協合案と しては記入せ ず唯木材問
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業 組 合 側 に て 在 来 の 習 慣 上 間 尺 寸 法 を 是 非 示 さ : 出 席 者 幹 事 吉 田 加 藤

れ たき 旨の! 干! U l ありたる時は其妥協案として之

れを生かし使に供す るζ と

l 本 日は 刻、長 押、及板につき協議す

時

所

(  1  ) 害IJ は 4 種とし名初日 巾 を以て示す即ち 1<::

O割 、90制の 如し

( 2 )  長 押 は 3 若! とし名稀は隔を以 て示す

( 3 )  放 は 10種類とす名手再は厚さを以て示す

.ft nち粍にて 6，9，12，15，20，25，30，40，50

及 60 とす

巾は最小 140 之れ以 tl 土20噌とす

砕 崎

吊 務 曾 ( 第 II 回〉

6 月 3 日午 後 6 時45分- 8 時30; }

建築倶楽部))I J室

出席者 理 事 松 井 町 舎 長

常 務 池 問 主 記 北 垣 主 記

伊 東 主 計 清 水 主 計

谷主計新名縞 ｾＢｦ

烏回縞斡

篠原教化委員舎幹事

議 事

委 員 喜 多 村 繭 知

1 午 後 7 時一同着席 吉田幹事座長と なり開舎 下 記

の件に付協議す

1 阿倍野橋附近改造 に胸 T る考家を懸賞募集する

の件 以 上

は常務舎に照合のとと

都市武装各部長曾 議 ( 第 4 恒1)

時 6 月 4 日午後 6 時30分 一 7 時

所 建築倶築部別室

出 席 者 委 員 長 池 田

宜f導部長 小 笠 原

合計部長 清 水

l 午 後 6 時30分池田委員長座長となり閃合下記問

題に付協議決定す

l 都市武 装促進委員舎 記録間付先の f'l: 別紙 原案修

正可決〈別紙省目的

f. J 残部は一般に殻J t L 合員、賛助員 i亡は特に仮i

宜を計ること

舎 告 案は清水部長と 協 議決定する ζ と

1  6 月例舎に関する件・… … … … … … . ..・ H ・- 保留: 時

2 教化委員合よ P 要求に 係 る祭校王室築相談所設置! 所

映書作製特別餐員曾 ( 第 1 回〉

6 月 4 日午後 7 時 - 9 時30分

建 築倶祭 部 別 室

に関するイ牛..... " … . .. ・H ・. .. .…・ ・…・… H ・H ・.. .保留

3 合 員 委 員 令 よ り要求に係る 合 員入合動誘に闘す

る件・・・・・・・・・・・・・ ・・・ 0 ・ぃ ・… u ・.. … .' . . ……・ ・可 決

4  } j t " 紳其他遠隔の地より出席 の委員に針し其都度

j f I 賃支緋に関する件. . . .. . . …・・・……. . ・…考慮

5 第 5 版市街地建築物法令銅纂に関する謝憩の伴

・・・・・・・ ・・可決

6 鷹取書記退職令其他に関する件_.....・ H ・...・ ・可 決

7 縞 続 係及庶務係書記採用の件・… …・ … . . …可決

8 職員上牛期賞奥其他に関する件・・・・ ・・・ … … ・決定

9 曾 員詮 衡

報 告

I 都 市武装促進委 員合記録出版完 了報告

時

折

都 市 計 蜜 委 員 曾 ( 第 6 阻1)

6 月 4 日午後 7 時一 7 時 30分

建築材料陳列場別室

出 席 者 都 市 武 装 促 主 主 委 員 長 池 田

映笛作製特別委 員 浦 、小 笠 原、小川l

加 藤、勉 弁、告lj-水

新名、内藤、zj 三塚

吉田

! 午後 7 時池田都市武装促治委員長座長とな P開

舎

l  池田座長より本映誼作製特別委員舎 の設置に付

大ｾの説明をなし法ＷＩＨ委員よ り 映禽作製するに

至りたる経過に付 設明あ P 夫れより委員長及幹

事の互選を行ひ下記の沼決定す

委 員 長 池 因 究 氏

副委員長 波 江 悌 夫氏

幹 事 亀 井幸 次郎氏

問 新 名 種 夫 氏

同 鳥 井 信 氏

l 次で映T l s 作成 Iく童話する協議 i亡入 P 亀井委員 より

東京に於て委員として帝都復興なる狭主訟を作製



したる 経験談に付種々談話あり結局下記事項を

決定す

(  1  )  内務省よ P 帝都復興映鐙を1 1 ¥" 用の上試潟

す る とと

( 2 )  脚本は公募せずして映部合彪 2，3 a: 指 命

の上脚本及見紛舎の提出 方 を取計』、ζ と

(  3 )  新聞活動fi ut 祉 よ り脚本 を送付させると

と

( 4 )  日活、松竹へ亀井委員より 交渉 の上脚 本

を取寄せ重苦照す るとと

( 5 )  映街作製の趣 旨

都市武装 とな り耐震耐火建築の主俸とな

ると』こ

仰防火地区の助成と もな るとと

法制委員曾 ＨｾＢ￭ Ｖ 凶〉

時 6 月 5 日午後 6 時30分 - 9 時40分

所 建築( 具築部別室

出 席 者 委 員 長 湾 問

委 員 石 川 山 口 矢 崎

1 午後 6 時30分津田委員長座長とな り倒舎

Ｑ 構訟法規Ｇ Ｂ こ付疑義の ｗＮ Ｑｾ あり大阪 、 京 都 、 前 ｬＧ 戸三

府県系建築課長に照 合す るととに決定

1 法規の質疑態答に仰するイ牛 l亡付別家の油合長に

要求するととに決定

T!f 

所

住 宅 妥 員 曾 ( 第 7 回〉

6 月6 日午後 7 時 10分 - 8 時40分

建築倶製部別室

出 席 者 安 員 長 l与 野

幹 事 小 川

委 員 長 谷 部 松 本 物山 ー三木

!'!'A i翠 赤松

l  午後 7 時 10分王寺野委 員長座長となり関合

1  j 待山委員より前 回の要項速記の 滞啓完了せざる

も大世に付期談したしとて飢官民投明あ P

1 次て前回に引綴き鐙の研究に入る

日本壁に付ては大鐙の研究終了したるにより目

災 害 調 査 蚕 員 曾 ( 第 15凹〉

時 6 月7 日午後 7 時 一 8 時

所 建築倶幾1111

出席者 委 員 内 藤 本 多 矢 田 山 田

1 各委員分携の 未徒 1J : i 者に付] 反調べ しl起下記の illI

に付督促i伏を宣遣すること に決す

住 宅 編.. .・.. ... 谷 委 員 宮脇 委 員

者経校編・… . . ，本多 委員 内 藤 委 員

*  答 縞 ・・・ ・・ミ1<ii1 委員

建築設備編… ・・ ・・・中島 委員

近肱被害編…・ ・・…渡部 委 員

奥 諭 銅・・ ・・ ・…ー山口 委員

其他 の建築編… ・・・浅野 委 員

材 料 委 員 曾 〈第 8 凶〉

時 6 月8 日午後 11待30分

JJrr エ英量士見製

出席者 委 員 長 高 橋

時

所

幹 事 松 久 保 浦

ヨ 委 員 境 jt i 閑 話 回

記 鷹 取

曾 員 委 員 曾 ( 第 2 凹〉

6 月10日午後 6 時30分ー 7 時30分

建築材料陳列場別室

出 席 者 委 員 長 官士岡

幹 事 今 林 酒 井

委 員 溢 谷 松 本

1 午後 6 時30分箆土問委員長座長とな P 闘合

l 合員勧誘欣 には委員会部連名の ζ と

1 第 1 阻l動誘として溢谷委員調査に係る歳前工業

合:i l t 浪泌工業合名簿 によ り未入舎者に動誘M止を

五主主主のと と

1 現 在曾員に童話し 1 名以上義務的に籾誘せら る A

様依頼M去を主主主主する とと

I 午 後 7 時30分散含

本笠の新し き考案 に付研究し次て洋式墜に移l J 木材市港品規格調査委員曾 ( 第 4 出〉

大慢を終り閉舎ナ 白時 6 月11 日午後 7 時 - 9 時

所 建築倶楽部

t  2 3  VI I I  
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出 席 者 幹 事 松久保

委 員 泉 課 阪 弁 鳥 図 白 川

後 川 谷 丹 藤

1 午 後 7 時松久保幹事座長 とな り闘合

1 前回に号| 緩i き憤材、』同級材 、木摺 lて付研究を重

ね大位別紙; 案 を符たり〈別紙案省略〉

敦 化 蚕 員 曾 ( ts 5 凹〉

時 6 月 13日午後 6 時30分一 10時

創 建築倶楽部別室

出 席 者 幹 事 篠原

委 員 高 木 永 津 中 野・ 郷口

l 小製校建築相官提ffr 設置の 1'1‘ は常務舎に於 て大阪

j舟に同相談所の設置しあるとと なれば簡易なる

相談所ーに改案す る様保官? となりし旨篠原斡事よ

り報告あ り協議の結果今- J1..q大阪府建築相談所

の内容 を調査するととに決定

1  IJ、等生校工業科の教科内容調査の件 l土調査の結果

建築を主とするもの大阪市に I 校紳戸市にはな

く放に現下直に之 が調査研究を進むる要を認め

ず と 決定

l 建築皮質合開催の件は古宇田 、永 津商委員 に よ

り 建築ｾｾ舎 へ 内 交 渉ナるととに決定本協合主催

の皮質舎は保留するとと に決定

時

月Ii

倣 備 委 員 室 ( 第 9 凹〉

6 月 14 日

建築材料陳列場別室

出 席 者 幹 事 村 田

委 員 回 中

ｩ 本夕 Ｑ ＱＺ出席者 ｻｾｩ 少に付協議の上流 舎とす

〈本 夕は隣室建築倶楽部に て日本建材協合主催

海 軍大佐D 講演合あ 11)

声 同

吊 務 曾 ( 第 12凹〉

時 6 月 17日午後 6 時一 7 時30分

所 建築依然部別室

出 席 者 理 事 松 井 副 舎 長

監 事 溢谷 監事

常 務 伊 藤 主 記 保 田 主 記

伊 東 主 計 清水 主 計

谷 主計 岡 田 編 輯

鳥 田 編t将

議 事

1  6 月例曾に闘する 1'1'" ……・ ・・・ ・・・・・ ・・・ ・…・・・・ ・可決

2 木材市場品先J l 絡調査委員合より 委員 l 名僻退 に

付補充の 件・・……- ・・ … ・… … … .... ・H ・.. .. . … 可決

3 設備委員合よ P 委員 l 名僻退に付納充の件可決

4 法制j委員合提案法規の 質疑態答 i亡闘 す る件可決

5 阿倍野橋附近改造に闘する考案懸賞募集の件に

付 都 市 計重委員合 より 照舎の ｦ Ｇｾ ・Ｎ Ｎ …・… ー保留

6 建築に闘する映五11を調査し目録作製の件・・可決

7 都市武装記録刊行残本滋賀舎告 の件……・ ・・可決

8 合員Z夜明書交付に闘する件… ・・・・……・ … n ・・可決

9 建築集合よ り今秋建築展覧曾開催に付合誌に氏

告方依顧の件- ・……. . ，・H ・-・… ... .... .…・・ ・・・・ 可決

10 満洲主I t 築協合より日 i雨量す諜建築並附伶ー工事用

言lf 第 3 版遊行に付合 誌に rDi 告方依顔 の件・ ・可決

11 合員設省m-

12  合員委員合提案の合員宅加に闘する件… 可決

報 告

都市武装促進委員合記録配布の件

都 市 計 童 委 員 曾 〈貫工7 回〉

時 6 月18日午後 6 時30分- 8 時30分

所 建築 (只築部

出 席 者 委 員 長 鳥 井

委 員 図 藤 亀 井

1  r大阪の 都市美を誇 る合 J を開催する 言r' l1l :に付

協議 し可決の 上下記事項に付諮 り大鐙の 決定を

見たり

1 座談合の協議事項

(  1  ) 舎 名

( 2 )  日時、場 所

( 3 )  市内 名士招待 先の選定

( 4 ) 経 費

1 土.詑は菅務合に提案の ζ と

浩司自j 蚕 員 曾 〈第 7 凶〕



時 6 月19日午後 7 時- s時30分

所 建築倶楽部見IJ室

出席者 幹 事 玉 置

委 員 石 川 宮 l協 矢 崎 山 口

1 午 後 7 時玉置幹事座長となり闘舎

Ｑ 各府県系に ｾ ｉ し市街 地建 築物 法施行 制 Ｉ｜ｉｊ を一 部分

奥方を請求する ととに決定 ( 但 し大阪 、京都 、

愛知、紳奈川l 、北海道、兵庫、稲 岡 を省( )

以上ーに よP各府県長の細見IJ 比較表 作製のとと

1 牛 後 8 時30分散含

材料妥員曾 ｃ ｾＹ 出 〉

時 6 月 19日午 後 7 時 一 8 時30分

所 建築材料陳列場 別 室

出席者 幹 事 if有 松久保

委 員 作 間 高 岡 道 回

1 午後 7 時松久保幹事座長 となり開合

iiili 幹事よ り高松委員圏平任居間 の件 は問氏に留任

動誘の結果快諾せられたる旨報告あり

1 次回定例日の研究事項を下認の Jffi 1J 決定

建築紙及び アス フアノレ ト防水ー般に就て

l 松井邦彦氏を次回委員舎 に招将 して アス 7 ア ル

ト防水 に就て議誌を 総〈とと

1 午後 B 時30分散含

災 害 強 度 妥 員 曾 〈第 7 1日1)

時 6 月21 日午後 7 時一 8 時

所 建築倶築部

出席者 委 員 谷 矢田 浅 野 郷 田 凶書11

1 本夕はZ委員長、幹事共出席なきため研究を誕生 め

ず災寄寓 認の分類等 をなし座 談の後散合

木材市海品規裕調査委員曾 〈第 5 凶〉

時 6 月25日午後 7 時- 9 時30分

i 官哲也l迄に 研究したるも の に付再検討 を1mへ結局

別紙案. つJffi り1111市委 員 。意見一致し決 定 を見た

りCJJIJ紙案 作 略〉

l 別紙案 を次 回委 日合迄に各委員 に配布 し号岳民合

i ' i ・日最後の決定を な し次 の研究 に進む とと

l  午後 9 時30分散命す

E吏 備 委 員 曾 ( 第 101凶〉

時 6  JJ 28日

所 ｾ築似楽部 別 室

出席者 委 員 長 小笠 原

委 只 t市

特別委 員 須 賀 尚舎 内田成之

1 本タは 出席者 倣 少午後 7 時30分に 至 るも t; i包委

員の外 出席者な く協議の 七流舎とす

l 次 回委 員合迄 に各 委 只 に封。 し;委員合' I dEIは出 111;

あ る様委 只長 名 を以て珍告を後す るとと

6 月 例 曾

時 6 月29日午後 2 時

所 鳴尾競 馬場及7)<;妓官官見母性

出席者 ぬ 凹 良 馨 日泣邦範

ｬ 本日は京 阪 ｾｦｬｩ 一 帯数十 年来 稀なる 員 長雨に し て う ｼ ミ

舎者 l告に 2 名例舎 の 日的 を来す能 はざ りし は最

も泣憾と する 蕗なり

砕 崎

吊 務 曾 ( 第 13凹〉

時 7 月 l 日午 後 6 時 一同 7 時20分

朗 建築倶楽部別手:

出席者 政 事 片岡合長

'iji '  i f J i 伊藤主 記 池 田 主犯

北 垣主記 伊東主計

清水主音| 谷 主 言|

|河田編 lif i: 新名編 ｾＡ｛ｆ

ぬ回 編q' i:

笹井扶i J I ; 1t 製委只合幹 4(.

所 建 築 倶 築 部 別 室 議 事

出席者 委員長 高 橋 1  7 月例 舎 に闘する 件……・・・・…・ - …. . . ・・・・・可決

幹 事 松 久 保 ωＲ 都市 計五 ｅ 委只 合 要 求 の「都 市 三 告 を ｾｦｽる座談 合 ｊ

委 員 阪弁 後川 丹 燦 諮問 吉本 ; 闘似 の件・・…… ・・・………・ ・… ...・ H ・・・・ ・・・可決

1 午 後 7 時高橋委員長座長となり閲合 Ｓ 問 委 員 合 要求 の委 員柿充 の ｦｾ ｪＺ . ……. . ・ ・H ・H ・可 決

l 志岐委員よ P 九州に車専任 のため委員僻任申出る 4 災告・強度委 只合要求の分科委 員3住民の件… 可決

P 承認何補依委員 は補充せざ る ことに決定 ｾ＠ 5 映貨作製案書き更 に闘 する件 ・H ・H ・.........・ H ・-可決
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6 映 iJ:i 作 成特別委員合より提案の扶 由試 匁に仰す i 時 7 月 3 日午後 7 時- 9 時30分

る件… ・・・・…...・ H ・... ... ... … ・・ …... .・ H ・H ・H ・-・・可決 j 所 建築倶楽部別室

7 第 14附図参謀部其他より都市武装記録勝求に 闘 ; 出 席 者 幹 事 浦

す る 件 一 . .… .. ....・ H ・... . .. .・・・ ・..，・ H ・- … ・… 承認 j 委 員 作 間 高 附 高 松 話 回 吉 本

B 合員詮衡 i  j :r務家 松 井

報 告 げ 午 後 7 時首1i 幹 事座 長 となり間合

1  Ｖ 月例 合 終了 ｾｻ［Ｂｴｴ 告 1  ;1ドタは松井邦彦氏を将 しアス フア ル ト防水一般

1  5 月分i ' l t 計報告 j  につき向氏よリ設 IVJ を問〈ととになった旨を主s

1  10年度第 1 恒l合計検査惚皆 :  べ絵井氏を紹介 し同氏 より種々 説 明 を聴き質問

] 木材市場品規椅調査委貝合委良線住に掛ける件 i 態答あ り

時

所

都 市 計 童 委 員 曾 〈第 8 凹〉

7 月 2 日午後 6 時30分- 9 時

m築 倶楽 部別室

出席者 委員 長 鳥 井

幹 事 加 藤 古 田

委 員 I高 知l 組 :!I-

l 午 後 6 時30分鳥井委員長! 全長とな りDH合

1  Ｎｅｾ井委員長よ り 前凶の委只舎にて 決 議したる都

市美を詑る座談合開催の件は常務合に提案した

る ￸ｲ 承認を ＱｾＺ たる旨報告あり

ｩ 次で 之が準 Ｑ ｾｩｩ に 付 協議 す

l 前述の住 談合開催以前 l亡協合内 に於て 合員 の都

市 美に関する: 意見交換舎を O: J < 必要 なき ゃ の提

案あり協議 の 結果常 務 合 に提 案ｾ ＿｡Ｑ ｊＮ を得 て開 催

することに決定

l 次回より航空港計萱に付研究を始める ζ とl亡大

強 l亡於て協議決定

i主 制 委 員 曾 ぐ負{l; 8 凶〉

時 7 月 3 日午後 7 時 一10時30分

所 建築材料陳列場5) IJ室

出 席 者 委 員 長 津 閏

幹 事 主ド井

委 員 内 藤 I¥J 口 矢 崎

l 午後 7 時 津田委員長 i土長となり U/l合

l 各 f削孫 ill 築課に堂J し法規口疑につき照合 の場 合

は態省; を煩す様 委 員長1 ' ，を以てイ火級以を援する

ζ と

ｩ 委員 Ｒ 名方 ｪｦｪ 員を常務 舎に ｾ求する ζ と

1 市街地建築物法関係法規逐保再研究するとと

l 午 後 10時30分散合す

材 料 委 員 曾 ( 第10凶〉

' {1II l 26 

l 午 後 9 時牛散合す

時

or 

住 宅 委 員 曾 〈第 8 凶〉

7 月 4 日午後 7 時一 8 時30分

建築材料陳列揚別家

出席者 ｾ冷 本小 ｽｉ ｉ Ｈ 安〉ノ ｬ 、 ｽｉ ｉ Ｈｉ 湯〉

委 員 | 河 本 楠 山 本 野 然浮

I 午 後 7 時本野委員座長となり間合す

1  ｪ 曾山 委 員 前回の要項主主詑 を朗 議し各委員のｾＺｊ￟ 、

に よ り訂正す

I 来 月以後の激定を下記の虫/1 < 協議決定す

8 月 休 合

9 月 天 ;} I:

10月 屍 根

11 月 仕 上〈袋飾〉

l  午 後 8 時30分i政令 す

時

Jifr 

峡書作製特別蚕員曾主催

映書試: K 曾 ( 第 2 回〉

7 月 9 日午後 7 時- 9 時

大同ピル 8 階ホ ーノレ

出席者武田五一氏タト25名

l 午 後IE 7 時開 舎

池回委員長よ P今回都市武装促進委員舎として

耐震耐瓜火建築の促遜迩i l i IJμIJ ち宜{専の目的を以

て講演と共 に映錨により 大に宜俸を なすべ 〈扶

協の作製に若手せり放に本タは内務省に於て f F.

製帝都復興峡部を試勾し之れがｾ考となさんと

す との本 夕日刊合の趣旨を主主ぺて挨拶 をなす

l 次で亀井幹事よ り映筒 詳細の設明あ P て扶 穏 に

移 P

(1)  ｾ 火災事 語 、 ＨＲＩ * 業綱、(3) 官「登編、( 4)

完成編 ＨＲｾＩＨ Ｕ Ｉ 日曜編 の順序 にて ｉ｝［￧ 写を降

B  建 築Ut 主将官官にて休愁の後解散す



事 変 化 業 員 ー曾 ( 第 6 回〕

時 7 月 11 日午後 6 島幸30分 - 8 時30分

所 .  建 築 倶 楽 部 別 室ー

出 席 者 幹 事 守 篠 原

委 員 酒 井 市 木 永i果 郷 口

l 牛 後 6 時 30分 開 合 篠 原 幹ll} より下記 21' pm告 あ

1 建 築 IC 闘する，-rr央白目録作製に闘する1 { 1 ( J日要求に

報
国

日るた

"

H

Y

 

、
.

F

ゆ

A

U

閉

山承てA

h

 

J

 

に合
.

k

q

 

3

4

 

予

防の

門

同
日

μ勺
，し

制

割

告 時

1  IJ 、製校建築相談所設置に到 し大 阪 府 に 於 け る 小 i 所

事 校 建 築 相 談 所 の 内 容 調 査の 紡 来協 舎 に 於 て 右

相談所設置の必要なしと認めを象て常務舎に提案

'1' の 同 建 議 案 は 撤 回 す る と と に 決 定

1 映昔話回鍬作成に闘し下記の jlI! !J 協 議 決 定

C  1)  該映泊所有者 κｾ し別紙様式によりて ｬ￱ ｬ

4宰を求むペ〈依願!I 長案文 、主 旨 作 成

( 2 )  照 合 先 別 紙 の 泊 り 決 定

( 3  )  上 記 依 額 !I 去を印刷に附し照合. . I bへ 後 訟 の

ことく別紙ｾｉｉｉＧＦＩ

臨 時 災 害 強 度 委 員 曾 ( 第 81副〉

時 7  }t 12日午後 6 時30分 - 7 時

Jfr 建 築 倶 楽 部 別 家

出 席 者 委 員 長 波 江

幹 事 黒 田

委 員 浅 野 三 浦 矢 田 山 田

l 本 夕 は 災 害調 査 委 員 舎 を 開 き た るを以て本月 10

日 静 岡 地 方 に 勃 溌 L たる 震 災 に 付 臨 時 災 害 強 度

委 員舎 を聞き委員舎と し て之が ｾｊ 策 ｬ 亡闘 し協議

す

協 議 事 項

(  1  )  静 岡 地 方 震 災 調 査 の 銭 委 只 汲 治 の 件

安 員 2 名 i民治のととに決定し、 山 問、 中

弁 雨 委 員 に 出援 を 依 頼 す る と と に 決 定

( 2 )  上 記 ノ 件 lJl. 之= 要スノι 出張旅費は至急; 合

長 に 要求するとと

災 害 調 査 委 貝 舎 (i:f5 16臥J

時 7 月 12日午後 6 時30分 - 8 時

所 建築{ 具当堅調l別 室

出 席 者 委 員長 波 江

幹 事 黒 問

委 Ｎ 員 浅野玉 置 仁 三 浦矢町 二 ｾｬｊ回

1 原 稿 未 提出 者に付 取調 べ た る 結 果 下 認 の 遁 に し

て提 出 方 を 依 頼 す る と と にt自，議 す

住 宅 編… … 谷 委 員 、宮 脇 委 員

事 校 制 … … 内 藤 委 員 、本 多 委 員

1  7 月 10 日静岡 地 方 震 災 勃自主に 付臨 時 災 寄 強 度 委

員 合 5と聞き之が劉策に付協議すぐ記事は災1 . : ' 強

度 委 員 舎 に あ り〉

設備ｾ員曾Ｈ 第 ＱＱ 位ｪＩ

7 月 12日午後 6 時30分 - 8 時3:J分

建築材料陳列場別手:

出 席 者 委 員 長 小 笠 原

幹 事 場 井 村 岡

委 員竹内問中西村ｴ￯Ｎｾ

特 別 委 員 須 賀 前j合 内 田 成 之

l  午 後 6 時30分 小 笠 原 委 員 長 座 長 と な り 開 合

l 須 賀 商 合 内 田 特 別 委 員 よ り 衛 生 工 事 に 闘 し 草fi 々

設 明 を 聴 き 各 委 員 よ り も 質 問 の 上研 究 をなす

許ムｾ

吊 務 曾 ( 第 14凹〉

時 7 月 15 日午後 5 時30分 一 同 7 時30分

所 建 築 倶 集 部 別 室

出 席 者 理 事 片 岡 合 長

監 事 溢 谷 監 事

常 務 北 垣 主 犯 中 津 主 詑

伊 東主計 清 水 主 計

島 田 制 腕 三滞 納lJ砕

亀 井 映 話 作 製 委 員 合 幹 事

m 議

1 都市美に闘する意見交換の然合員一部合合の件

… ・…可決

1 法規に闘する質疑熔牲に付関係府 l採に照合の袋

依額案文及委員後費支出の件. ..・ H ・.. ・・…・・ー否決

l 災害調査後支出方要求の件・ ・・・…・・……… ・・可決

l 祁 市武教に闘する 「トーキー 」脚本懸賞募集案

の件・・ … ・・ ・・・ H ・H ・・… ・・ ……・・・…… 0 ・・ 目…・可決

1 委員 3合員依喝に制する件… ... . .・ H ・. . …日・・可決

1 舎授滞納者蕗置に関する件 …....・ H ・". …・ - 承認

! 合 員詮衡

報 告

1  7 月例合準備j報 告

1  6 月分合計報告放本"1::' 皮上牛期舎計百k態概況

Ｑ 合 Ａ｛ＡＨｊ 反立不能献を柿ｬＩＩ Ｇ Ｂ ｕ ｉ 色村 ｩｩ ，ｾ より机境整理

l 教化委員合提案の小製校匙築相談所設置に闘す

る1'1' 1司餐貝合より 撤 l凶報告
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材 料 委 員 曾 ( 第 11恒1)

時 7 月17日午後 7_時一 日時

所 建築倶楽部

出 席 者 幹 事 務[ 松久保

委 員 選 回 吉 本

1 過日工英世士見撃に付同社の懇切なる待遇を 受け

しにより委員長名を以て謝欣 を後するとと

1 松井邦彦氏に釣し詩Hfk を後すると とに決定

曾 員 大 江 新 太郎氏

合員五四位勲三= 匂・大江新太郎氏昭和 10年 6 月

師k日放高等官四等に叙せらる、同月 26日第三課長

を命 ぜ ら る同 Ｖ 年 Ｓ 月 Ｓ Ｑ 日任明治 市 ｉｾ 宮鐙聖子局技師

余話訪中宮技師粂栃木県草技師如放 4 月 11ヨ第二課長

を命ぜ られ 7 月12 日高等官三等、 8 月20 日従五位

に叙せらる 、同 9 年 11 月17 日東京帝 園大挙工事部

講師を賜託、翌 10年 4 月 1 日動六等に叙 し、瑞受

章を授奥せら れ、任主E利I宮技師粂明治f神宮遺書奇局

技師粂栃木握手、技師 ｾ ｮ ￬ 段 、 同 Ｑ Ｑ 年 Ｒ 月 ＲＳ 日建 築事業

顧問を腐託、 12月23日明治紳宮遁替に腕し翠光旭

日章を授けら る、同 12年 9 月 B 日臨時震災救護事

務 局事務官を仰付けられ、同 11 月3:) 日供給課事務

取 扱 を喝託 、12月11 日皇典講究所工事顧問及燭託

同13年 5 月29 日正五位に 、翌 14&f. 5 月25 日動五等

に叙 L 端賓章を授奥せら る、 同 5 月 8 目、日 本建

築協合 々員となる 、向 15年 5 月31 日免策明治紳食

t量管局技側、9 月15 日免告を官内務技師衆任高等官

二等に叙せ られ紳枇局勤務 を命ぜられ、同 1.1月29

自動四等に叙せられ 、耳百賢主主を 授けらる 、昭 和4

年 7 月19 日接f宇部長を依喝 、 7 月 l 日従四位に叙

せ られ努 5 年 3 月31 日依願免余官及本官、同 4 月

24 日正四位〈特旨〉に叙せられ 12月26 日帰託を解か

る、同 8 年 11月 3 日動三宅容に叙せられ瑞受章を授

けらる、同 10年 6 月17日逝去せ らる、享年57室長

曾 員 動 静

入 曾 者

1 回病 を以て;置 かる 寒 た哀悼に堪へ ず訟に照 i 曾 員

宵と自在墜を掲げ諮しみて弔意を表す

大江新太郎氏は明治 12年 10月26日東京市京橋区越

前期町 2 丁目 6 番地の 1 に生れ、同37年 7 月11 日

東京帝園大等生工科大拳建築科を卒業、38年 7 月 15

日東京帝園大祭工科大型住講師を 帰託 、同月 26 目撃

術上取調 べの鴛告! ? 図へ出張を命ぜ られ、同 年 12月

12 日東京守育園大準工科大祭講師燭託を解者 、40年

5 月25 日日光駈寺大修繕工事監督を卿託 、42年4 月

13 臼栃木l啄技師に任ぜ られZ司令官六等に叙せらる

内務部第三課勤務を命ぜらる 、同年 6 月11 日正七

位に叙せられ 、主主45"1三 4 月24日高等官五等に 、同

6 月2 1日従六位に 叙せら れ、 11 月18 日内務1'011拳 務

課勤務を命ぜ られ、 同月 27日市111ru:米市E調査合事務

を弧託、大正 4 oF 5 月 1 日明治市11
1官主主管局技師を

衆任同時 にi¥': j等官 四空手:に 叙せられ 、空宇一 5 年 6 月24

日任法制中; 技師粂 fJ ! H台市中宮主主管局f抑制止栃木l採技
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安 藤 令 一 郎 君 西 成 区南海iiIi 2 ノ 1 ( 大阪高島屋

装飾部〉

伊 藤 正 文 君 住 吉 直 丸 山 通 1 ノ46 ( 大阪市臨時

校関建設所〉

大 漆 一 郎 君 東 淀 川区中棒本沼 2 ノ21

級部 常生君 京 都 市 上 京 区寺 町今出 川上ル幸市申

町299 ( 京都府管繕課〉

平 川 節 ミー君 草111戸市灘区徳井字徳井 125 ( 日本

電話建物株式含量土建築課〉

山下 雅男君 北区芝田町62 ( 大阪市臨時校関建

設所工事係〕

地 方 i 員

多聞俊太郎君 長崎l際、雲仙 図立公関内 竹中工務! 苫

Ｈ 合ｾ 曾佐竹中工務応〉

藤田 元 吉 君 長 崎l隊禦抗11図立公関車協光ホ テノL 建

築 揚 竹 中 工 務 府 出 張所 ( 合 名 曾



量t竹中工務 j汽〉

特 別賛助員

井上民治君北 ｬ 広中之 ｉ Ｎｾ 5 ノ30 ( 佐藤合名合枇

日々 〉

八尼常次郎君 普証nft lYJ 員よ P事堅持

州 ｲｬ ｾ ｲ 善治君 jlqm; 江戸指i下油 2 ノ49 Ｈ日本ポ ｉｾ

トラ y ドセ メ y ト同業合〉

普通貨助員

野村 民也君・

小田 W 'VJ  '1¥ 

浮遊 滋 'H

か1
1
子7 銚戯れー

粟問 fiT子、':[ ¥

ｦ￬ｾ ＧＱＧ ｊ＠ 7主君

高 松 ヰIJ 材1・君

r
J'f-崎 i桂三君

正 木 山 雄 君

rtf F 千 rg 山住宅地 19 ( 奥田組〉

宇部市東隠琴芝油 2 ( 宇部室索工

業 株 式合量1: 建築[ 弔〉

市11戸"f li 永 津"Ir
3 丁目 〈中向組〉

港隠魁 ，olf 4 ノ 7 ( 陸軍迷兵廠大阪

工廠 技術係〉

長崎市今徳町3 1

北区東野 nl "IT
6 ノ2 0足形方( 大阪

工廠技術課建築係〕

兵folO際川溢郡小閉村湖江東大寺8

Ｈ長 谷 ＱＱＱＱ 、 竹腰ｾ 築事 務所 Ｉ
.  

ｾ｛ｊ［ｾｲ 打下谷区谷 ｲｬＧ 二 一崎町 ＱＸ

西区阿波座 t 沼リ l ノ19
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第 1 章 組 則

1  ｾｲｬｲ 戸市公舎堂ノ建 築 ヲナスユ常リ最善ノ設計

ア得ムガｾ本規程ノ定ムル ｬｦｲ］Ｍ ヨリ之 Ｗ 一般ノ

懸 賞 競技 = 附ス

2  新設スペキ紳戸市公舎堂ノ、日本ノ門戸= シテ

世界有数/ 海港都市ノ公舎堂 7 表徴スノ. =- 相態

ノ、シキ内容及外観ヲ有スノレモノタルペシ

3  建 築 lllt 地ノ、大倉山公関内高燥ナノL 位置= シテ

利I 戸港ヨリー降ノ場所ナノι 7 以テ特= 外観ノ偉

容 = 考慮スペ U

4  感募者ノ、第 2 章以下= 定メダノι 諸僚主買= 依リ

設計スノレタト防空其他ノ非常設省I f = - 就テモ亦事情

ノ許ス限ワ最善ノ考慮 7 梯ノ、レシコトヲ望ム

第 2 章 設計z 閥ス) J ，. 事項

5  本市公舎堂ノ建築ハ下記各項ノ規準ユヨ り計

強スノι ヲ要 ス

甲 敷 地 ( 1) 位 置 紳 戸 市 湊 東 区 大 倉 山 公 関 内

( 2) 面 積 約31，∞0 平 方 米 内 前 面 運 動 場 面

符 約 10，∞0卒方米 ( 3) 敷 地 ノ 周 図 在 来 公 闘

運動場商 7' 45米切下ゲ ljt / . 高サ= 総慢 7 地均

シナス裁定 = シテ山 麓道路面ヨリ 7 米 乃歪13

米高ク建築位置ノ、南側 =-JPi キ運動場 7 北 側 =

公悶紘地 7 設ケ自動車ノ鞍核ヲ濠想スノレモノ

トス ( 4) 地耐力 敷地地盤ノ安会地耐力ノ、

1 平方米ユツキ約20越トス

乙 建 築 ( 1) 建築¥tl J ｾ良市 街地建築物法蚊］其

ノ他ノ諸規定= 準スノι モノトス、f o ¥j 敷地 ρ 住

居地 域 = 腐 スノL モ建築物 ノ高サ = 闘 シテノ、住

居地域ノ 制限 ア受 ケザルモノ トシ テ計盤スペ

シ ( 2) 床 面 積 及 階 鍛 建 築 総 延 床 面 積 16，500

2Ji方米以内 床而絞ノ、 壁心、チ以テ 計算ス但 シ

波飾 塔昇降機 ｾ［ ノ殿上 突出 物 ｚ ｫＮｊｲ ｅ 村山徐々Ｚノ、

床而秘= 算入 セズ 建築 而 絞及階数ノ、 任意 ト

ス ( 3) 建築形式 建築ノ表現ノ形式ノ ・随意

ナノι モ日本経味ノ加味= ツ キ考慮セラ レシコ

紳 戸 市 役 所

トヲ 望ム ( 4) 建築構造 建築ノ構造ノ、耐震

耐火 、耐風格差是 ljt /. コト ア要ス ( 5) 建築材

料 建 築 材 料ノ、己 ムヲ 得ザル モ ノノ外 ノ、関産

品 7 使用スペシ ( 6) 建設賓 建築費及設備

費ノ合計総領 240 7J!. 闘 トス 設備費= ノ、媛房

冷房、換 気、昇降機。舞蓬立立 = 一 般照明 、給

水 、排水、瓦1折、衛生 、電話、主主鈴、電気時

計 其他ノ附帯設備 一切ノ費用 7 合 ム、 設 計 監

督事著書主主魁= 脅li 品授、敷地準地費 . 誌を! i ri 校舎5

ノ、建設費ノ内= 包合セズ

丙合建築計 笠 ノ内 容立立= 希望依項 〈イ〉大築曾揚

牧容人員 3，500 人内外 トシスペ テ奥 行 場取締

規則 = 準ズルモノトス (ロ 〉舞豪廻 ロ 舞 忍

ノ、各種演劇= 使用シ得ノL 様充分ノ成サ ア有シ

f 7・ロセエヤ ムアーチ」 ノ胴，、 20米 以と奥行 12

米以上トシ前面1左右= 花道 7 設 クルコ ト、 舞

選裏= 祭怠ヲ設ヶ 浴室放= 使所 7 附腐セシメ

舞護滋共 置場 7 考慮スノL コト ( ノ、〉貴賓室

跳望ヨキ位置 = 設 ケ之 = 隣接シ テ化粧室 7 備

へ ｆ ノｾ iI¥IJ室 7 設クノレ コト ( = - ) 食堂及小集合

室 50人及 100 人前後ノ宴舎周ノ食堂 7 設ケ

控 室 7 附腐セシムルコ 人 街地下室= ノ、 一時

= 約 2∞ 人牧容叶♀ノL 公衆食堂 7 殻ケ タ卜部及

内部ヨ ロ別々= 利用ナシ得ノL 様 ナ スモ ノ トス

厨 房、食品庫 、商E謄室、使用人休放室其他必

要ノ附風室7 ' 1設クノレコト、伶 10人乃 奈20人 程

度ノ集合用ノ小室ヲ毅{ 間取設ケー ケ所ノ、畳敷

トナスコト 〈ホ 〉 大宴合場約 Ｘ ∞人ノ大ｾｾ

合 7 ナシ得ノレ宴合場 7 殻ケ 「ダ y スホ ーノι J

トシテ別用ナ ν 得ｾ絞殺計スル コト 〈へ〉婚

儀式場 婿儀式場ヲ設ケ新郎新婦及主主ノ 他 ノ

控室主立= 篤民撮影室手設クル コト (ト 〉演毒事.

場 牧草華人員 1，000 人以上 z シテ大 集 令 揚 =

I i f . ズルモノ トス、倫舞姦w =- ノ、控室主主= 浴室

等 7 附腐 セ シムノレモノ トス ( チ〉諸機関室

建物会 部 =重苦 スル冷房、媛 房、換気、消火、



給 水4f- ノ設官li '7 充分ユナ t-' 1U: ノι モ ノト シE字決

所 、 火 失 害 、 友i丘場生!j; '7 附腐セシムルモノト

ス ( リ) ? r i : 紙室 哲警句集 、氾 池 塗 及 係 員 控 室

伶 = シ テ約 150平 方 米 ヲ 嬰 ス ( ヌ〉椅子科t納

庫 大集合揚ノ: 折主主的子及品L子 7 桁納スノι =

充分 ナル ｊｬ ｾ サア有スルモノ］シテ荷物ｽ目昇降

機 = ヨ リ隊機杓納ナスモノトス ＨＯｾ＠ ) 玄 胸 郁

容 ノ、 充分ノ瞭サ ヲ ト リ 出 入 = 混 雑 ナ キ 様 又 雨

' ) 0( ノ際 7 考 慮 シ テ庇叉ノ、之 = 代ル ペキ設備ヲ

ナスコ ト ( ' 7 ) 大集合揚立立= 演幾場ノ、有料ノ

他 ν =利 用 セ テ レ ル務 ア ルペキヲ 以テ 各 々 他

ノ各牢刺 j 目者 ト区見IJ シテ混雑ナク翠獅= 使用

ナ シ ＱｾＱＧ ノｌ 様考慮スノレコト ( ワ) 1  階以上ノ、靴

叉ノ、草履以外ノ履物ノ、許サ ザノレ方針 ナノレヲ以

テ 下 足 ノ 履 替 =ノ、 不潔蛇= 混雑セザノι 様 考 慮

スノレコ ト ( カ〉外套浮・ノ、 一時 = 多 人 蚊 / 受 渡

シ ヲナ スチ以 テ混雑セ ザ ル 様 「カ ウ ' ./!Jt - J  

ノ、充分ノ延長トナスコ ト ( ヨ〉厨房ノ、特= 清

潔ヲ旨 トシ沼風、採 光 、排 水 等 = 留 意 ス ル モ

ノトス ( タ )JiiJ 房ト西日脳集 トノ、必要= 謄ジ食

器昇降機ェテ連絡スルモノ トス 〈レ〉各階/

連絡ノ、階段ノタト昇. 除機ヲ使用 ν ア ラ ユ 凡 場 合

= モ最モ使手IJ ナノι 様配置チ考慮ス ノレ コト (  

; ; ) 嫁房ノ、 1民主主.t' J1房 トシ冷房ノ、大集合室立立=

之ユ闘J f i I I アノレ各ffi 7 ' 除ク外スペテ之 7 行 ア モ

第 3 章 募集ニ閲ス) [ ，事項

6  肱 募 資 特

( 1) 賂募者ノ、日本ノ切符 7 有 スノι 者タノι コト

( 2) 悠募者ノ、審査員ノ援助 7 受ク ルコ ト'7 1ぜズ

T  募 集 符f 切期日立立' 受付場所

If!. t$J ; 設計間1&書類ノイI}I 戸市浜東 lir!l橘 iffil 丁 目紳

戸 市 役 所 文 書 課 長 宛 ト シ 、昭 和 10年 10月31日午

後 2 時 迄 = 到着スノι 様 提 出 ス ペ シ

8  ｾ募者 ］ 交 付 スイキ書類

( 1) 市I}r戸市公 舎 堂 建 築 設 計 懸 賞 競 技 規 税

( 2) 前}I戸市公 舎 堂 建 設 敷 地 位 置 凶 c作 I 披 l函1)

( 3) 市I}r戸市 公 舎 堂m設 疎 定 敷 地 問 ( 第 2 続 I白! )

ＨＴＩ 市 ｉｽｉ 戸 市 大倉山公関 ｾＣｫ 見取凶 ( 第 3 続凶〉

ぐ5) 感 募 JIJ rr 、 乙封筒及甲 . 乙 「 カ ー ド j

9  募 集 俊 件 = 閥 スノι 害 !sl ノ交付

廠 募 セ ム トス ノL 者ノ、 8 月31 日迄= 住所、職 業、

氏 名 7 明記シ . 重! (努 10銭 封 入 ノ 上 紳 戸 市 役 所 文

書課内臨時公舎堂建設係宛送付方! l i I1使 7 以テr ! l

込 ム ペ シ

10 提 出 悶 香

悠募者ノ、下記ノ設計| 凶次設計設明脊ア提出スベ

シ

( 1) 問e Irl 闘

( 2) 各階卒而} i i l 1

縮 尺 500 分ノ l

縮 尺 200 分ノ l

( 3) 立 首 脳1 3  liii 以上 縮 尺 100 分 ノ l

ノ= シテ将来ノ、全館= 施設ナスモノトシテ激 ( 4) 断 而 悶 2 百 以 ヒ 縮 尺 l∞ 分 ノ l

メ計鐙ナスモノ トス 〈ツ) [ l ! ! : 所及洗而所ノ、各 : 注 意 主 要 玄 閥 、大 泉 舎 場、大; 廃合主号、E有望書

階= 設クルモノ= シテ一般外来者用ノ健所ノ、 揚ｾ［ノ主要 Ｉ ｜Ｑ Ｑ ' 7合ム

男 女 別 トシ大t近所ノ、主 トシテ 和 風 水 洗 式 ト シ ( 5) 透 視 闘 観鮎位置ノ、随意 トス

大集合場附周ノ大伎Ufr ノベ会主主 ヲ洋 風 トシ他ノ、 ( 6) 設 計 説 明 舎

各}j J f - {悶宛 i洋風使古島ヲ設ク ルモノ トス ( ネ) :  11  製 闘 方 法 岡而ノ、下記= ヨリ製作スペシ

浴室ノ、前記事終雇附属ノモノノ外宿直員 、守 衛 ( 1) 岡市ノ、車ー禁色仕と トシ陰影 7 附スノレ モ義

i¥lr 人生手 ユ使用セシムルモノア設タルモノト ス ' 支 ナ シ、f旦シ透視闘ノ、此ノ限リニアテズ ( 2) 卒

( ナ〉前記精子料納庫 ノ 外 = 倉 庫 l 土物置チ通常 j 而岡= ノ、柱 /1i/: 位 7 明 示 シ 大 集 合 場 、大: y，: 合場

= 考慮スノL モノトス ( テ〉公合蛍Ni 而ノ、特 : 11占禁場ノ WI市ノ配置 7 脳l示 ス ペ シ ( 3) 断面闘ユ

l展望= 促ナ ノL 様 考 慮 ス ペ キモノト ス ( ム〉集 於ケノL 盤 、床 、 )cj }一、ノj 、厳等ノ断商ノ、其/ 輪廓

舎終了後 及ピ非 常ノ際 悦 究 者ナク属外 ］ 出 ￮ｾｬ ノι Ｎ ノミ 7 示シ内対1ノ構造 7 示 ス エ 及 パ ズ ( 4) 平 田

様 廊 下 、階 段 、 非 常 階 段、非常口伶ノI 'm泣 ヲ ; 閥 、断面闘停= ノ、長サ 、 t: iサ倖! t l 1[ J Tr =- 算用数字

考慮スルモノ トス ( ウ〕以 t ノ他公舎堂本務‘ ヲ以テ記入スペシ、建物ノ長サ及ピ 面 積ノ、壁心

室 、受付 . 守 衛 室 、使丁{ 府入室 、湯 沸 場 、 伯 : ' 7 以テ計ノL モノトス ( 5) 寸法ノ、「メートノι J 法

直 室、映 篤 律、 放送 家、 舞墓 匂然室 、 下 足 Z土 I ヲ用 ヒ 記 入 JH誇ノ、芽Iliirf ' 7 ) 円ヒ巳ムヲ 得ズタト凶 言!?

傘 預 場、階段t $ i fl iJ 、廊 下、昇降機鋒: 鯵ノ各信 j ヲイ史mスル 揚 合 ニノ、片仮 名 '7n:1 7 ペ ユノ ( 6) 梨園!

? 設タルモノ トス :  月l紙ノ、スベテ白色拠凶l京紙 7 使井] スベシ
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12 設 計 説 明 書 設計説明書ニノ、下記ノ事項 7 簡 j ル 方法 ニ 依 リ 之 ヲ 後 表 ス

問委1St ，昔ヲ以テ記述シ己ムヲ 1;1. ズ外国官官' 7 filUI I ス i 17 F!f 募ニ嬰スノL 一切/ 費用ノ、感謀者ノ負槍トス

Jι 場 合 ρ 片 仮 名 7 用 7 ベ シ用車11 ; ノ、随定〈ナルモ大; 第 4 章 審査ニ関スル事項

サノ、字紙版 二 ツ 折 程 度 ノ モ ノ タ ル ペ シ i  18 市!I 戸 市公令 堂 建 築 設 計 懸賞 鏡 抜 7 岩手査スペキ

〈 り 床 面 積

医 弓 ゴ ぞ |床面絞( 宗方
)1庇 州 附 (:1J)

地 階 |

階 l

2  隣 |

昔|

局 上 突 出 物 i

注 意 庇 及 枯 出 株主字ノ而 fkノ、市街地主l ! 築物 法 施

行令第 ＱＵｾ 長 ユ ヨリ筑出スルモノトス

( 2) 卒 而昔I<i!'i = 閥スノι 設 l明 ( 3) 建築窓l言、材

料 及 構 造 = 閥スル 設 l珂 ( 4) 附帯設備ユ捌ス ノL

設 明 ( 5) 工 事費ニ闘スル設 l明 ( 6) 其 他 特 =

設日月ヲ要スルモノアラパ其ノ事項

13 態募者ノ匿名方法 甲封筒ニノ、懸募者ノ本紙

現 住 所 、 氏名 〈共同製作ノ; 場合ノ、其ノ内 1 ，名ノ

代表 者 7 翠 グ ペ シ 〉 ヲ 明 記 セ ル 甲 「 カ - J-" J  '7 

封 入 シ 、 乙封筒ユノ、! ! ! ! . l 募聞香ノ返還ヲ 受 クペキ

被通知者ノ現住所氏名ヲ明記セノι 乙「カード」

ヲ封入シ何レモ般封ノ上之ヲ提出ス ベ Y

B1!.¥JJ; ノ岡商設計説明主F.Ik前記甲 、乙封筒ニノ、氏

名、雅盟主、暗号島、印 ｾ等何物ヲモ記入スベカラ

フ、

14 包 装 放 送 付 方 法 自主募設計闘設計説明書及 fJl

乙封筒ノ、必ズ ー括シテ箆$ ナノL 宅事務= 納メ般封

ノ上宛名 2え「制1戸 市 公 舎堂 建 築 設 計 懸 賞 競 技 問

書 l ノ文字ノミ 7 明 瞭 = 表 記 シ テ 送付スル 事ヲ

袈 シ他 = 一 切 ノ 文字記君主ノ j類 ヲ附記 ス イ カ ラ ズ

15 受付立立登録方法 B ! ! i 募設計聞書類ノ、到着順=

ヨリ 包 装 ノ 依 外 部 ェ 登 録 番 鋭 7 11H:. 〆テ之ヲ保管

ス

16 質 疑 悠 悠 質疑アノL 場合ノ、必ズ番商 ユ依 ル モ

ノトシ 質疑ノ要型，Ｇ￮ｬ士住所 、 氏名ヲ ｉｾｪ S日シタノι 紙

片 ト返 信 料 郵 券 3 銭 ト ア 同 封 シ F ル 番 商 = 1- 前1
1

戸市公舎堂建築設言| 懸賞競技質疑」ト表記シ昭

和
10年 9 月30日迄= 歪11渚ス ) L 線市1

1
戸 市 役 所 文 啓

課 内臨 時 公 舎 堂 建 設 係rU: l J 主主主スベシ右凶答ノ、望書

面 7 以 テ 直接 本 人 = 沼 知 ス ル グト一般B! ! i 募者= 必

要ナリ ト認ムノι 事 項ノ、之 '7 ["か11戸 市 公 報 J ["建

築雑誌」及「主主築と枇合」又ノ、 他 ノ過賞 トa;g ム

vtttJ  a g  

年p" .l'i': 員 F / 釘l ν

前 京 都 帝 国 大 撃手土授 工 事 博士 武 悶 :b: ー

前11戸雨空手工業製主¥長 古宇 I日 j 'l  

日 本 建 築 協 合 令 長 工 撃博士 片 岡 安

東 点 帝 凶 大 準教 授 エ 撃 博 士 内 乱l 鮮 三

ｽ［ ｾ ＺＡｉ ｮ￬ｩ 凶大型 ｚ 主役工撃博 士森 田俊一

前1
1 戸 市 長 勝 間 銀 次 郎

副
1
1戸市 助役 八 木 林 作

〈順 序 不 同 〉

19  務 査 員 若干 名ヲ以 テ審 査 合 ヲ 組 織 シ彬査合ノ、

下ノ事項ヲ盛 ｦｬｬｾ ス ルモノト ス

( 1)  ｦｦＡ｟ｾ 募設計図 Ｒ 土書類 Ｗ 次ノ方法エ ヨ リ審査ス

ノι コト

〈イ〉本規程第 Ｓｲ ｲￍｾＡ［ 5  ｾ第 Ｙｾ 又ノ、第 ＱＲ 狽Ｏ

各 線項 ＮＺＺＺＮＮｾ怠反 ν タノ ι 者若クノ、 他 人ノ意匠ヲ

察(属高 y pl リト 説、メタ ル モノノ、之ヲ不合; f t ト

シ テ除外スノι コト

〈ロ〉前披 ノ 外 本 規 程 =lhl 反 シ タ ル モ ノ = 就 テ

ノ、活 ｾｬ 守Ｎ 舎Ｏ決定］依リ之 Ｗ Ｑ 年ｪＧｅ シ Ｑｾ｝ ノ ｌ コ ト

(ノ、 ) 1年1宅シF ノι モ ノノ中ヨリ? 日・選及選外佳作

ヲ決定 シ且選タト佳作ノ順牝ヲ決定スルコ ト

( 2) 選外佳作= 釣スノι : 賞金ノ抱l チ決定スノι コト

〈めが11戸rb ヨリ鼓表 ス ベ キ 審 査 報 告 書 7 作 成 ス

ルコ ト

20 B! ! i 募者ノ、老年: l ' i : ュ望号シテ英議 7 ｴＺｾ立テ又ノ、詑 ｉ 珂

テ求 ムルコ トヲ 得 ズ

21 開封 方 法

際募 ｬ 函 ｬ 容ノ谷ｾｓｯ包装ノ、森査］先立チ稼査員 ｬ 名

以 上 ノ 立 合 ヲ 受 ケ 之 7 BlJ 上j シ設計 1，，' 話相波 別 書

及甲 、 乙封筒ュ谷器包装Ｏ設録ト ｽｪｾ ナノ ι 同一番

盟主 ヲ記入ス

22 甲、乙 封 筒 ノ 開 封

｛ｾ封筒ノ、首選若タノ、選タト佳作］決定セル モノ ニ

限 り 務 査 員 1 ，名 以 上 ノ 立 合 7 受 ヶJ毛ノ決定 ト同

時 = 之ヲ U:J 封 シ 其 / 他 ノモノノ、密会j ノ他之ヲ被

沼 知 者 = 返 還 ス

償還務クノ、選外佳作= 決定セルモノ= シテ甲封

筒 内= 位j介氏 名 7 明記セノL 甲「カー γ 」 ノ 封 入

ナ キモ ノノ、其 ノ賞金 7 交付セ ザ ル コトアル ベ シ



常選若ク ノ、選外佳 作 = 該' i ' セザ ルモ ノ = シテ 乙 ・ 脊 ニ 閥 スノレ一切 ノ権利ノ、無償 ユテ 本 市 ノ所 有 =

封 筒 内 = 住 所、氏 名 7 明記 セル 乙 「 カ ー ド 」 ノ 蹄スルモノ トス

封入ナキ モ / ノ、本市= 於 テl f ! ! 非同容 7 泡宜= 民主 26 本市ノ、 1$選比選タト佳作ノ設計閥次設計説 明書

分 スル モ ノ トス ・ 7 期 日チ定メ 一 般ノ展覧= 供スノι コ トアノレペシ

23 官i 選者スノ、選外 佳 作 者 トシテ決定シ F ノL 後 本 27 本 市 内 容ヨモ ノ決定 ト[ ，百時ェ 入賞者氏名 '7 r市11

規 程 第 3 ￮［Ｑ 第 Ｕ ｾ 買 ］ 該訴スル コト ラ滋見シタ ト 戸市公' f. f，U r前11戸新聞 J I 前11
戸 ス 新 日 報

J r大

キノ、 J: t 入賞' '7 無 効 トシ低ユ 交 付 ! / !J ノι 合銭物品。 1阪朝日新日11J I大 阪 毎 日 新 聞 J ］ 之 ＧＷ ｾ査表シ且

アルトキノ、之 7 返還セシム ω  共ノ悠募者= 油知ス審査報告i _ Lt / 、「前11
戸市 公報

前項
/ :場 合 = 於 ケ ノι 悠募阻害ノ、無償= テヌド 市 = J  1m築 綿 花 J r建築 とiii:l.合 J ］ 之 Ｗｾ 章表 ス

f E- V燭スノレモノ トス 28 1t 令ノ、入1 t 者ノ滋表後30日以内 = 其 / 賂 募 者

負ti 1  Ｚ項ノ場合 ］ 校 リ テノ、再稼査ノ、之 ＧＷ ｾ サズ 其 = 交付ス

ノ入賞者ノ順位 ｺ 就テノ、之ＧＷｾ吏セザルモノト 29 ff!E謀 者 本 人 = 1't 令 7 交附スル コト 能ハザル ト

ス キ戸市長共ノ単位ナ決定ス

第 5 宣言 賞 金 其 他 ニ閲 ス) 1，. 事 項 :  ＳＰ 公合 ｾ正ｉｬＺ 築ノ Ｑ ＧＱＺ施］Ｍ ￭ｾ［ｾ Ｎ＠ !} テノ、 Eiil l ノ設計 7 強

24 首選者二1 >t シテノ、下ノ 1:5:合 7 曇ス

l 等1: 1: 1Il' 3，OOJ [l .]I'lJ!， 1 名

2  @ . 手 賞 令 2，0::1 回1lJ!， 1 名

更 シ又ノ、採川セザノレコトア ルペシ

31  Ｇ ， ｾ￭Ｇ 選決選 タ トｻＧｉ､Ｇ ｲ = 技官t セザル設計 I': ，jll 士設計設

明ヨレ、 rll 封筒 ト共 = 入1t者 獲 表 後60 日以内 = 本

3  CW; 1主 命 Ｑ ， Ｐ Ｐ ｊｾｬ ト也 2 名 市 ノ 費 }IJ ' 7以 テ被 Iffi 如l者 = 返還ス

11;1若 干 ノ 選 外 佳 作 者 = 1>t シテノ、線彰t<il! 2，000阻I :  32  本市ノ、 J復基玉川書ノ保管及返還ニ閥 V 十分ナノレ

ノ範悶内 = 於 テ 賞 金 7 曇ス ・ 注意ＧＷｾスモ Ｗ ｊｦ， ー ノ扮寄］針シテノ、共Ｏ安］任

25  官1・選及選タト佳作= 決 定セル設計附及設計設明 ゼズ

教 育 塔 建 築 設 計 懸 賞 競 技 募 集

ポ 園 教 育 舎

第 1 線 則 気塊 7 長仰シ 、普タ教育者ノ抱懐セノι 教育量産忠

1  ' f 官邸教育合ノ、本規程 = ヨリ 秋宵塔ノ新築設計。 教育報凶/ 大粉市11 '7 天 下 = 剥 彰 セ y トス ノ' 1- =:.ア

l出l案 7 一般 ノ懸賞'競技= 付ス o ル。」

2  ｾ士育塔建設ノ趣 旨 ｆ ノ ｾ ｉｉ シ。 ｉ 昨秋闘西地方 第 2 設 計 = 閥ス) 1 ，. 事項

大J ?b J< ノ惨' 1{-・ = 際シ 、教育者ガ後r r < セノL 殉職ノ 3  敷 地 ( 1) 位 置 ノ、大 阪 妓 公 闘 大 手前j舟場中ノ

行:li.tノ、 、 ヒ トリ数7守界ノ ミナラズ炭ク紅舎人 心 。 1 底腕トシ、添 付 間面中貼線ュ テ仕切レノι 部 分

= 街WJ ト感蹴ト ア奥へ( ) 0  1: ，. 時期セズシテ務方 トス。

ニ起 レ ノι ＧｦｉＡＺＯ、 、 此機 ］ｪｾ テ 一 大記念塔ヲ建設シ 4  建 築 〈り本格往築意匠 ノ様式ハ ｾ ｉ I勾ナノι モ

テ是空宇: 殉験者 ノ英震 7 慰籍スノレ ト共 = 、関本' 7 本塔建設/ 趣旨子十分ヨク 1商 F スエ足ノι 表 現 窓

不 抜 = 楕 7 教 育者 ノ粉市11 ' 7 表徴ス ペシ トイア ユ a 匠 F ノι コ ト。 ( 2) 構造ノ、耐震耐火構造 トス。

アツタ。まま = 於テ帝国教育舎ノ、 、会 図 ノ 輿 論 = : ( 3) 塔 ノ 規模 ノ、自由ナノι モ其最高 部 10コ尺 7 超

基キ大阪城公闘大手前ｾＱｩ場］教育熔 ｭ 設Ｏ議 ア ［ エザ ノι コ ト。 ( 4) 塔 ノ 正面ノ、大値西北 方 = 向 7

決シ F 。教育塔ノ趣旨ノ、 、今 同 ノ殉 験 者 ト併 セ j 様計' i l l : スペシ。 ( 5) 塔ノ I狗而 = 式 典 = 迎 スノL 揚

テ明治 5 年 撃告ij 頒 布 以 後 j) E = 将来 =7ii. リ テ ノ 殉 : Ji!r '7 計52 シ、埼; 内部ノ壁面 = ノ、銘板 ヲJ品ゲ外壁

験 者芳 名 7 勧 シ. 之 レ ア 不朽 = 停 へ其 j比烈ナ ノレ ; ノ一 部 = 記 念 j彰像 板テ倣袋 スル モノト ス。〈り

t3 3  v川
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本塔ノ建設費 ハ ＱＶｾ 闘 ト ス。但シ舟 ｊ 闘ノ民ー出計

強ノ費用ノ、合マズ。

第 3 募集ユ闘ス) 1 ，. 事項

5  募 集 締 切 期 日 並 = 受 付場 所 6{ff. 募 設 計 l副書 ノ、

ｊｬ￯Ｚ京市前Ｏ，同区 一 ツ橋 Ｇ 市園教育合内放脊搭ムｾ設Ｑｴ・

行 委 員 合 宛 ト シ 、締切ノ、 昭和 10年 8 月31 日正 午

トス 。

6  提 出 悩l書ノ、下記l同商及書類 ヲ共制II スルア要ス

l  配置凶〈庭尉計遊ヲモ合ム〕縮尺300分ノ 1

2 平岡悩l 同 50分ノ 1

3 立 ilii/副( 2 面以1 : . ) 問 問

4 断面刷(1 liii 以上〉 問 問

5 透 視 凶 ワッ ト- . . y 金 紙 大

6 設 計設 明 書 宇 紙 州 大

7  製 i出l方 法 ( 1)  / 凶而ハスペテ製/i .，1H;! 紙 z E息子

以 テ拍l キ、立高岡ユノ、必テズ陰影 7 、 叉透税l胡

= ノ、色彩チ施スコト ( 2) 寸法ノ、日本尺 トシ、

文字ノ、凶字 7 以テ明駁= 記入 ν 、寸 法 ハ 算 用 数

字 ヲ 用 7 ルコト ( 3) 岡 国 = 記入 スル 寸 法、百

絞等ハスベテ J主位置= 記入スルコト ( 4) 配 置

l凋= 示ス建物ノ卒而 J 、外廓線ノミュテョ p 、民:

闘計: I TE 7 モ間示 スルコト ( 5) 主監視凶 ュ於ケル

面 ( ピ タ テ ュ ア { ・プレー y ) ノ-!il :置 ハ 自lli

ナルモ建物ノ正面 l!dW/ iDi チ適宜= 望ム様銀i キ、

共 IIi l I . ! ! 占/ 高サノ、地上が' )7 尺トス ( 6) 設 計 説 明

書 z ノ、設計ノ嬰旨 lJl. 材 料 構 造 等 ノ 概 要 7 簡 単 =

記載スルコ ト。

8  1函Ii'fi I1え書類ユノ、総 テ署名/ 代リ = 暗 絞 〈 日 本

文字= 限l l - ) '7 各 薬 毎 = 詑 れ 別 = 暗 鋭 ト甲乙

ノ文字 7 表 記 セ ル 下 記 2 封 筒 7 添付スルコ ト。

甲封筒内= ノ、感募者ノ 住所氏名( 共同感募ノ ;場

合 z ノ、代表者名ノミテ詑ス ) ' j 、 乙封筒内= ノ、

ｉ ｉ ｾｾ｜Ｍ 選ノ沼知子受ケ叉ノ、腹募 ｬ 胡案ノ ｊￆ 付 Ｗ 受クペ

キ者ノ住所氏名 7 明記セノi 紙 面 7 封 入 ス 。 前 記

住所氏名= 奨励テ生ジタノι 揚合ノ、共都皮書面チ

以 テ 帝凶教育曾 内 教 育 場 建設 委員 合nUi I t 告ス ノL

コト 。 コノ揚合封筒 表 = ノ、n 1 名「感募者 住所 〈

氏' Yr ) 告書頁 i也知 J 1k暗盟主ノミヲ記スコ ト。

9  凶 ｷ￮ Ｑｫ書類ハ一括シテ ｅ 星空ｾナル終日正］納メ般

封シテ表面ユノ、宛名 、感募者ノ暗君主l え f ff!Ii募 !t:i l

2長J ノ文字ノ ミヲ 記 入 人 熔 募 者 ノ 住 所 氏 名 等

ノ、記入セザノι コ ト。

10 81!i 募= 要スル 一 切ノ費用ノ、熔謀者ノ負挽 トス

第 4 審査及賞金ニ閲ス) 1 ，. 事項其他

11 感 募 ノ設計闘案ハ下記ノ審査員之' j ! j s : 査ス。

〈五十音順〉

エ犠博士 伊 東 忠 太

エ 撃 博 士 岸 田 日 出 刀

利1戸 高 等 工 業 事 校 長 古 字 国 公

工拳博士 武 田 五 一

帝 国 数 育曾 々 長 永 rll 秀 次 郎

大 阪 市 長 力日々 * 武 夫

12 Ｘｾ｜ｾ［［Ｏ 凶案ハ審査ノ上前選者二下ノ 質 合ヲ日間基

ス。

l 等 賞 l  名 <$:> 1，0∞ 闘

2 毒事 1-1・ 1 名 令 500副1

3  ｾ＠ 1:l:・ 2  名 各 金 3∞加l

選 外 佳 作 若 干 名 各 令 l ∞回|

13 務査ノ結泉ノ、 昭 和 10年 9 月 15日迄 = 東京日L l

東京朝日、 大 阪朝日 、大 阪 毎 日 / 4新 聞紙 ヒ二

五重表シ且ツ? 首選者= 沼知ス。

14 肱i広|品l案= シテ下記各放= 該笛スルモノノ、無

効 トス

l  他 人ノ，意匠ヲ j芸品衛セ リト 認 メタルモノ。

2 本土I l 寝中重要ナノL 事項= 主i 1 反セ ロ ト総メ

タノL モノ 。

15 審 jft ノ: 結果= 望号シテ ノ、説明 7 求メ又ノ、災議 7

申立ツルコトア得ズ。

16 1雪合ノ、之 7 本 人 z 交付ス 、死 亡 Y ノ他ノ本山

= ヨ リ 本 人 = 交付シ雛キ場合ノ、官i' 建設 1t 行委 L1.

舎ソノ 受 取 人ヲ決定ス 。 賞令ノ、古i' 迷宮章表後 10日

以内= 幸運送 ス。

17 i;:i' 選|河l案= 仰シテノ、悠募者 ノ有スル 一 切 ノ綴

示Ij/、 1:¥- 選 ト同時= 笥ー委員合= 島周スルモ ノト ス

賞選セザノL /湖案 ノ、B{_11募 者 z 還付ス。

18 1首選シタノL 凶 案 ト錐モ食施= 設リテノ、之 ' j J反

捻喜望更ス ノι コ トア ノι ペシ 。

19 ＶｭｾＩ［Ｏ 剖案ハ審査終了後暗絞Ｏ催公衆ノ展覧］

1: J t : スルコ トア ルペシ。

20 第八依所定ノ住所氏名 7 明記セル紙片ノ封入

ナキモノ］ＮｾＭスル ｬ 胡案ノ、営委員合之 Ｗ 波 ｬ 肱ス。

21 本去I l 稗附腐|白Illii 下/ 如シ。 1、 建 設 取 地 附

近1ti J l リ略 l品1 1  

22 対 委 員合ノ、腹手事悩| 案ノ保管及 還 付 = 閥シ 1-分

/ 注意ヲナスト皇位モ高ー闘函= 妨害ヲ生ズルモ

其 安= 任ゼズ 。

23 務査= 胸奥スノι 者ノ、 6{ff. 募シ叉ノ、悠募者二有u的

ヲ奥 7 ル コ ト7 得 ズ。

24 ｾ復基ｾ］Ｎ 側 スル質疑ノ、 昭 和 ＱＰ 年 Ｘ 月 Ｑ Ｕ 日主主 ＺＮ Ｑｾ ｟ ｜Ｎ

委 員 令 宛 返 信 料 封 入 ( r 懸 賞 質 疑 J ノ4 字表1 i s )

ノ番商 7 以テ 問 ヒ合ノ、スペシ。

以 上



土 木 建 築 事 業 殉 職 者

慰 霊 塔 設 計 圃 案
懸

ｾ［Ｚｧ合

主ヨt 集募

趣 意

土木建築事業ノ矯メ不慮ノ災厄ニ舎ヒ不幸エシテ工事ノ犠牲トナ リタ ル殉職者ノ震 メ慰

霊培ヲ建設シ以テ英霊ヲ慰メ永ク之レガ冥幅ヲ新ラン トス何テ蒐ニソノ闘案ヲ募集ス

康 募 規 定

第 1 様式ノ、随意トシ土木建築事業殉験者ノ慰窓・ コト

= 相態 シキモノタノι コ ト 第 8 Ａｌｾ 募 悶 ｼ案ノ、昭和 ＱＰ 年 Ｙ 月 ＱＴ 日疋午迄］到達

第 2 建設敷地ノ、来京lJZ大阪= 於ケノι 茶寺院境内 I スA 様日本土木建築詩負業聯合合先提 出セ ラノレ

］ν テ約 Ｑ ＰＰ 平 方米トス〈例ヘハ東京芝ｾ上寺

大 阪四天王寺ノ 如キ 寺院境内ト仮想ス 〉

第 3 塔ノ ; 大サ ノ、任意トシ務内= - 4 卒方米以上ノ

2霊IW安置室 7 設クノレコト

第 4 建設費ノ、 一位1JjJj- = - 付命 2 ;何回I程度ト ス

jfi 5  F ! P . 幕間案ノ、下ノ聞香 7 具備スノι コ トヲ要ス

( イ〉卒商問 縮尺50分 ノl

( ロ〉 立高岡 〈疋面 、側 面、背而〉縮尺 50分ノ 1

〈ノ、〕断面闘 縮 尺50分 ノl

( = - ) 透腕悶

間百 円以 ｬ 闘 用原車 ｬｈｾ 切大 ］Ｍｾ Ｗ 以テ￘ｩキ立 商

医I=- >， 必ズ蔭 影 ヲ又透 視 岡 = ノ、色彩 7 施スコ

ト但シ 級 ' I ' ( ノ、自由トス

関商= 寸法 7 記入 スノL 場合ノ、米法= 依ルコト

( ホ〉設計説 明 舎 用 紙 随 意

説 明 書 = ρ 設計ノ; 要旨材料及構造ノ縦略ヲ簡

翠= 記載スノL コ ト

1&' 6  態 募附而及替類 =ノ、磐 名、暗披奇!f; 7 記入セ

ズ別=- 6!H 王者ノ{ J : 所氏名 7 明記セノL 紙片 7 封 入

シF ル封筒 7 添付ス ノL コト ヲ要ス

ルコ ト

第 9 審査委員下ノ如シ

i海llihllf 太郎 、 島田

( 五十音順〉

藤 、 武 宮 英一

戸 田 利 兵 衛、 松 井 清 足、

第 10 貧合下ノ如シ

空宇 500同

2 等 200回l

選外佳作、 海 謝

名

名

名子若

第 " 審査ノ j結果 = 封シ テノ、英議 7 申出グル コト

ヲ 得 ズ

第 12 審 査ノ結果入選シグル モ ノノ、之 7 ' 1首選者 =

j l I ! 知シ且ツ本合室主行 「合主事象報 J 10月鋭 = 掲載

ス

第 13 営選蛇選外佳作画|案= 捌スル一切ノ継剥ノ、

本合 = 館周 スルモノト ス

上以外 ノ悠募同案ノ、東京市以外ノモノ = 限り本

舎ノ費用ヲ以テ返還ス

第 14 本曾ノ、態募 問案ノ保管及返還 ノ、充分 注 意 7

ナスモ純一 / 損:;f; : =- 望号シテ ノ、其安= 任セス

第 15 JI.復基芸= 闘ス ノL 質疑ノ、 8 月30日迄ニ本合宛往

第 7 ｾ堅ｾ附案ノ、 ｬ 防 ｮ 案毎］各月 ｉｊ = - 包装セラルノL 復 はが き 7 以テ間合ノ、サノι ペシ 以ヒ

昭和 10 年 6 月

日 本 土 木 建 築 請 負 業 聯 合 曾

東京市麹町] 同 内幸 町 l ノ 3 大 阪 ピノ'L 6 階

電話銀座〈57〉1 6 3 4 6 番

l 4  4  3  2 番
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編 輯 後 記

0 酷暑の候 、謹 ん で暑中御見舞申上げます

議 に 新 構 造 、 材 料、施工の特輯競を御目

に掛けます。

0 この方面に於ける東西の雨権威者で ある

内藤 博 士 、坂博士の御寄稿を得? こ事は喜

ばしき次第であります。

0 カnふるに施工 、構造方面の一流の方々の

玉稿を得て 、金 n象想外の充賓さを見せ

? こ事は厚〈御櫨 を申 上げます。

O 本 競 で 最 近の構 造 法の傾向 、新 材 料或は

最急: 速度の賀 塚 劇 場の復興工事. 更に潜

画 工 事 、鎗 接 、振動境 交 コ ン ク リ { ト等

の新 施 工 法の重要なるものを蓋して居る

筈であります。

0 防水に閲する大道氏の記事は材料委員舎

に於て座談合の席 上の御話を纏めら れ?こ

もので‘ 防水施工上の好資料と思ひます。
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建 築 と 社 曾

第 18 斡 第 8 披

l 加 .50闘( 都 税 2 銭〉

毎月 l 凹! 日後行 定 債 12加 6.∞岡( 同 24 銭〉

昭 和 10年 7 月25日 印 刷 昭 拘 10年 8 月 1 日 登 行

護行・鏑斡 IJ、 板 常 男

印 刷 人

大 阪市中之島朝日ピ凡日本建築協 合

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大阪市東直内淡路町 1丁目 7番 地

強 行 所 ER 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島3 ノ3朝日ピル

電話長本局 ＨＲＳｾ ＴＵ ∞苦手 ＨＶＩ
錯替口座ヲミ阪 39.975替

特約販寅! 芦 柳 々 堂 書 底

大 阪 市 西 匿 京 町 堀 羽 子 板 橋 西

電 話 土 佐 宛 2440番

結替口座宍阪 2084寄

禁 輯 載

本生定にm毅せるもの は、一切ζ れを 無断にて

縛載し又 は翠行 本に 上 梓その他のｾ製行震を

な す ζ とを妻美ず。

。六月末から七月にかけてのこ大災害に聖母

して 、本合災害強度委員諸君の活動は賞

に自費しいも のが あ れ そ の結果として

三 浦 氏 の 京 都水害報告となり 、山田、中

井 雨 氏の静岡地 方震 災報告となっ1: ので

あります。

0 斯 る 災害の調一夜報告が最も速かに褒表さ

れるのが本誌の一つの特長でありまして

先 般の関西風水害の如 きあの速報記事に

よって非常な利便を得? こ方 k がある事を

聞いて居ります。

O 主主 k 構造、材料、施工法を研究して 、斯

る天災地費にも出来る 1::.' け被害の少ない

建築をなす事は吾人に興へられ? 二重大な

る使命の一つである主信じます。

( 三浦向史)

慶 告 錫 載 料 金

普 liIJ I  1 頁 I 1 凹 15∞ 

普 認 I t 頁 I 1 回 8∞ 

普 沼 I 1 頁 I 1 凶 I 45∞ 
l前 酎 筒1買 ) I  I  I  

普 通 I 1 頁 I 1 凶 I 40∞ 
( 前附 偲 頁 ) 1  1  

事華 渇 I 1 頁 I 1 回 I 25∞ 
l t量附偲1及最軒買 ) I 守 1

ア ー ト | 晶 頁 I 1 匝J I  20∞ 
{ 巾 榔) I  造- ， I  ｾ＠ I一一一一一一一一一

表 紙 2 I  1 頁 I l 回 ! 日∞

表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 I 45∞ 

表 紙 4 I  1 頁 I 1 回 I 80∞ 

建築事務所録 I 1 欄 I  1 凶 I  1.50  

{溜 襲 鵬首量者軍内 ) I  1  欄 I  1  凶 5∞ 

炭告掲載御申込は本合直接願びま す。

本誌勝司自仰注文はすべて前4訟で本曾直接又 は

特約庖へ援替貯金又は銭替で御梯込を願ひま

す。郵券代用は一割場、代金事| 換はお断り致

します。
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